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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

この調査は、障がいのある人もない人も、共に助け合い、支え合いながら住み慣れた地域で安心し

ていきいきと暮らしていけることを目的とした「第４次宍粟市障害者計画、第７期宍粟市障害福祉計

画及び第３期宍粟市障害児福祉計画」の策定を行うにあたり、宍粟市の障がい者の実態を把握し、総

合的な施策への反映や障害者計画、障害福祉計画及び障害児福祉計画の円滑な計画策定の基礎資料と

するために実施しました。 

 

 

２ 調査の内容 

（１）調査地域：宍粟市全域 

（２）調査対象者：市在住の障害者手帳所持者、自立支援医療の受給者 

障がい福祉サービスなどの利用者全員 2,385 人 

（３）調査期間：令和５年 1 月 13 日～令和５年２月 15 日 

（４）調査方法：郵送による配布・回収 

 

 

３ 回収結果 

 配布数(件) 有効回収数(件) 有効回収率(％) 

調査対象者 2,385 1,328 55.7 
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４ 報告書の見方・留意点 

●図表中の「ｎ＝  」は、「Ｎ数（numberofcase）」を意味し、集計対象者総数あるいは回答者

限定設問の限定条件に該当する人を示しています。 

 

●グラフ中の「％」は小数点第２位を四捨五入しているため、単数回答の設問（１つだけに〇を

つけるもの）であっても合計が 100％にならない場合があります。また、複数回答の設問の場

合（あてはまるものすべてに〇をつけるもの）は「Ｎ」に対する各選択肢の回答者数の割合を

示します。 

 

●図表中において、「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別

が著しく困難なものです。 

 

●グラフ中の選択肢は、原則として調査票に記載された表現のまま記載しています。（文字数が

多い場合は要約して記載する場合もあります） 
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Ⅱ 調査の結果 

■アンケート記入者について 

※以下「あなた」とは、障がいのある方ご本人のことです。 

問１この調査票を記入いただく方は、次のうちどなたですか。 

（あてはまる番号１つに○印） 

アンケート記入者について、「本人」が 57.8%と最も高くなっています。次いで「本人の家族」

が 31.5%となっています。 

手帳別でみると、身体障害者手帳所持者と精神障害者保健福祉手帳所持者では「本人」が、療

育手帳所持者では「本人の家族」がそれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

57.8 

61.0 

25.1 

70.1 

34.5 

57.9 

61.7 

31.5 

31.0 

40.8 

21.6 

58.6 

38.3 

32.1 

8.4 

6.0 

33.2 

7.2 

5.2 

0.9 

4.3 

2.3 

2.0 

0.9 

1.2 

1.7 

2.8 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,328)

身体障がい(n=739)

知的障がい(発達

障がい除く)(n=223)

精神障がい(n=167)

発達障がい(n=116)

難病(n=107)

その他障がい(n=162)

本人 本人の家族 家族以外の介助者 無回答
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6.4 

4.9 

4.8 

7.7 

9.6 

16.0 

49.2 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80%

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

全体(n=1,328)

1.4

1.6

2.2

4.2

7.6

17.2

64.3

1.6 

0% 20% 40% 60% 80%

身体(n=739)

11.2

16.1

12.6

18.8

14.8

9.9

15.2

1.3

0% 20% 40% 60% 80%

知的（発達障がい除く）

(n=223)

2.4 

6.0 

9.0 

20.4 

22.8 

22.8 

15.0 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80%

精神(n=167)

50.0 

20.7 

12.1 

6.0 

3.4 

3.4 

2.6 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80%

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

発達障がい(n=116)

4.7 

2.8 

2.8 

6.5 

3.7 

23.4 

56.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

難病(n=107)

5.6 

1.2 

3.7 

4.3 

4.9 

11.7 

68.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

その他障がい(n=1,328)

１ 年齢・性別・家族構成などについて 

問２あなたの年齢をお答えください。（令和５年４月１日現在） 

年齢について、全体でみると「70 歳以上」が 49.2％と最も高く、次いで「60 歳代」が 16.0％、

「50 歳代」が 9.6％となっています。 

手帳別でみると、身体障害者手帳所持者では「70 歳以上」、療育手帳所持者では「40 歳代」、精

神障害者保健福祉手帳所持者では「50 歳代」「60 歳代」がそれぞれ最も高くなっています。 
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問３あなたの性別をお答えください。（あてはまる番号１つに○印） 

全体では「男性」が 54.6％、「女性」が 44.7％でした。 

障がい種別では、知的で「男性」が 62.3％、発達障がいで 69.8％と、「女性」よりも「男性」

が高くなっています。 

他の障がいは、男女がほぼ均衡しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

54.6 

51.4 

62.3 

56.9 

69.8 

51.4 

49.4 

44.7 

47.4 

37.2 

43.1 

30.2 

48.6 

50.6 

0.8 

1.2 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,328)

身体(n=739)

知的(発達障がい

を除く)(n=223)

精神(n=167)

発達障がい(n=116)

難病(n=107)

その他障がい(n=162)

男性 女性 無回答
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問４あなたがお住まいの町名を教えてください。（あてはまる番号１つに○印） 

全体では「山崎町」が 58.2％と最も高く、次いで「一宮町」が 20.0％、「波賀町」が 8.7％、

「千種町」が 7.5％となっています。 

障がい種別でも「山崎町」が最も高くなっており、発達障がいでは７割弱、知的と其の他障が

いでは６割弱となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

58.2 

55.5 

60.1 

59.3 

68.1 

54.2 

61.1 

20.0 

22.5 

14.3 

17.4 

16.4 

23.4 

16.0 

8.7 

9.5 

7.2 

6.0 

6.0 

8.4 

10.5 

7.5 

7.6 

5.8 

10.8 

3.4 

11.2 

8.6 

4.4 

3.0 

12.1 

6.0 

5.2 

2.8 

3.1 

1.4 

2.0 

0.4 

0.6 

0.9 

0.0 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,328)

身体(n=739)

知的(発達障がい

を除く)(n=223)

精神(n=167)

発達障がい(n=116)

難病(n=107)

その他障がい(n=162)

山崎町 一宮町 波賀町 千種町 その他 無回答
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37.7

24.9

27.6

4.7

13.6

0.8

0.7

26.7

4.3

0% 20% 40% 60% 80%

夫または妻

父親や母親

自分の子ども

祖父や祖母

兄弟・姉妹

その他の親戚

友人・知人

その他

無回答

全体(n=1,328)

48.8

12.6

35.5

1.2

4.9

1.1

0.3

25.7

5.7

0% 20% 40% 60% 80%

身体(n=739)

3.6

45.3

1.8

9.9

28.3

1.3

2.2

41.7

2.2

0% 20% 40% 60% 80%

知的（発達障がい除く）

(n=223)

29.9 

38.3 

18.6 

6.6 

16.2 

0.0 

0.0 

31.1 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80%

精神(n=167)

6.9 

3.4 

25.0 

60.3 

1.7 

0.9 

10.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

夫または妻

父親や母親

自分の子ども

祖父や祖母

兄弟・姉妹

その他の親戚

友人・知人

その他

無回答

発達障がい(n=116)

55.1

23.4

34.6

2.8

10.3

0

0

21.5

5.6

0% 20% 40% 60% 80%

難病(n=107)

41.4

16

37.7

3.7

7.4

0.6

0.6

27.8

3.1

0% 20% 40% 60% 80%

その他障がい(n=162)

問５あなたの家族構成、家族の人数についておたずねします。 

（１）現在、あなたが一緒に暮らしている人は、どなたですか。 

（あてはまる番号すべてに○印） 

同居人について、全体でみると「配偶者」が 37.7％で最も高く、次いで「子ども（子どもの配

偶者含む）」が 27.6％、「父親・母親」が 24.9％となっています。 

手帳別でみると、身体障害者手帳所持者では「配偶者」が 48.8％、療育手帳・精神障害者保健

福祉手帳所持者では「父親・母親」がそれぞれ 45.3％、38.3％と最も高くなっています。 
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（２）あなたと同居している方は、あなたを含めて何人ですか。 

（あてはまる番号すべてに○印） 

全体では「２人」が 27.3％と最も高く、次いで「３人」が 21.0％、「１人（同居の家族なし）」

が 15.7％となっています。 

障がい種別では、身体では全体と同様の傾向がみられますが、知的では「７人」が 27.4％と最

も高くなっています。精神では「３人」が 25.1％と最も高く、「１人」が 19.2％ありました。 

発達障がいでは「４人」が 36.2％と最も高く、「１人」は 3.4％、「２人」は 8.6％と、比較的

低くなっています。難病では全体と同様の傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

15.7 

17.9 

12.6 

19.2 

3.4 

15.9 

16.7 

27.3 

32.5 

12.6 

22.2 

8.6 

29.0 

32.1 

21.0 

21.1 

17.9 

25.1 

15.5 

27.1 

21.6 

13.3 

10.7 

13.9 

16.2 

36.2 

14.0 

13.0 

6.3 

4.9 

9.4 

4.2 

16.4 

5.6 

2.5 

4.8 

3.9 

4.0 

3.0 

10.3 

1.9 

4.9 

8.5 

5.5 

27.4 

7.8 

9.5 

4.7 

6.2 

3.1 

3.5 

2.2 

2.4 

0.0 

1.9 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,328)

身体(n=739)

知的(発達障がい

除く)(n=223)

精神(n=167)

発達障がい(n=116)

難病(n=107)

その他障がい(n=162)

１人(同居して

いる家族など

はいない)

２人 ３人 ４人 ５人 ６人 ７人以上 無回答
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問６日常生活の状況などについておたずねします。 

（１）次のことをどのようにしていますか。①から⑩のそれぞれにお答えください。 

（①から⑩それぞれに１つ○印） 

全体では、いずれも「ひとりでできる」が最も高くなっていますが、「外出」「お金の管理」「薬

の管理」では「ひとりでできる」の割合が５割台に止まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注１）この質問の「食事」とは、食事を食べることで、調理をすることは含まれません。 

（注２）この質問の「入浴」とは、お風呂に入ることで、準備は含まれません。 

（注３）この質問の「衣服の着脱」とは、服を着たり脱いだりすることです。 

（注４）この質問の「身だしなみ」とは、髪の毛を整えることや服を整えることなどです。 

（注５）「家族以外の人との意思疎通」の「意思疎通」とは、相手に言いたいことを正しく伝え、相手の言
いたいことを正しく聞くことです。 

（注６）この質問の「お金の管理」とは、お店での支払いや、貯金等の出し入れをすることなどです。 

（注７）この質問の「薬の管理」とは、医療機関等で処方された薬を正しく飲んだり、保管したりするこ
とです。  

79.7 

77.7 

69.4 

74.6 

69.1 

79.8 

51.4 

64.5 

52.6 

58.6 

11.8 

9.8 

13.0 

13.0 

17.2 

8.9 

22.2 

19.7 

17.3 

14.7 

5.6 

9.7 

14.7 

9.7 

10.6 

7.8 

21.6 

9.9 

26.7 

23.1 

2.9 

2.8 

2.9 

2.6 

3.1 

3.5 

4.7 

6.0 

3.5 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食事(注１)

トイレ

入浴（注２）

衣服の着脱（注３）

身だしなみ（注４）

家の中の移動

外出

家族以外の人との

意思疎通（注５）

お金の管理（注６）

薬の管理（注７）

全体n=1,328

ひとりで

できる

一部手助け

が必要

全部手助け

が必要

不明・

無回答
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①食事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②トイレ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

79.7 

76.9 

70.9 

80.8 

83.6 

73.8 

79.0 

11.8 

13.5 

18.8 

13.8 

15.5 

14.0 

13.0 

5.6 

7.6 

9.0 

4.2 

0.9 

11.2 

4.3 

2.9 

2.0 

1.3 

1.2 

0.0 

0.9 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,328)

身体(n=739)

知的(発達障がい

を除く)(n=223)

精神(n=167)

発達障がい(n=116)

難病(n=107)

その他障がい(n=162)

ひとりでできる 一部手助けが必要 全部手助けが必要 無回答

77.7 

74.0 

66.8 

83.2 

81.0 

69.2 

77.2 

9.8 

10.8 

18.4 

8.4 

13.8 

15.9 

9.9 

9.7 

13.7 

13.0 

6.6 

4.3 

14.0 

9.3 

2.8 

1.5 

1.8 

1.8 

0.9 

0.9 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,328)

身体(n=739)

知的(発達障がい

を除く)(n=223)

精神(n=167)

発達障がい(n=116)

難病(n=107)

その他障がい(n=162)

ひとりでできる 一部手助けが必要 全部手助けが必要 無回答
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③入浴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④衣服の着脱 

 

 

 

 

 

 

 

  

69.4 

64.4 

56.5 

78.4 

73.3 

61.7 

70.4 

13.0 

13.3 

22.0 

10.2 

20.7 

15.0 

11.1 

14.7 

20.3 

19.3 

10.2 

6.0 

22.4 

15.4 

2.9 

2.0 

2.2 

1.2 

0.0 

0.9 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,328)

身体(n=739)

知的(発達障がい

を除く)(n=223)

精神(n=167)

発達障がい(n=116)

難病(n=107)

その他障がい(n=162)

ひとりでできる 一部手助けが必要 全部手助けが必要 無回答

74.6 

69.4 

66.8 

83.8 

81.0 

61.7 

74.1 

13.0 

15.3 

19.3 

8.4 

17.2 

20.6 

11.7 

9.7 

13.7 

12.1 

6.6 

1.7 

15.9 

11.1 

2.6 

1.6 

1.8 

1.2 

0.0 

1.9 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,328)

身体(n=739)

知的(発達障がい

を除く)(n=223)

精神(n=167)

発達障がい(n=116)

難病(n=107)

その他障がい(n=162)

ひとりでできる 一部手助けが必要 全部手助けが必要 無回答
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⑤身だしなみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥家の中の移動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

69.1 

68.3 

46.2 

76.6 

58.6 

62.6 

68.5 

17.2 

16.2 

31.8 

12.0 

35.3 

18.7 

17.3 

10.6 

13.3 

19.3 

9.6 

6.0 

17.8 

11.1 

3.1 

2.2 

2.7 

1.8 

0.0 

0.9 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,328)

身体(n=739)

知的(発達障がい

を除く)(n=223)

精神(n=167)

発達障がい(n=116)

難病(n=107)

その他障がい(n=162)

ひとりでできる 一部手助けが必要 全部手助けが必要 無回答

79.8 

74.4 

77.1 

84.4 

94.0 

65.4 

78.4 

8.9 

11.4 

11.2 

7.8 

5.2 

16.8 

9.9 

7.8 

11.6 

8.1 

5.4 

0.9 

15.0 

8.0 

3.5 

2.6 

3.6 

2.4 

0.0 

2.8 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,328)

身体(n=739)

知的(発達障がい

を除く)(n=223)

精神(n=167)

発達障がい(n=116)

難病(n=107)

その他障がい(n=162)

ひとりでできる 一部手助けが必要 全部手助けが必要 無回答
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⑦外出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧家族以外の人との意思疎通 

 

 

 

 

 

 

 

  

51.4 

49.3 

36.3 

57.5 

46.6 

37.4 

47.5 

22.2 

20.8 

24.7 

22.2 

33.6 

27.1 

26.5 

21.6 

25.7 

35.9 

18.6 

18.1 

32.7 

19.1 

4.7 

4.2 

3.1 

1.8 

1.7 

2.8 

6.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,328)

身体(n=739)

知的(発達障がい

を除く)(n=223)

精神(n=167)

発達障がい(n=116)

難病(n=107)

その他障がい(n=162)

ひとりでできる 一部手助けが必要 全部手助けが必要 無回答

64.5 

70.2 

34.5 

58.7 

40.5 

65.4 

61.7 

19.7 

15.7 

35.4 

23.4 

44.8 

18.7 

16.0 

9.9 

9.1 

25.6 

12.6 

13.8 

13.1 

13.6 

6.0 

5.0 

4.5 

5.4 

0.9 

2.8 

8.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,328)

身体(n=739)

知的(発達障がい

を除く)(n=223)

精神(n=167)

発達障がい(n=116)

難病(n=107)

その他障がい(n=162)

ひとりでできる 一部手助けが必要 全部手助けが必要 無回答
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⑨お金の管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩薬の管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

52.6 

58.2 

16.1 

55.7 

25.0 

50.5 

51.9 

17.3 

13.1 

29.1 

21.0 

31.9 

17.8 

12.3 

26.7 

26.3 

52.0 

22.2 

42.2 

29.9 

32.1 

3.5 

2.4 

2.7 

1.2 

0.9 

1.9 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,328)

身体(n=739)

知的(発達障がい

を除く)(n=223)

精神(n=167)

発達障がい(n=116)

難病(n=107)

その他障がい(n=162)

ひとりでできる 一部手助けが必要 全部手助けが必要 無回答

58.6 

61.6 

28.7 

64.1 

37.9 

57.0 

55.6 

14.7 

13.3 

22.0 

14.4 

25.0 

15.9 

13.0 

23.1 

22.6 

45.3 

20.4 

35.3 

25.2 

27.8 

3.6 

2.6 

4.0 

1.2 

1.7 

1.9 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,328)

身体(n=739)

知的(発達障がい

を除く)(n=223)

精神(n=167)

発達障がい(n=116)

難病(n=107)

その他障がい(n=162)

ひとりでできる 一部手助けが必要 全部手助けが必要 無回答
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22.9

22.7

26.2

3.8

9.5

3.1

2.7

38.3

6.9

0% 20% 40% 60% 80%

夫または妻

父親や母親

自分の子ども

祖父や祖母

兄弟・姉妹

その他の親戚

友人・知人

ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰや

施設の職員

無回答

全体(n=770)

32.1 

7.7 

39.6 

1.2 

5.2 

4.5 

2.7 

41.8 

7.0 

0% 20% 40% 60% 80%

身体(n=402)

3.6 

39.1 

1.0 

5.6 

17.3 

2.0 

1.0 

49.2 

5.6 

0% 20% 40% 60% 80%

知的（発達障がい除く）

(n=197)

19.8

31.3

14.6

2.1

15.6

3.1

7.3

39.6

7.3

0% 20% 40% 60% 80%

精神(n=96)

3.1 

76.0 

2.1 

17.7 

13.5 

4.2 

2.1 

18.8 

7.3 

0% 20% 40% 60% 80%

夫または妻

父親や母親

自分の子ども

祖父や祖母

兄弟・姉妹

その他の親戚

友人・知人

ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰや

施設の職員

無回答

発達障がい(n=96)

48.0 

16.0 

36.0 

2.7 

8.0 

2.7 

2.7 

32.0 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80%

難病(n=75)

35.5 

18.3 

37.6 

1.1 

3.2 

3.2 

2.2 

29.0 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80%

その他障がい(n=93)

【（１）で「一部手助けが必要」又は「全部手助けが必要」と答えた方がお答えください】 

（２）あなたを手助けしてくれる方は主に誰ですか。（あてはまる番号すべてに○印） 

全体では「ホームヘルパーや施設の職員」が 38.3％と最も高く、次いで「自分の子ども」が

26.2％、「夫または妻」が 22.9％となっています。 

障がい種別でみると、「父親や母親」に差異がみられ、身体では 7.7％に止まるのに対し、知的

や精神では「父親や母親」が比較的高くなっています。 

発達障がいでは「父親や母親」が８割弱となっており、難病では「夫または妻」が 48.0％と最

も高くなっています。 
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0.6 

0.6 

5.8 

13.0 

20.0 

27.1 

29.2 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80%

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

全体(n=531)

0.0 

0.4 

2.5 

6.7 

18.9 

31.2 

35.5 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80%

身体(n=285)

1.0 

1.0 

8.8 

13.7 

27.5 

21.6 

24.5 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80%

知的（発達障がい除く）

(n=102)

1.6 

1.6 

6.3 

9.5 

23.8 

23.8 

28.5 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80%

精神(n=63)

1.2 

2.5 

22.2 

39.5 

19.8 

7.4 

7.4 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

発達障がい(n=81)

0.0 

0.0 

3.1 

10.8 

13.8 

30.8 

38.4 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80%

難病(n=65)

0.0 

0.0 

3.8 

9.0 

19.2 

35.9 

30.7 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80%

その他障がい(n=78)

【（２）で「１．夫または妻」「２．父親や母親」「３．自分の子ども」「４．祖父や祖母」「５．兄弟・

姉妹」と答えた方がお答えください】 

（３）あなたを手助けしてくれる家族で、特に中心となっている方の年齢、性別、健康状

態をお答えください。 

⑪手助けしてくれる人の年齢（令和５年４月１日現在） 

年齢について、全体でみると「70 歳以上」が 29.2％と最も高く、次いで「60 歳代」が 27.1％、

「50 歳代」が 20.0％となっています。 

手帳別でみると、身体障害者手帳所持者と精神障害者保健福祉手帳所持者では「70 歳以上」、

療育手帳所持者では「50 歳代」がそれぞれ最も高くなっています。 
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⑫手助けしてくれる人の性別（あてはまる番号１つに○印） 

全体では「女性」が 71.4％、「男性」が 26.0％となっています。 

障がい種別でみると、すべての障がいで「女性」が「男性」を上回っています。特に発達障

がいでは女性が９割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬手助けしてくれる人の健康状態（あてはまる番号１つに○印） 

全体では「ふつう」が 59.3％と最も高く、次いで「よい」が 28.2％、「よくない」が 10.4％

となっています。 

障がい種別でみると、「よい」が最も高かったのは発達障がいの 43.2％で、次いで精神が

27.0％、知的が 24.5％となっています。 

「よくない」が最も高かったのは難病の 27.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

26.0 

33.3 

9.8 

23.8 

4.9 

36.9 

30.8 

71.4 

63.9 

88.2 

71.4 

95.1 

61.5 

66.7 

2.6 

2.8 

2.0 

4.8 

0.0 

1.5 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=531)

身体(n=285)

知的(発達障がい

を除く)(n=102)

精神(n=63)

発達障がい(n=81)

難病(n=65)

その他障がい(n=78)

男性 女性 無回答

28.2 

21.8 

24.5 

27.0 

43.2 

21.5 

24.4 

59.3 

64.9 

64.7 

57.1 

49.4 

47.7 

61.5 

10.4 

11.2 

9.8 

12.7 

7.4 

27.7 

12.8 

2.1 

2.1 

1.0 

3.2 

0.0 

3.1 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=531)

身体(n=739)

知的(発達障がい

を除く)(n=223)

精神(n=167)

発達障がい(n=116)

難病(n=107)

その他障がい(n=162)

よい ふつう よくない 無回答
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55.6 

16.8 

12.6 

8.7 

8.1 

12.2 

5.5 

0% 25% 50% 75% 100%

身体障がい

知的障がい（発達障がいを除く）

精神障がい

発達障がい

難病

その他の障がい

無回答
全体

(n=1,328)

２ 障がいの状況について 

問７あなたの障がいの状況についておたずねします。 

（１）あなたにはどのような障がいがありますか。（あてはまる番号すべてに○印） 

「身体障がい」が 55.6％と最も高く、次いで「知的障がい」が 16.8％、「精神障がい」が 12.6％、

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注１）「知的障がい」とは、知能を中心とする精神の発達が幼少期から遅れていて、社会生活への適応が
困難な状態 

（注２）「発達障がい」とは、自閉症スペクトラム障害、広汎性発達障害、自閉症、アスペルガー症候群、
学習障害(LD)、注意欠陥多動性障害(ADHD)などに類する脳機能の障害 
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「発達障がい」のある方（問７（１）で４に○をつけた方）におたずねします。 

（２）あなたが発達障がいと診断されたのはいつですか。（あてはまる番号１つに○印。

１、２と答えた方は[]内に年齢を記入） 

「病院・児童相談所などで診断された」が７割強となっています。 

また、診断された年齢は、「５歳未満」が 49.4％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

71.6 

20.0 

67.9 

57.9 

71.6 

50.0 

100.0 

12.1 

40.0 

14.3 

21.1 

12.1 

50.0 

0.0 

6.0 

20.0 

7.1 

15.8 

6.0 

0.0 

0.0 

10.3 

20.0 

10.7 

5.3 

10.3 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=116)

身体(n=5)

知的(発達障がい

を除く)(n=28)

精神(n=19)

発達障がい(n=116)

難病(n=2)

その他障がい(n=2)

病院・児童相談所

などで発達障がい

と診断された

診断は受けていないが、

発達検査や相談で

わかった

わからない 無回答
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49.4 

18.1 

12.0 

3.6 

4.8 

4.8 

2.4 

1.2 

3.6 

0% 25% 50% 75% 100%

5歳未満

5歳以上～10歳未満

10歳以上～15歳未満

15歳以上～20歳未満

20歳以上～25歳未満

25歳以上～30歳未満

30歳以上～35歳未満

35歳以上

無回答

全体(n=83)

100.0 
0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

身体(n=1)

68.4 

10.5 

5.3 

0.0 

5.3 

0.0 

0.0 

0.0 

10.5 

0% 20% 40% 60% 80%

知的（発達障がい除く）

(n=19)

18.2 

0.0 

18.2 

9.1 

18.2 

18.2 

9.1 

9.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

精神(n=11)

100.0 
0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

難病(n=1)

50.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

その他障がい(n=2)

49.4 

18.1 

12.0 

3.6 

4.8 

4.8 

2.4 

1.2 

3.6 

0% 25% 50% 75% 100%

5歳未満

5歳以上～10歳未満

10歳以上～15歳未満

15歳以上～20歳未満

20歳以上～25歳未満

25歳以上～30歳未満

30歳以上～35歳未満

35歳以上

無回答

発達障がい(n=83)

◆発達障がいと診断された年齢 
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50.0 

21.4 

7.1 

7.1 

14.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

10歳未満

10歳代

20歳代

30歳代

40歳以上

無回答

全体(n=14)

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

身体(n=2)

75.0 

25.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

知的（発達障がい除く）

(n=4)

25.0 

0.0 

25.0 

25.0 

25.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

精神(n=4)

50.0 

21.4 

7.1 

7.1 

14.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

10歳未満

10歳代

20歳代

30歳代

40歳以上

無回答

発達障がい(n=14)

0.0 

100.0 
0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

難病(n=1)

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

その他障がい(n=0)

◆発達検査や相談でわかった年齢 
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71.5 

4.7 

1.3 

0.3 

2.9 

0.7 

10.3 

0.8 

0.6 

1.1 

5.9 

0% 25% 50% 75% 100%

持ち家(あなた､または

家族が所有する住宅

やﾏﾝｼｮﾝなど)

民間の賃貸住宅・借家

公営住宅や公社・公団

の賃貸住宅

社宅などの貸与住宅

グループホーム

福祉ホーム

入所型の施設

精神科の病院

精神科以外の病院

その他

無回答

全体(n=1,328)

76.6 

3.9 

0.7 

0.1 

1.9 

0.8 

9.5 

0.4 

0.8 

0.9 

0% 25% 50% 75% 100%

身体(n=739)

47.5 

4.9 

1.8 

0.0 

8.5 

0.9 

27.8 

0.4 

0.0 

0.9 

7.2 

0% 25% 50% 75% 100%

知的（発達障がい除く）
(n=223)

61.1 

9.0 

4.2 

0.0 

4.2 

0.6 

7.2 

6.6 

1.2 

1.2 

4.8 

0% 25% 50% 75% 100%

精神(n=167)

３ 住まいや暮らしについて 

問８あなたのお住まいや暮らしについておたずねします。 

（１）あなたがお住まいの住宅は、次のうちどれですか。（あてはまる番号１つに○印） 

（注１）「グループホームとは、障がいのある人が、食事の準備・お金の管理・相談など日常生活の支援や
入浴・トイレ・食事などの介護を受けながら、小グループで共同生活をおくる住宅 

（注２）「福祉ホーム」とは、ある程度の自活力がある障がいのある人が、必要に応じて相談などの支援を
受けながら、１人で生活するための住宅 

 

全体では「持ち家」が 71.5％と最も高く、次いで「入所型の施設」が 10.3％、「民間の賃貸住

宅・借家」が 4.7％となっています。 

障がい種別でみると、すべての障がいで全体と同様の傾向がみられますが、知的では「入所型

の施設」が３割弱となっています。 
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79.3 

8.6 

0.9 

0.9 

2.6 

0.0 

6.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.7 

0% 25% 50% 75% 100%

持ち家(あなた､または

家族が所有する住宅

やﾏﾝｼｮﾝなど)

民間の賃貸住宅・借家

公営住宅や公社・公団

の賃貸住宅

社宅などの貸与住宅

グループホーム

福祉ホーム

入所型の施設

精神科の病院

精神科以外の病院

その他

無回答

発達障がい(n=116)

75.7 

5.6 

0.0 

0.9 

1.9 

0.9 

4.7 

0.0 

2.8 

1.9 

0% 25% 50% 75% 100%

難病(n=107)

73.5 

4.3 

0.6 

0.6 

1.2 

0.6 

7.4 

0.0 

1.2 

1.9 

8.6 

0% 25% 50% 75% 100%

その他障がい(n=162)
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【（１）で「７．入所型の施設」「８．精神科の病院」「９．精神科以外の病院」を選択した方は（２）、

（３）、（４）をお答えください。 

（１）で「１．～６．」を選択した方は（４）をお答えください。】 

（２）あなたは将来、施設や病院を出て、地域（自宅等）で生活したいと思いますか。 

（あてはまる番号１つに○印） 

全体では「今のまま生活したい」が 67.9％と最も高く、次いで「家族と一緒に生活したい」が

16.0％、「その他」が 5.8％となっています。 

障がい種別でみると、すべての障がいで「今のまま生活したい」が最も高くなっています。難

病では、「グループホームなどを利用したい」が 12.5％となっており、他の障がいより比較的高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

67.9 

72.2 

71.4 

68.0 

71.4 

75.0 

50.0 

1.9 

1.3 

1.6 

0.0 

0.0 

12.5 

0.0 

16.0 

16.5 

14.3 

8.0 

14.3 

12.5 

28.6 

1.9 

0.0 

3.2 

4.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.8 

8.9 

3.2 

4.0 

14.3 

0.0 

7.1 

6.4 

1.3 

6.3 

16.0 

0.0 

0.0 

14.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=156)

身体(n=79)

知的(発達障がい

を除く)(n=63)

精神(n=25)

発達障がい(n=7)

難病(n=8)

その他障がい(n=14)

今のまま

施設や病院で

生活したい

グループホーム

などを利用したい

家族と一緒に

生活したい

一般の住宅で

一人暮らし

をしたい

その他 無回答
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19.9 

16.7 

7.1 

5.8 

9.0 

28.2 

17.9 

17.9 

36.5 

29.5 

16.7 

14.7 

10.9 

27.6 

33.3 

23.1 

19.9 

20.5 

11.5 

23.1 

9.0 

25.6 

0% 20% 40% 60% 80%

生活設計に関する相談

機能訓練や生活訓練

就労相談や職業訓練

仕事の確保

自立生活の体験

障がいに配慮した

住宅の整備

住宅への入居サポート

家賃の補助

困ったときいつでも

相談できる体制

ホームヘルプなどの

居宅サービス

通所系の障がい福祉

サービス

創作･交流･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

など活動の場

情報入手やｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

の手段

外出の手段

保健・医療サービス

緊急時の連絡手段

防犯・防災の対策

お金・財産を本人に

かわり管理する制度

仲間づくり

地域住民の理解や

見守り

その他

無回答

全体(n=156)

17.7 

19.0 

2.5 

3.8 

3.8 

32.9 

21.5 

16.5 

32.9 

34.2 

19.0 

7.6 

8.9 

25.3 

35.4 

17.7 

13.9 

12.7 

7.6 

17.7 

10.1 

25.3 

0% 20% 40% 60% 80%

身体(n=79)

30.2 

19.0 

12.7 

9.5 

15.9 

30.2 

19.0 

22.2 

44.4 

23.8 

17.5 

23.8 

14.3 

34.9 

31.7 

33.3 

33.3 

36.5 

20.6 

31.7 

7.9 

15.9 

0% 20% 40% 60% 80%

知的（発達障がい除く）
(n=63)

16.0 

24.0 

12.0 

8.0 

16.0 

24.0 

16.0 

20.0 

32.0 

28.0 

12.0 

16.0 

12.0 

12.0 

28.0 

8.0 

8.0 

20.0 

8.0 

20.0 

12.0 

32.0 

0% 20% 40% 60% 80%

精神(n=25)

（３）地域（自宅等）で生活するためには、どのような支援があればよいと思いますか。 

（あてはまる番号すべてに○印） 

全体では「困ったときいつでも相談できる体制」が 36.5％と最も高く、次いで「保健・医療サ

ービス」が 33.3％、「ホームヘルプなどの居宅サービス」が 29.5％となっています。 

障がい種別でみると、身体・知的・精神・その他障がいでは全体と同様の傾向がみられますが、

知的では「困ったときいつでも相談できる体制」が４割を超えており、「緊急時の連絡手段」や

「お金・財産を本人にかわり管理する制度」「防犯・防災の対策」が比較的高くなっています。 
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0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

28.6 

0.0 

14.3 

28.6 

14.3 

0.0 

0.0 

0.0 

14.3 

14.3 

28.6 

14.3 

14.3 

14.3 

14.3 

14.3 

28.6 

0% 20% 40% 60% 80%

生活設計に関する相談

機能訓練や生活訓練

就労相談や職業訓練

仕事の確保

自立生活の体験

障がいに配慮した

住宅の整備

住宅への入居サポート

家賃の補助

困ったときいつでも

相談できる体制

ホームヘルプなどの

居宅サービス

通所系の障がい福祉

サービス

創作･交流･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

など活動の場

情報入手やｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

の手段

外出の手段

保健・医療サービス

緊急時の連絡手段

防犯・防災の対策

お金・財産を本人に

かわり管理する制度

仲間づくり

地域住民の理解や

見守り

その他

無回答

発達障がい(n=7)

12.5 

12.5 

0.0 

0.0 

0.0 

37.5 

12.5 

12.5 

50.0 

37.5 

12.5 

0.0 

12.5 

12.5 

50.0 

37.5 

25.0 

0.0 

12.5 

25.0 

12.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

難病(n=8)

14.3 

14.3 

14.3 

14.3 

14.3 

14.3 

7.1 

7.1 

42.9 

35.7 

21.4 

14.3 

14.3 

14.3 

35.7 

28.6 

21.4 

21.4 

21.4 

14.3 

7.1 

28.6 

0% 20% 40% 60% 80%

その他障がい(n=14)
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（４）住まいや暮らしについて、ご意見がありましたら、次の欄にご記入ください。 

 

 障がいに配慮した住宅の整備等（バリアフリーの家）の為の補助金を充実させてほしい。（36 歳/

女性/身体） 

 他の住人からの過干渉（37 歳/女性/精神） 

 歩行がだんだん困難になりつつあり、妻に頼っている。将来はなんとかしなければと考えている。

（82 歳/男性/難病,その他の障がい） 

 地域が寂れてきていることが気になる。（69 歳/男性/精神） 

 市民税、水道代を安くしてほしい。水道代は全国でトップクラスに高い！高すぎる。（42 歳/女性

/その他の障がい） 

 できれば家で暮らしたいが、難聴のため、生活に不安、手足のしびれもあり転倒リスクも大きい。

（90 歳/男性/身体） 

 将来、一人で暮らすことになった場合の公的支援について充実してほしい。（20 歳/男性/難病） 

 障がい者対応にリフォーム予算（補助）額メニューを増やして頂きたい。（57 歳/女性/身体,その

他の障がい） 

 病院に近い所に住みたいです（64 歳/男性/難病） 

 私は、便利な場所に暮らしているので助かっています。マンションに住んでいるのでエレベータ

もあるので便利で助かっています。（44 歳/女性/その他の障がい） 

 支援学級の先生の数を増やしてほしい。（１人 1 人に目が行き届いていない）病院（宍粟市内）に

精神科や脳神経科を設けてほしい。発達障がいの児童が安心して過ごせる学童を設けてほしい。

宍粟市内にも支援学校を設けてほしい。（10 歳/男性/発達障がい,その他の障がい） 

 必要な所には手すり等取り付けているので不自由は感じていません。（75 歳/女性/身体） 

 老齢者２人住まいで家のまわりの畑、雑草の管理が重荷になり心配事の１つです。（82 歳/女性/

身体） 

 将来、親が亡くなった時に、１人暮らしは、無理だと思うので、グループホームなど利用できる

か、どうか不安な事です。相談したら、はいれるものなのか不安です。（32 歳/男性/発達障がい） 

 障がい厚生年金を受給できるようになったが、家族も補助のため長時間働きに出れないので収入

面が不安。収入に対してどうしても光熱費や健保などの支出で将来（老後の貯金ができない）。

（60 歳/男性/精神） 

 特にありません（業者に頼んでするのではなく、介護用品レンタル手細工で本人がくらしやすい

ように工夫しています）（93 歳/女性/身体） 

 １人暮しをしているので不安（64 歳/男性/精神） 

 むずかしいです（68 歳/男性/知的） 

 年金だけで生活できるか不安、収入ほとんどないため（30 歳/男性/知的） 

 一人になったら施設に入りたい。（79 歳/女性/身体,難病） 

 高速バス（三宮行）の本数を増やしてほしい。夜おそくまでの移動手段がほしい（タクシー、バ

ス）（34 歳/女性/精神,その他の障がい） 

 自立生活が出来なくなった場合に入所施設などのサポートを親身に取り組んでほしい（71 歳/女

性/身体） 

 過疎化がすすんで村自体がなくなるのではと心配。（59 歳/女性/身体） 

 五年いないに借家を出ていかなあかん（48 歳/男性/難病） 

 父、母が年がいった時に不安がある（24 歳/男性/発達障がい） 
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 家族の手助けがあり今の所特に生活に支障はありません（75 歳/女性/身体,難病） 

 地域に障がい者が働く場所の有無さえ分からないので働ける年齢になると仕事のある地域（市

外？）にしか将来の見込みがありません。18 歳で出ていかないといけないが市内の情報が全くな

いのでもう少し発信して欲しいです。（11 歳/男性/発達障がい） 

 物価の高とうにより生活がしにくい。買物を 40 分以上いかないと食物が手に入らない。バスの

便利は良いと思うが帰りの待ち時間が長いのとイオンまでの歩く距離が長く大変だ。通院にも時

間かかり、家は早く出て待ち（近くの人と同じ）に待ち家に帰ると夕方になったりする。予約制

はありがたいがＰｍ１５：００～以降１７：００までというのが難しい（仕事をしていると）１

２：００～１３：００頃にも予約の電話をいれさせて欲しい。（86 歳/女性/難病） 

 近所トラブルがたえない。（54 歳/男性/-） 

 今、市議会議員にきいて、タクシーの外出支援サービスを利用させてもらってますが、最初は 250

円でしたが、急に 2 倍の 500 円になったのは、どういう理由ですか？（50 歳/男性/精神） 

 住み慣れた町で家族と生活がしたい。（17 歳/女性/知的,発達障がい） 

 親が突然亡くなった場合、その後僕はどのように生活していけばいいのかわからないので少し不

安です。（18 歳/男性/発達障がい） 

 分からない（本人）（52 歳/女性/身体,知的） 

 現在の状態で感謝しています。（85 歳/男性/身体） 

 1 つの部屋で生活できる間（84 歳/女性/身体,難病,その他の障がい） 

 ①自分と妻も同じ様に耳が遠いので店で買って補聴器を入れている。②自治会行事等の放送が聴

こえないので、書いた文書、口頭（各担当）の連絡がほしい。（91 歳/女性/身体） 

 一部介護サービスを利用してますが、個人負担一割でも、少ない年金からの支出で負担が大きく

感じます。元々の金額が高すぎるように思います。（60 歳/女性/難病,その他の障がい） 

 町はずれの食料品等の買い物もウインクバスを利用し、土日は出掛けることも医院へも行事が出

来ない。ウインクバス土日も運用して欲しい。市役所等から来る文章も 91 才になれば理解しに

くい。文面を読んでイエスかノーかどちらにかいしゃくするのかな？と思う。近くに尋ねる人も

いないし。（91 歳/男性/身体,知的,その他の障がい） 

 なにせ交通が不便、それだけです。（66 歳/女性/身体） 

 荷物の移動が苦痛になってきた（81 歳/男性/身体） 

 親族が家に来てくれたり、引越し業者に電話して、携帯に電話して、あやまりたいから、親族が

来てくれたら引っ越します。（48 歳/女性/知的） 

 一人住まいなので、話し相手がほしいです。不自由なので誰かいてくれたらうれしいです。（61 歳

/男性/身体,精神,難病） 

 設問内容が余りにも漠然としており回答の仕様がない。（70 歳/男性/身体） 

 玄関に段あり不自由（64 歳/女性/身体） 

 快適です。（51 歳/男性/精神） 

 住所が変わり、近所の人との出会いがまだない。1 日中（たまにお母さん、孫）1 人でいる。ボケ

ないように気をつけているが…。（82 歳/女性/身体） 

 暮らしについて今は不便なく過ごせている。姉夫婦が月に 2 回ほど土曜日きてくれる。（63 歳/男

性/-） 

 ショートステイやデイケア、デイサービスの充実（88 歳/男性/身体） 

 隣保単位の奉仕作業が高齢化の為年々困難になっている。見直しが必要です。（81 歳/女性/身体） 

 市民局なども町民の生活スタイルに合わせて、日曜日など相談しやすく整えてほしい。（49 歳/男

性/身体） 
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 現時点では、健康であり多くの事を自分でこなしています。1 週間のうち数日間は長男（65 才）

や長女（69 才）が訪問して支援しています。現在の健康状態が悪くなった時にどのようになるか

不安です。（97 歳/男性/身体） 

 トイレの故障の時、水道料金が多大となった時に支払いした。障がい者 1 人住まいの場合特例が

あってもいいのではないか。（79 歳/男性/知的） 

 大雪が降ったら、雪かきに困る（90 歳/男性/身体） 

 自分の子供が中学生になるので、入学費用がまとまっている。勉強部屋も作ってやりたいがむず

かしい。私が仕事ができないので妻の収入にたよりにしている。妻には大変感謝している。（67 歳

/男性/身体） 

 市の建物は次々と更新されますが、住民福祉の面では、投資の思考が大いに不足しているように

思います。例えば、耐震補助、障がい者住宅の改造支援、学校教育の質の向上、目に見える数値

目標を設定し、取り組んでほしい。（74 歳/男性/その他の障がい） 

 本人は寝たきりで寝返りも出来ない。希望等も聞いても意味は分かったとしても返事は聞き取れ

ない事が多い（97 歳/女性/身体） 

 今の所自宅で生活が出来ますが、出来なくなった場合は介護の付いている福祉ホームなどにお世

話していただきたいです。（75 歳/女性/身体,難病,その他の障がい） 

 土地や建物が広くて守ることが大変（80 歳/男性/身体,その他の障がい） 

 現在住んでいる所、道がなく車が表まで入らない。坂道も急で登り困難。このような状態が長く

続いていて高齢になるにつれて追い込まれているようで毎日悩んでいます。独居になったら？地

域自治会、近隣の方々の心がつめたいです。もっと暖かく先を見られる心があればと思う毎日で

す。（78 歳/男性/精神） 

 （病院→施設や自宅に戻り、面会、介護する場合）山崎町の山奥に住んでおり、ホームヘルプな

どの居宅サービスを受けやすい（山崎まで 25 分）。場所への転居を考えており、その際のサポー

トがほしいです。年老いて一人で住める場所ではないと感じている。（51 歳/男性/身体） 

 私は障がい認定うけていません。その間何のサービスをうけれません。病院受診もタクシーを利

用しています。（往復 2 万）その為手続きをしています。（48 歳/女性/精神） 

 補聴器の件に付きお願いします。此の所耳の不自由な人、老若大勢気になります。安い値段から

高額な品と多様ですが値段の低い機種はもう一つと言う事ですし、高価な補聴器は上にはキリが

なく 50 万くらいが万人向とか？とても。又年数も 7 年位で其の上電池も 6 個入り 1 枚 800 円と

なります。長生きすると何回も少しでも気持ちの落ち着く方法として買い替えの時。何らかの援

助があればといつもいつも思いますのでよろしくお願いします。（89 歳/女性/その他の障がい） 

 将来、歩行困難になった時などに自宅改修（バリアフリー）は必要な際、工事費の一定の助成制

度…を検討してほしい。（80 歳/男性/その他の障がい） 

 精神障がいですが、身体の痛みやしびれや歩くのにつまずきやふらつきもあるので 1 人で外出・

買い物もある程度は出来るのですが、心配して夫がほとんど一緒に行動します。昨年心筋梗塞で

緊急入院・手術後はある程度安定している夫ですが、時々苦しくなるようで安静が必要となりま

す。一家が高齢者や問題のある者だけの場合に 1 人では受けられない支援も受けられるようにし

てもらいたいです。（70 歳/女性/精神） 

 今は家族に税金を払ってもらっている状況なので、自分の代になった時、自分でやっていけるの

か不安。固定資産税などわからないことがありすぎる。（25 歳/女性/精神,発達障がい） 

 ねたきりでの生活なので、家での介護サービスの充実をはかってほしい。（85 歳/女性/身体） 

 有線放送がつけてほしい（アパート住まい）監視カメラがあると良い。地域にない（アパートに

も）12/15 被害あり、警察に届け済（87 歳/女性/その他の障がい） 
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 過疎化が進む現代、地域の横の繋がりがしっかりとしていれば田舎でも楽しく生活出来ると思い

ます。1 人暮らしの人の見守りを大切にして欲しいです。あとは安定した仕事先の確保が課題と

なります。（47 歳/男性/精神） 

 介護施設への通所生活に必要だった住所の整備に補助をいただき感謝しております。（91 歳/男性

/身体） 

 外出の為の支援をしてほしい。外出支援のタクシーが使えない。（59 歳/男性/知的） 

 将来、親が介護出来なくなった時地域のグループホームで介護や援助を受けながら一生涯すごせ

れば良い。（44 歳/男性/知的） 

 年金ぐらしで子どもにたより、家が古いが立てかえがむずかしい。（79 歳/男性/身体,その他の障

がい） 

 家族が仕事、学校へ行っている間デイサービス等を利用していても時間が合わず 1 人での留守に

なる時がある。延長サービスがあるといい。習い事や買い物時など外出手段又は偏見をなくして

欲しい。（13 歳/男性/知的,発達障がい） 

 私は国道が平成 7 年になりました。まだ車にのっています。月に山崎町 1 回ぐらい出ています。

神姫バスもかよっていますので生活には困ります。総合病院もいっていますがその心配もありま

す。たのみの事ですが車庫の出口にミラーを付けてもらいたい市民局も行きましたがノーでした。

（84 歳/男性/身体,その他の障がい） 

 今は配偶者、家族と一緒に生活していますが、いずれ不可能な時がくると思います。その時グル

ープホームへ入所したいと思っています。そのグループホームは何で設けられているのでしょう

か。又入所する時の手続き方法とかを知りたいです。（75 歳/女性/身体,難病,その他の障がい） 

 てんかんや何かしらの病気を抱えて仕事している人に対して市が認めた給料の何割か市が補助

を出して欲しい。（30 歳/男性/その他の障がい） 

 年齢と共に車運転不能で病院の通院出来なくなる（透析）週 3 回（76 歳/男性/その他の障がい） 

 バリアフリーで、キッチンは車イスで入れますし、入口はスロープにして、おふろ、トイレも入

れます。（65 歳/女性/身体） 

 通院する時、タクシーの料金の半額位の券がほしいです。（85 歳/女性/身体,難病） 

 家族と一緒に生活したい（70 歳/女性/知的） 

 障がいのある人が移動する手段が整備されていないように思います。（バリアフリー、交通手段

等）（47 歳/男性/身体,精神,発達障がい） 

 住んでいる家のもっと近くに買物できるマーケットなどがあれば良いと思う（63 歳/女性/精神） 

 交通の便利が悪い。外出支援サービス事業利用券が高くなりすぎて大変です。路線しーたんバス

では目的地へは行けないのでこまる。（85 歳/女性/身体,精神） 

 買い物が大変（49 歳/女性/精神） 

 病院や医療機関が徒歩圏内で移動が可能であることは有難い（73 歳/男性/その他の障がい） 

 ポストが遠いので手紙、はがきを入れによう行かない。市のバスにも乗り場が遠いので利用した

事がない。買い物に行けないので子供やコープさんにたのんでいる。医者（内科整形眼科歯科）

と通院しているので往きは子供に、帰りは介護タクシーをたのんでいる。最近めまいがよくする

し、目が悪くなってきたので杖をはなさず使っている。（87 歳/女性/身体） 

 シャワーはできるが、湯船に入れない（49 歳/女性/身体,難病） 

 介護用車（大型）等が来ると（対向で）通りにくかったりする（道路が）暮らしは問題なし（24

歳/男性/身体） 

 自宅の維持管理（山からの落葉、雑草）他が大変です。（84 歳/男性/難病） 

 全て聴こえないことはありませんが今の所補聴器を頼りにして生活しております。講演を聴く時
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などは分かりづらいこともあり、要約筆記ボランティアの方を是非お願いしたい。（81 歳/女性/

その他の障がい） 

 今の所車に乗れて買物や病院にも行けるのでいいが先の事が心配です（77 歳/男性/身体） 

 ・眼が悪くなり（視力）物にぶつかったり、つまずいたりする。・口元、よだれがよく出るので、

注意しても、聴くが又こぼれている。マスク等も使用もしない。（69 歳/男性/身体,知的,精神） 

 今の所自分で出来ることが、出来るのでよろこんでいます。（52 歳/女性/知的,精神） 

 住む地域（入所前）があまりにも人口が減り、若者だけでなく住人も少なくなっているので心細

い。（66 歳/女性/身体,その他の障がい） 

 私は脊椎損傷により、下半身に障がいを持っています。又、神経系統が損傷していて、導尿も行

っています。今は日常生活に支障が内容行動出来ていますが、将来足は動かなくなることも考え

られるほど腰痛が酷い時があり、高齢になるにつれて、交通手段についての不安が大きくなって

います。（64 歳/男性/身体） 

 とにかく１人暮らしでバリアフリーの住宅を探してほしい（50 歳/男性/身体） 

 ①市の対応はすばらしい。感謝している。ただし、周囲の住民（りんぽの集会、そうじｅｔｃ）

の理解は難しい。②身内（自分の身の周りの世話の為に住んでくれている者）に負担がかかりす

ぎる。＝近所の人々は、そのような家庭内の事情には無関心であるのが残念。③実際に家庭に障

がい者がいない人には理解が難しいようである（娘に申し訳ない）☆娘１人に負担がかかってい

る。（80 歳/男性/身体） 

 古くなるとメンテナンスが必要となる。（90 歳/女性/身体） 

 三輪自転車、電動移動車の貸出し（低価格）があれば、もっと交流が出来る可能性が広がる。障

がいの等級がどうこうとハードルが高すぎる。少しでも体が動く時こそ必要なのに。等級が上が

ると言う事は、体が動かなくなっていること。そうなってからでは必要がなくなる。今こそ利用

したいのに貸してもらえない。おかしい。（87 歳/女性/身体） 

 家の改修やベッドなど看護、介護しやすい環境を整えないといけないと思っている。（8 歳/男性

/身体,知的,難病,その他の障がい） 

 障がい者がきがねなく依頼できる交通手段（23 歳/男性/発達障がい） 

 歳をとると、外出による手段が、足が悪いのでタクシーにたよると費用がかさばる（56 歳/男性

/-） 

 主に２階で生活をしているので身体が不自由（右脚大腿切断）になった時に住居（風呂場）の改

修をするにあたり、義足を付けずに入浴出来るように２階に風呂を作りたかったが、補助が得ら

れずやむなく元の位置で改修した。風呂に入るのに毎回義足をつけて階段を降りるのは結構しん

どいので位置が変わっても補助が認められる様希望する。（68 歳/男性/身体） 

 身体障がい者等の介護が在宅で車イス移動がスムーズに行ける床、建具の改造工事費用の補助金。

税金の免除、福祉器具のサービスがほしい。（97 歳/女性/身体,難病） 

 今のマンションで、6 年間たちましたが、だいぶ生活の面になれて来ておもしろくなってきまし

た。（50 歳/男性/知的） 

 タクシーの無料チケットを交付してほしい。山崎の商店街の段差をなくして電動車イスを使用し

やすくしてほしい。県道の歩道を広くしてほしい。（63 歳/男性/身体） 

 持ち家で住み良くリフォームがしたいが、予算的に難しいです。（48 歳/男性/身体） 

 施設に退院してゆっくり暮らしたいです。（80 歳/女性/身体,精神） 

 雪のあと、雪を排除してほしい。駐車場バリバリで危ない、こわい！！（75 歳/女性/身体） 

 もっと軽度の障がい者向けの自立された共同住宅のような賃貸があればいいと思います。（36 歳

/女性/精神,発達障がい） 
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 今は両親がすべてを助けていますが、親亡き後は 1 人で生活していく事に不安です。兄弟は自分

の事だけで障がい者を助けるまでは出来ない。（44 歳/男性/精神） 

 障がいがあるので、仕事の確保ができない。（30 歳/男性/身体） 

 自分専用の部屋がなくて、落ち着ける時間があまりない。家の壁が薄かったり天井が低いので話

声がもれてきたり、圧迫感がある。部屋数が少なく狭いので落ち着けるスペースがない。（21 歳/

女性/精神,発達障がい） 

  



 

33 

４ 日中活動や就労について 

問９あなたの日中活動状況や就労の状況などについておたずねします。 

（１）あなたは、１週間（または１か月）にどれくらい外出していますか。 

（あてはまる番号１つに○印） 

全体では「ほとんど毎日」が 32.7％と最も高く、次いで「週に１回～２回くらい」が 18.5％、

「週に３回～４回くらい」が 17.5％となっています。 

障がい種別でみると、その他障がいを除くすべての障がいで「ほとんど毎日」が最も高くなっ

ており、発達障がいでは７割弱となっています。難病では、「週に３回～４回くらい」が 21.5％

で「ほとんど毎日」とほぼ並んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

32.7 

27.2 

43.9 

31.7 

68.1 

22.4 

24.1 

17.5 

19.6 

7.6 

21.6 

7.8 

21.5 

29.0 

18.5 

20.8 

10.3 

13.8 

7.8 

21.5 

17.9 

10.8 

10.8 

17.5 

12.0 

6.0 

12.1 

8.0 

8.0 

8.0 

11.7 

8.4 

5.2 

8.4 

5.6 

6.6 

8.9 

3.6 

7.2 

2.6 

5.6 

7.4 

5.9 

4.6 

5.4 

5.4 

2.6 

8.4 

8.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,328)

身体(n=739)

知的(発達障がい

を除く)(n=223)

精神(n=167)

発達障がい(n=116)

難病(n=107)

その他障がい(n=162)

ほとんど毎日

(週に5日以上)

週に3回～4回

くらい

週に1回～2回

くらい

月に1回～3回

くらい

ほとんど

外出しない

まったく

外出しない

無回答
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【（１）で「１．～５．」（「６．まったく外出しない」以外）を選択した方は（２）～（５）をお答え

ください。 

（２）あなたが外出する際の主な同伴者は誰ですか。（あてはまる番号１つに○印） 

 

全体では「一人で外出する」が 33.6％と最も高く、次いで「夫または妻」が 21.8％、「父母・

祖父母・兄弟姉妹」が 15.0％となっています。 

障がい種別でみると、全体と比較して身体は「夫または妻」の割合が高く、知的では「父母・

祖父母・兄弟姉妹」と「ホームヘルパーや施設の職員」が、精神では「父母・祖父母・兄弟姉妹」

と「一人で外出する」が比較的高くなっています。 

発達障がいでは「父母・祖父母・兄弟姉妹」が５割を超えており、難病では「夫または妻」が

３割強となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

15.0 

6.1 

36.0 

17.8 

52.7 

14.1 

14.6 

21.8 

28.8 

3.4 

15.1 

3.6 

34.8 

24.1 

8.5 

11.7 

0.0 

4.8 

2.7 

8.7 

12.4 

13.7 

14.4 

32.5 

10.3 

4.5 

9.8 

12.4 

0.9 

0.9 

1.5 

0.7 

0.9 

1.1 

0.7 

33.6 

31.1 

24.6 

45.2 

30.0 

26.1 

29.2 

6.5 

6.9 

2.0 

6.2 

5.5 

5.4 

6.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=156)

身体(n=739)

知的(発達障がい

を除く)(n=223)

精神(n=167)

発達障がい(n=116)

難病(n=107)

その他障がい(n=162)

父母・祖父母・

兄弟姉妹

夫また

は妻

子ども ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰや

施設の職員

その他の人

(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ等)

一人で

外出する

無回答
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20.2

21.8

66.1

56.3

11.4

10.2

17.4

16.6

7.9

2.9

0% 25% 50% 75% 100%

学校・会社への

通学・通勤

通所施設への通所

病院などへの通院

買い物・銀行など

の用事

地域や所属団体の

会合・行事への参加

運動・スポーツや

芸術文化活動

飲食・映画鑑賞や旅行

などのレジャー

親・兄弟・姉妹や

友人・知人に会いに

その他

無回答

全体(n=1,162)

15.6 

21.0 

70.6 

54.0 

13.3 

9.4 

15.6 

16.6 

8.3 

2.7 

0% 25% 50% 75% 100%

身体(n=639)

24.6 

34.0 

47.3 

55.2 

7.4 

6.9 

21.2 

15.8 

12.8 

3.0 

0% 25% 50% 75% 100%

知的（発達障がい除く）
(n=203)

17.1 

23.3 

75.3 

65.8 

8.2 

10.3 

15.8 

20.5 

6.8 

2.1 

0% 25% 50% 75% 100%

精神(n=146)

62.7

34.5

46.4

51.8

10.9

15.5

26.4

17.3

10.9

2.7

0% 25% 50% 75% 100%

学校・会社への

通学・通勤

通所施設への通所

病院などへの通院

買い物・銀行など

の用事

地域や所属団体の

会合・行事への参加

運動・スポーツや

芸術文化活動

飲食・映画鑑賞や旅行

などのレジャー

親・兄弟・姉妹や

友人・知人に会いに

その他

無回答

発達障がい(n=110)

15.2 

18.5 

84.8 

42.4 

6.5 

10.9 

13.0 

5.4 

7.6 

2.2 

0% 25% 50% 75% 100%

難病(n=92)

13.9 

21.2 

73.7 

56.9 

10.9 

13.1 

19.7 

12.4 

10.2 

3.6 

0% 25% 50% 75% 100%

その他障がい(n=137)

（３）あなたの主な外出の目的は何ですか。（あてはまる番号すべてに○印） 

全体では「病院などへの通院」が 66.1％と最も高く、次いで「買い物・銀行などの用事」が

56.3％、「通所施設への通所」が 21.8％となっています。 

障がい種別でみると、発達障がいを除くすべての障がいで全体と同様の傾向がみられますが、

発達障がいでは「学校・会社への通学・通勤」が６割を超えています。 
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14.8 

10.6 

0.2 

9.2 

6.5 

25.4 

19.9 

8.8 

11.6 

20.6 

17.4 

4.4 

16.4 

0% 20% 40% 60% 80%

歩行や外出の訓練

障がいに配慮した車･

ﾊﾞｲｸ･自転車などの利用

障がい者補助犬の利用

外出時の介助・ｶﾞｲﾄﾞ

外出時のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ支援

福祉ﾀｸｼｰなどによる

送迎ｻｰﾋﾞｽ

電車･ﾊﾞｽなどの交通機関

が使いやすくなること

道路（歩道）が移動

しやすくなること

障がいに配慮した店舗

などが増えること

移動経費の軽減

特に外出回数を増やし

たいとは思わない

その他

無回答

全体(n=1,162)

19.1 

12.1 

0.3 

10.5 

3.4 

28.3 

14.6 

8.3 

10.5 

19.1 

17.7 

4.4 

16.3 

0% 20% 40% 60% 80%

身体(n=639)

7.9 

13.3 

0.0 

20.2 

14.3 

18.2 

28.6 

13.3 

20.2 

17.2 

12.3 

4.4 

14.3 

0% 20% 40% 60% 80%

知的（発達障がい除く）
(n=203)

13.7 

10.3 

0.0 

6.2 

10.3 

15.8 

30.8 

7.5 

12.3 

28.8 

16.4 

2.1 

15.1 

0% 20% 40% 60% 80%

精神(n=146)

（４）あなたが今後、外出回数を増やすためには、どんなことが必要ですか。 

（もっともあてはまる番号３つまでに○印） 

 

全体では「福祉タクシーなどによる送迎サービス」が 25.4％と最も高く、次いで「移動経費の

軽減」が 20.6％、「電車・バスなどの交通機関が使いやすくなること」が 19.9％となっています。 

障がい種別でみると、身体は全体と同様の傾向がみられますが、知的では「外出時の介助・ガ

イド」と「電車・バスなどの交通機関が使いやすくなること」が、精神と発達障がいでは「電車・

バスなどの交通機関が使いやすくなること」と「移動経費の軽減」が全体や身体よりも比較的高

くなっています。 

難病とその他障がいでは「福祉タクシーなどによる送迎サービス」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

37 

4.5 

6.4 

0.0 

11.8 

20.9 

10.9 

30.0 

12.7 

17.3 

24.5 

18.2 

1.8 

14.5 

0% 20% 40% 60% 80%

歩行や外出の訓練

障がいに配慮した車･

ﾊﾞｲｸ･自転車などの利用

障がい者補助犬の利用

外出時の介助・ｶﾞｲﾄﾞ

外出時のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ支援

福祉ﾀｸｼｰなどによる

送迎ｻｰﾋﾞｽ

電車･ﾊﾞｽなどの交通機関

が使いやすくなること

道路（歩道）が移動

しやすくなること

障がいに配慮した店舗

などが増えること

移動経費の軽減

特に外出回数を増やし

たいとは思わない

その他

無回答

発達障がい(n=110)

26.1 

17.4 

0.0 

8.7 

3.3 

41.3 

14.1 

10.9 

15.2 

26.1 

13.0 

4.3 

8.7 

0% 20% 40% 60% 80%

難病(n=92)

24.1 

6.6 

0.0 

5.8 

7.3 

34.3 

18.2 

10.9 

8.8 

20.4 

19.0 

9.5 

12.4 

0% 20% 40% 60% 80%

その他の障がい(n=137)
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6.5 

6.8 

21.8 

30.6 

7.0 

16.0 

31.0 

18.7 

2.0 

35.6 

0% 20% 40% 60% 80%

学校・会社への通学・通

勤

通所施設への通所

病院などへの通院

買い物・銀行などの用事

地域や所属団体の会合・

行事への参加

運動・スポーツや芸術文

化活動（絵画、音楽、…

飲食・映画鑑賞や旅行な

どのレジャー

親・兄弟・姉妹や友人・

知人に会いに

その他

無回答

全体(n=733)

4.0 

4.7 

23.9 

29.9 

6.0 

13.4 

27.1 

19.2 

1.5 

37.8 

0% 20% 40% 60% 80%

身体(n=402)

13.3 

9.2 

25.5 

34.7 

9.2 

19.4 

33.7 

20.4 

4.1 

31.6 

0% 20% 40% 60% 80%

精神(n=98)

7.8 

10.6 

15.6 

38.3 

8.5 

19.1 

48.2 

16.3 

0.7 

27.0 

0% 20% 40% 60% 80%

知的（発達障がい除く）
(n=141)

（５）あなたは今後、外出回数を増やしてどんなことをしてみたいですか。 

「特に外出回数を増やしたいと思わない」方は、お答えは不要です。 

（もっともあてはまる番号３つまでに○印） 

全体では「飲食・映画鑑賞や旅行などのレジャー」が 31.0％と最も高く、次いで「買い物・銀

行などの用事」が 30.6％、「病院などへの通院」が 21.8％となっています。 

障がい種別でみると、身体と難病では全体と同様の傾向がみられますが、知的と精神では「買

い物・銀行などの用事」や「飲食・映画鑑賞や旅行などのレジャー」が比較的高くなっています。 

発達障がいでは「飲食・映画鑑賞や旅行などのレジャー」と「学校・会社への通学・通勤」が

比較的高くなっています。 
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15.3 

9.7 

12.5 

34.7 

12.5 

30.6 

45.8 

19.4 

5.6 

19.4 

0% 20% 40% 60% 80%

学校・会社への通学・通

勤

通所施設への通所

病院などへの通院

買い物・銀行などの用事

地域や所属団体の会合・

行事への参加

運動・スポーツや芸術文

化活動（絵画、音楽、…

飲食・映画鑑賞や旅行な

どのレジャー

親・兄弟・姉妹や友人・

知人に会いに

その他

無回答

発達障がい(n=72)

10.1 

8.7 

20.3 

20.3 

10.1 

14.5 

27.5 

20.3 

4.3 

43.5 

0% 20% 40% 60% 80%

難病(n=69)

6.9 

11.5 

31.0 

33.3 

12.6 

14.9 

28.7 

21.8 

6.9 

35.6 

0% 20% 40% 60% 80%

その他障がい(n=87)
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（６）外出のことについて、ご意見がありましたら、次の欄にご記入ください。 

 

 手すりや座るところがない。（76 歳/男性/身体） 

 歩行困難になりつつあるので、歩こうと考えている（82 歳/男性/難病,その他の障がい） 

 今も市内バスはあるし、市内一律 200 円はありがたい。ただ時刻表の文字が小さすぎるし、わか

りにくい。（42 歳/女性/その他の障がい） 

 外出したいのですが、コロナで（アレルギーアナフィラキシー）があるためワクチンを受けてい

ないので外出をひかえています。夫がレビー小体型認知症と、パーキンソン病のため介護で自由

に外出できない。（83 歳/女性/身体） 

 電車があれば、かなり交通の便が良くなると思います。なかなか難しい事だと思いますが、薬や

身体の問題で車の運転が厳しい人も多くいることも加味して考えて頂けたらと思います。よろし

くお願いします。（23 歳/女性/精神） 

 １人で外出し、交通事故にあうことが一番心配。交通安全教室などを通じて、自転車の恐ろしさ

や交通マナーをしっかり学べる機会を定期的にもうけてほしい。（7 歳/女性/発達障がい） 

 バス代が値上がりしている（48 歳/男性/身体） 

 運転補助道具の支給（49 歳/男性/身体） 

 今はなにもない（85 歳/男性/その他の障がい） 

 電車がないので車以外の交通手段がバスになるのでバスの本数をもっと増やしてほしい。（10 歳

/男性/発達障がい,その他の障がい） 

 今は妻が運転できるが、出来なくなった時バスのり合いまで行けないし、ステップも登れないも

っと介護タクシーが安く利用できれば良い。（78 歳/男性/身体） 

 車の免許は持っていますが、一定の道路しか行けない事があり、初めての場所には、なかなか困

難です。今の所は母親が、つれて行っていますが、将来が不安です。（32 歳/男性/発達障がい） 

 本人は妄想と現実が一緒になって他人と話すとそれを本当と思われて困る。（60 歳/男性/精神） 

 療育手帳により、バス利用が半額となり助かっていますが、さらに助成無料化も検討してほしい。

（17 歳/男性/知的,発達障がい,難病） 

 車の免許証はもっているが運転が出来ません（64 歳/男性/精神） 

 コミュニティバスの運行日数を増やしてほしい（60 歳/男性/難病） 

 日常活動については不自由ないので意見はありません。（69 歳/男性/身体） 

 親がいなくなった時にどこにも行けないとくに病院（30 歳/男性/知的） 

 自転車で行ける範囲は良いが、バスで行くような遠方へは介助者の車で送迎（53 歳/男性/知的） 

 高速バス（三宮行）、宍粟市内のバスの本数を増やしてほしい。夜おそくまでの移動手段がほしい

（タクシー、バス）（34 歳/女性/精神,その他の障がい） 

 安心して（→急な発病、事故、コロナ対応など）飲食、レジャーなどに参加できる施設の紹介（71

歳/女性/身体） 

 施設への通所の事、宍粟市には送りのマイクロバスがないので、とってもふしぎに思います！！

（72 歳/女性/知的） 

 今は車の運転が出来外出出来るが将来が不安。（59 歳/女性/身体） 

 仕事を行くのにバスの本数が少なく困る事がある。タクシーが安価で利用出来たら便利である。

（24 歳/男性/発達障がい） 

 障がい者専用の駐車スペースを増やす（-歳/-/身体） 

 のり継ぎなど時間の連けいをしてほしい。寒い所での待ち時間を少なくして欲しい。（86 歳/女性
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/難病） 

 精神障がいがあり、人とコミュニケーションがとれず適切な判断ができません。精神科への通院

は他市に住む弟が助けていますが、歯の治療など連続して通院が必要な場合、他市に住む兄弟が

仕事を休んで月に複数日付き添うなど不可能です。又、そうした通院もあるとなるとタクシー券

も足りずタクシー利用料も値上がりした為かなりの負担です。近隣の病院や施設に通うマイクロ

バスの増数やルート増、又、身体だけでなく精神障がい者の通院サポートがあれば助かるのです。

支える家族も本人と年が変わらず高齢でいつまで支えていけるか不安です。（67 歳/男性/精神） 

 外出支援タクシーが予約制である事が困る。当日あいていれば利用可能かもしれないが…。費用

が以前より高くなっているので、できるだけ利用したくはない。ただ、病院に行くのに、朝起き

て調子悪い時は利用したい。透析は必ず行かないと命にかかわるので。いつでも対応してもらえ

るようにしてほしい。（-歳/男性/身体） 

 コロナはずっと増えています。高齢ですからかかると助からないと思いますので、今は外出はし

ない方がいいと思います。（93 歳/女性/身体,難病,その他の障がい） 

 交通の便がもっと良くなればいい。（17 歳/女性/知的,発達障がい） 

 遠方の病院への通院が一日仕事で家族の負担が大きいです。通院時の送迎をしてもらえるサービ

スがあればと思います。（60 歳/女性/難病,その他の障がい） 

 今はなんとか近くなら自分で行けるが遠い所は手助けが必要（66 歳/女性/身体） 

 ゴミや買物や仕事、家でラジオ体操したり家の家事をしたり忙しいし、洗濯ものを干したり疲れ

がたまったり、夏なんか 1 週間仕事でダウンしたりするからよくないのです。夏はながくて夜は

みじかい！！（48 歳/女性/知的） 

 本項も漠然とした設問であり記載は難しい。（70 歳/男性/身体） 

 通学路にガードレールがない（5 歳/女性/身体） 

 車の運転が出来る間は良いが、将来障がいがすすんだり高齢になった時には、おそらく公共交通

も利用が難しくなっていると思うので心配ではある。（37 歳/女性/身体,難病） 

 おうちの中が一番おちつく為（77 歳/女性/身体） 

 すべてが遠すぎて田舎ではむり。（44 歳/男性/知的） 

 外出時のバス利用時のバス停が遠い（近くのバス停は月火木金の 1 往復のみ）タクシーの利用料

金が高くなって生活費にしわよせが大きくなった。（60 歳/女性/身体） 

 上記の質問に当てはまらない。（62 歳/女性/身体,その他の障がい） 

 適度の運動（96 歳/男性/その他の障がい） 

 機能訓練の場を増やしてほしいと言うか作ってほしい（36 歳/男性/身体,知的） 

 イオンで買い物が出来ても荷物を誰かに車にのせてくれたら助かります。（74 歳/女性/身体） 

 通院の外出が、ほとんどなのでむしろ減らしたいと思う（82 歳/男性/その他の障がい） 

 重複になりますが、買物等などに福祉タクシーなどが送迎サービスがあればな。（80 歳/男性/身

体） 

 コロナの為にうつると大変な事になる体ですので今は無理です。（69 歳/男性/身体,難病） 

 老々介護でどこへも行けない（80 歳/男性/身体,その他の障がい） 

 今は車の運転が出来るが、出来なくなった時が心配だ。（61 歳/男性/身体） 

 独居で車を保有してないし、高齢で免許も無いので、買物等の時家庭に持ち帰るのが大変です。

まして坂道がありますのでかなり支障をきたします。もっと高齢になって動きにくくなればと思

うと心配です。交通機関利用なのでバス等１台乗り遅れたら待ち時間が長く大変です。もう少し

交通機関運行時間の短縮をお願いします。（78 歳/男性/精神） 

 主な移動手段はバスだが、株券を買っているのでなにか恩恵を受けることができれば嬉しい。（20
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歳/男性/身体） 

 自身が積極的になりたい。（68 歳/女性/身体） 

 寝たきりのストレッチャーで入れる施設ってあるんですか？（51 歳/男性/身体） 

 親などが一緒に行かなくても誰かが同伴してくれるようなことができれば負担も減ると思う。（7

歳/男性/発達障がい） 

 障がい認定をうけるまで自費（2 万）で病院受診しています。何かサービスはないですか。何度

もきいていますがないそうです。今癌の治療しています。（48 歳/女性/精神） 

 ①自分の思うように動けないので買物や医者行のタクシー等に特にお願いする。②手間暇かかる

ので料金等も気になる。（89 歳/女性/その他の障がい） 

 免許を返納した時に外出の手段が、農村地区では限られてくる。（バス・タクシー）←利便性が悪

く値段が高い。高齢者の免許返納が推奨されているが、障がい者に限らず行動範囲が狭まって来

るため免許証は必要不可欠だと思っている。運転経歴？証明書などもらってもほとんど意味がな

い。（80 歳/男性/その他の障がい） 

 身体障がい者によるスポーツ参加を。（60 歳/男性/身体,その他の障がい） 

 外出は、交通ルールを守らないと危ないので要注意が必要です。（11 歳/女性/知的） 

 80 歳以上やこちらで生活だけをしてきた方に多いのですが、車の運転方法が危険な時が多々あり

ます。急に止まって歩道の人と話し出す。急に左折する。道路の真ん中を走る。85 歳以上の更新

時に実技だけでなく、ペーパーテストも必要。高齢というだけで車イスマークをつけて、駐車ス

ペースを利用する→手帳を持っている者だけに発行。山崎インターの駐車場と乗り場にすぐに行

けるようにエレベーターが欲しい。（歩くのが遠くて難しい）（70 歳/女性/精神） 

 親戚の葬儀法要など、タクシーを使う機会が増えた。（精神障がいで車の運転ができないため）

（66 歳/女性/精神） 

 車イスで全介助の為、座っていられる時間が限られる。旅行に行きたくても行けない。（65 歳/男

性/身体,その他の障がい） 

 旅行などのレジャーに参加したいが、以前はよくあった山崎発の旅の計画が各旅行社ともなくな

ってせいぜい姫路発神戸なら朝 7：30 とかになっているのでとても行けない。（77 歳/女性/その

他の障がい） 

 障がい者が入れる公衆トイレが山崎に少ないのでトイレを増やしてほしい。出掛ける所がなく山

崎にドッグランがあったら愛犬と過ごせていいなと思う（53 歳/女性/身体） 

 外出支援サービスでタクシー代の経費軽減や外出時のヘルパーさん等の介助があれば助かりま

す。（85 歳/女性/身体） 

 人に迷惑をかけると思うと外出しにくいです。（61 歳/女性/身体） 

 3 級の手帳所持者が、タクシー券が出ないのが残念です。姫路方面行のバスの割引が出来るとう

れしいです。JR や私鉄も割引があるとうれしいです。（飛行機は、精神の手帳でも割引になって

いるようですが。）（61 歳/男性/精神） 

 施設の制限がきびしいので、コロナ禍の中でも、家族ともっとふれあえるような体制にしてほし

い。（73 歳/女性/身体） 

 町へ買い物する時は子供がしてくれる。無理な時はバスとタクシーを利用している土、日曜日も

バス運行してほしい。（85 歳/男性/身体） 

 歩行する時痛みがある。買い物など荷物を持つのに痛みがある。車の運転には問題なくできる（70

歳/男性/身体,精神,難病,その他の障がい） 

 今現在も含め親が連れて行けない時、代わりを頼める人がいないことの問題が解決されていない

こと。なんとか福祉サービスで気軽に利用できないかそういう制度の実現を待っています。これ
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から将来的にこのことが一番気がかりです。（44 歳/男性/知的） 

 施設がバリアフリーなら（74 歳/男性/身体） 

 バスに乗って、バス車内が満員状態で立っていて、周りの方にさわられた、チカン扱いされるの

ではないか。不安である。バスの席に座ってもないのにバスが発車してしまうことが多々あり、

不安になる（18 歳/男性/知的,発達障がい） 

 車輌の通行が少ない道路を選んで、ウォーキングコースに利用しています。視力の低下があり

時々段差に気が付かないでつまづく時があり、点検整備をお願いします。（75 歳/男性/身体） 

 公共交通機関（バス、電車）の 1 人での利用が難しいので高等部卒業後(支援学校）に施設に通所

する為の手段が限られ、通所先の選択肢が少なくなってしまう。送迎してもらえる施設にしか通

えず、送迎の時間も決まっており介助者がフルタイムで勤務する事が難しい。（16 歳/男性/知的） 

 障がいを持っていても参加しやすい、会合・行事・運動・スポーツの芸術文化活動。基本的に門

前払いが多い。から、そもそも論！！したくてもできない。外出する機会がない。（13 歳/男性/

知的,発達障がい） 

 車椅子を利用しているが送迎、乗降を介護タクシーの方の手助けを受けられないかと思っていま

す。1 人で外出できる様な状態ではないもので。（75 歳/女性/身体,難病,その他の障がい） 

 外出支援の利用券の枚数を自動車免許の有無に関係なく配布してほしい。（73 歳/男性/身体,難

病） 

 知的障がいは親がいないと何もできない（42 歳/女性/知的） 

 行動援護などの福祉事業ができる事業所を宍粟市に作って欲しい。土曜日・日曜日は時々利用し

ています。姫路市には、たくさんあるようです。（41 歳/男性/知的） 

 初めての場所に行く時はヘルパーさんが必要（64 歳/男性/身体） 

 友達と姫路方面で食事に行くのですが、車イスで入れて、トイレの広い手すりの付いた所をえら

びます。（洋式トイレ）車イスでおりてもじゃりがひいて山崎は少ないです。あってこぎにくいで

す。（65 歳/女性/身体） 

 飲食店の入口の段差とトイレなど（66 歳/男性/身体） 

 外出できたら外食してみたい。（70 歳/女性/知的） 

 交通手段が整っていない気がします。（47 歳/男性/身体,精神,発達障がい） 

 現在の外出、十分満足しています。（87 歳/男性/身体） 

 大人数（4～5、6 人位）で外出できれば楽しいと思います。（63 歳/女性/精神） 

 学校の送迎の手段がなく、別居中の祖母を頼っている状況。歩行困難、自転車無理（短距離歩行

可）（14 歳/男性/身体） 

 前の所で書いたのですが、外出支援サービス事業所の券が高くなり路線バスも目的地へは行けな

いので困ります。（85 歳/女性/身体,精神） 

 交通手段としての自家用車が利用出来なくなったら、外出が出来にくくなる。（73 歳/男性/その

他の障がい） 

 かかりつけ医がタクシーチケットが利用できない診療所。例外的に利用できるようにしていただ

きたい。（89 歳/男性/身体） 

 家族が休み以外外出ができない（49 歳/女性/身体,難病） 

 もっと外出したいが移動手段のタクシーチケット代金が昨年から値上りし、年金生活の身には節

約せざるを得ません。（外出回数を減らすなどで）（73 歳/女性/身体） 

 県道と指導の歩道が狭い・歩道の線が消えかけている（山崎町内）（70 歳/男性/身体） 

 歩道の整備（46 歳/男性/身体） 

 コミュニティバスについて、利用したいのですが幹線道路のみで（大型バスに１人も乗っていな
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い）よく見かけます。利用したいのですが遠すぎます。軽のバスにして利用者の近くまで必要な

人がいる場合のみ（軽自動車の場合道幅が狭くても）宍粟市の場合良いのでは。（84 歳/男性/難

病） 

 歩道の凹凸を無くす事（69 歳/男性/身体,知的,精神） 

 ①友達を増やしたい②イベントに参加してみたい③一人くらし？！（24 歳/女性/知的） 

 はなれたところの方がいい。はたけ、田んぼ、どうろからはなれたところ。山、川も。（70 歳/女

性/身体） 

 もっとバスの本数をふやしてほしい。（52 歳/女性/知的,精神） 

 寝たきり（閉じ籠り）を避けるため、外の空気（よい刺激）に触れたいが一人での行動が、内容

により無理の場合の介助が必要です。家族（親族）の介助がベストですが、それが望めない場合、

他に方法はあるのでしょうか？（大抵は諦めている）（89 歳/女性/難病,その他の障がい） 

 市からタクシーのチケットを頂いていますが、通院の際に、使用したいのですが、１メーターの

660 円をチケット使用しても 650 円支払うような状態です。だからチケットは使用しておりませ

ん。660 円を支払っております。チケットが活用出来るよう考えて下さい。お願いします。（89 歳

/男性/身体） 

 外出支援タクシーの利用料が今以上に値上げしないでほしいです。（64 歳/女性/身体） 

 自転車で走りやすい道にしてほしい。家の近くにバス亭がほしい。（30 歳/女性/知的,発達障がい） 

 通院用のタクシー券はすばらしい。助かっている。外出のためのヘルパーなどあればよいなと思

うが、なかなか本人の気分も（第３者の目）あり難しいと思うが。障がい者が本人外出するのが

恥ずかしいと思えない社会づくりを求む。（80 歳/男性/身体） 

 家の近所にもっと楽に外出したい。外出して交流したい。その為の、サービスを考え直して欲し

い。（87 歳/女性/身体） 

 お金かかるなら外出あまりできない（45 歳/男性/知的） 

 現在、病院などへの通院時に助けてもらっている祖父母の負担軽減（8 歳/男性/身体,知的,難病,

その他の障がい） 

 外出の時、父親と母親が必要。タクシーを使うには経済的に無理。友人、息子は頼れない。（22 歳

/女性/身体,知的,難病） 

 おっくう。費用（56 歳/男性/-） 

 仕事復帰しても仕事が制限されて収入が減った。うつ病になり、離婚してほとんどをなくした（48

歳/男性/精神） 

 ガイドヘルパーを使用しやすくしてほしい。（63 歳/男性/身体） 

 介護タクシーを利用して外出したい（74 歳/男性/身体,難病） 

 車イスなので 1 人では外出しにくいです。外出しやすくなる制度があればいーなと思います。（80

歳/女性/身体,精神） 

 交通の手段がバスしかない。バスの回数も少ない。そのため、日常生活を通して父親や兄弟等の

家族による送迎介助がないと、自宅から外出することができない。不自由している。（31 歳/女性

/知的,精神） 

 タクシーチケット、利用範囲の拡大（市外等※市外の病院へ行ける）（71 歳/女性/身体,精神） 

 タクシーが夜間走っていないのが困ります。（36 歳/女性/精神,発達障がい） 

 自動車を運転していた時は、どこでも行っていましたが、精神状態が悪くなってから運転出来な

くなってから外出しなくなってしまいました。（44 歳/男性/精神） 

 行動制限が解除なれば行動範囲を広げたい。（45 歳/男性/精神,その他の障がい） 

 いつも一人なので、人との交流がしたいです。（30 歳/男性/身体） 
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 車を運転するのが怖いけど、バスや電車などを使うと交通費が高いし、徒歩や自転車だと田舎な

ので距離が遠くて疲れるので困っている。だけど結局自分で運転せざるを得ない。（21 歳/女性/

精神,発達障がい） 

 今の所病院はタクシー利用。買物はシルバーカー利用。天気の悪い日は外出しない。杖を利用し

て歩くのは道が悪く歩きにくい。（82 歳/女性/身体） 

 タクシー料金の値上がりで外出回数が減った。（35 歳/男性/身体） 

 ガイドヘルパー制度の充実。他市では市外も対象になっている。他市では宿泊も対象になってい

る。個人で頼めば 1 時間 3000～4000 円も必要（51 歳/男性/身体） 

 退院したら外出できると思います。（38 歳/女性/-） 
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問 10 あなたの運動・スポーツの取組についておたずねします。 

（１）あなたは、運動・スポーツをどのくらい行いますか。（あてはまる番号１つに○印） 

全体では「ほとんどしない」が 54.3％と最も高く、次いで「週に１回～２回くらい」が 13.2％、

「週に３回～４回くらい」が 9.4％、「ほとんど毎日」が 9.3％となっています。 

障がい種別でみると、いずれも「ほとんどしない」が最も高くなっていますが、身体と難病で

は「ほとんどしない」が６割弱なのに対し、発達障がいでは４割強と開きがみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.3 

6.9 

11.2 

12.0 

15.5 

6.5 

11.7 

9.4 

9.2 

8.5 

8.4 

12.9 

11.2 

11.1 

13.2 

11.5 

14.8 

14.4 

24.1 

14.0 

12.3 

5.3 

4.5 

7.6 

4.8 

3.4 

0.9 

7.4 

54.3 

58.5 

53.4 

56.9 

42.2 

59.8 

48.8 

8.5 

9.5 

4.5 

3.6 

1.7 

7.5 

8.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,328)

身体(n=739)

知的(発達障がい

を除く)(n=223)

精神(n=167)

発達障がい(n=116)

難病(n=107)

その他障がい(n=162)

ほとんど毎日

(週５日以上)

週に３回～

４回くらい

週に１回～

２回くらい

月に１回～

３回くらい

ほとんど

しない

無回答
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21.5 

12.1 

4.0 

10.3 

13.9 

5.8 

3.9 

17.6 

27.5 

10.1 

25.7 

18.7 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80%

できる種目がない

施設が近くにない

設備が不十分

仲間がいない

きっかけがない

適切な情報がない

指導者がいない

移動が困難

疲れやすい

お金がかかる

興味がない

その他

無回答

全体(n=721)

26.2 

12.0 

3.7 

6.7 

11.8 

6.7 

3.7 

24.3 

27.1 

9.0 

20.6 

19.0 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80%

身体(n=432)

14.7 

9.5 

4.2 

17.9 

24.2 

4.2 

3.2 

8.4 

40.0 

18.9 

33.7 

17.9 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80%

精神(n=95)

26.1 

20.2 

6.7 

21.0 

13.4 

9.2 

5.9 

9.2 

11.8 

9.2 

35.3 

10.1 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80%

知的（発達障がい除く）
(n=119)

運動・スポーツを「ほとんどしない」（問 10（１）で「５．ほとんどしない」に○をつけた方）に 

おたずねします。 

（２）あなたが運動・スポーツをしない理由は何ですか。 

（あてはまる番号３つまでに○印） 

全体では「疲れやすい」が 27.5％と最も高く、次いで「興味がない」が 25.7％、「できる種目

がない」が 21.5％となっています。 

障がい種別でみると、身体では全体と同様の傾向がみられますが、知的では「興味がない」が

最も高く、精神では「疲れやすい」と「興味がない」が比較的高くなっています。 

発達障がいでは「興味がない」が、難病では「疲れやすい」が最も高くなっています。 
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20.4 

18.4 

8.2 

18.4 

18.4 

10.2 

6.1 

8.2 

20.4 

18.4 

26.5 

22.4 

6.1 

0% 20% 40% 60% 80%

できる種目がない

施設が近くにない

設備が不十分

仲間がいない

きっかけがない

適切な情報がない

指導者がいない

移動が困難

疲れやすい

お金がかかる

興味がない

その他

無回答

発達障がい(n=49)

20.3 

7.8 

6.3 

1.6 

6.3 

4.7 

3.1 

31.3 

34.4 

10.9 

18.8 

21.9 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80%

難病(n=64)

21.5 

11.4 

5.1 

10.1 

7.6 

3.8 

3.8 

16.5 

21.5 

8.9 

17.7 

32.9 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80%

その他障がい(n=79)
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（３）運動・スポーツの取組について、ご意見がありましたら、次の欄にご記入くださ

い。 

 

 身体に負担のかからない（私の場合は足）運動ができる施設があれば良いです。（36 歳/女性/身

体） 

 時々つりに行く２ヶ月に１回位（50 歳/男性/知的） 

 人の世話にならないように１人で出来ることは１人でやる（82 歳/男性/難病,その他の障がい） 

 昇降運動を心がけている（90 歳/男性/身体） 

 親父は反対しているが、いきなりコンビニのレジ打ちではなく、みじかい時間でいいから内職を

してみたい。（25 歳/男性/発達障がい） 

 プールが好きなので、また一宮のスポニックパークを利用してみたい。（7 歳/女性/発達障がい） 

 自分はあまりせず、する人もいないし、テレビ見る野球、マラソン、すもう、バレ、たいてい好

きみたいです。（54 歳/男性/知的） 

 私は、エレベーターを使わずに階段で利用をするように心がけます。マンションに住むのでエレ

ベーターを使わずに階段で上がり、下りするように私は、十分に気を付けて心がけます。（44 歳/

女性/その他の障がい） 

 障がい者専用のスポーツクラブなどを作ってほしい。（10 歳/男性/発達障がい,その他の障がい） 

 近い所で不安なく、できる所がない。本人が興味を持たないといけませんが。（32 歳/男性/発達

障がい） 

 若い時はしていたが、年令やコロナの影響もあり出来ない（53 歳/男性/知的） 

 競うのではなく楽しくストレス解消できるスポーツを推奨してほしい（身近かな場所で少人数で）

（71 歳/女性/身体） 

 脚、腰が悪いので歩くのも二本のつえで歩いています。自動車で行動しないと買物も出来、歩く

のも人の三倍かかります。リハビリステーションでがんばっています。（78 歳/女性/身体） 

 週に３～４回と書きましたが、冬の間は少し無理ですが３月～10 月頃までは３～４回になりま

す。グランドゴルフは天気にもよりますし…。（83 歳/女性/身体） 

 町民が使いやすい体育館がない。（86 歳/女性/難病） 

 手を上げたり足を曲げたりしてもすぐ痛くなりますがなるべくするようにしています。（93 歳/女

性/身体,難病,その他の障がい） 

 障がいがあるなしに関わらず、楽しく交流が図れたらいいと思う。（17 歳/女性/知的,発達障がい） 

 家でラジオ体操したりぼんさんに悪いけど、おことわりしたいと思っていますので、申し訳ない

です。私も年をとったら足が痛かったり、寝ていたらたまに足が痛い時があるし、閻魔さんがみ

とってやと思っています。水分やおやつださなくて申し訳ありませんでした。（48 歳/女性/知的） 

 自分はスポーツが好きでどんなスポーツでもやるしやってみたいです。だから、スポーツが出来

る人あってやりたいです。（61 歳/男性/身体,精神,難病） 

 1 日町内（防災センターにスポーツジム）にスポーツジムの設置を希望します。（76 歳/男性/その

他の障がい） 

 治療の状況に応じて、出来る限り取り組みたい。（66 歳/男性/難病） 

 腰が痛くてスポーツどころではない（63 歳/男性/-） 

 普及活動が必要（49 歳/男性/身体） 

 ゲートボール等団体の運動（96 歳/男性/その他の障がい） 

 運動といってもほとんどリハビリになるが、指導員とか設備の所がわからない（38 歳/男性/身体,
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難病,その他の障がい） 

 コロナの為に無理です（69 歳/男性/身体,難病） 

 市内にフィットネスジムを設置してほしい。コミュニケーションの場にもなり、一つの市として

は必要な場だと思います（50 歳/男性/精神） 

 あまり、聞いた事がないので、分からないです。（11 歳/女性/知的） 

 障がい年金と B 型の工賃のみで生活しているのでお金が厳しい。もっと安く続けられる施設を作

ってほしい。（25 歳/女性/精神,発達障がい） 

 DIY ものづくり大工しています。（53 歳/男性/身体） 

 誰でも簡単に使える公園、ドッグランのような施設があって、障がい者用のトイレがあって、み

んなが手軽につかえる運動道具や楽しめる場がほしい。（53 歳/女性/身体） 

 普段の生活で運動、スポーツに値する暮らしをしている。（85 歳/男性/身体） 

 集の場があれば（74 歳/男性/身体） 

 障がいがある人たちのダンスグループの教室に参加しています。（イオン山崎店内イコール）こう

いう場所がもっともっと増えたらうれしいです。（16 歳/男性/知的） 

 したくてもする所がない。しているテクノまで行けない。（13 歳/男性/知的,発達障がい） 

 行く所がない（42 歳/女性/知的） 

 スポーツジムをしたいが中々市内にない。（66 歳/男性/身体） 

 高齢のためすべてに自信がもてません。（87 歳/男性/身体） 

 施設の充実（63 歳/女性/精神） 

 毎日運動できる場所があれば良いと思う。自分では行けないのですが。（49 歳/女性/身体,難病） 

 種目がないのと、やってみたいことなどは、できませんとかいてありしたくてもできないことが

多くあること。障がいでせい限が多い。（24 歳/男性/身体） 

 リハビリ以外での運動ができないので足が動かなくても簡単に出来る種目を作ってほしい。（67

歳/男性/身体,難病） 

 激しい、烈しい運動スポーツはできません。体を解す運動（リハビリ）等ができるような体操を

希望します。（84 歳/男性/難病） 

 学校や親にやらされているが、大人になった時に取組めるか心配してます。（7 歳/女性/発達障が

い） 

 眼が見えにくいので、よくぶつかったり、つまずか無い様に歩道の整備をお願いしたい。（69 歳/

男性/身体,知的,精神） 

 だれでも手がるに出来る運動であればしたい。（52 歳/女性/知的,精神） 

 体力維持のためのリハビリ（施設）の拡充（61 歳/男性/身体,難病） 

 リハビリは週１～２回ＯＴＳＴをしている。（27 歳/女性/身体,知的） 

 運動・スポーツに取組みに関する情報誌があれば面白いかも？（80 歳/男性/身体） 

 学校卒業以来運動する機会や気兼ねなく出来る場所や指導者がいない為したくてもできません。

（22 歳/男性/知的,発達障がい） 

 運動は大好きですが、足の痛みとのたたかいになるため（40 歳/女性/身体） 

 仲間や友達がいたらアウトドアがしたい気持ちです。（45 歳/男性/知的） 

 プールがあれば良いと思う（48 歳/男性/発達障がい） 

 今はまだ仕事があるので仕事をやめたら出来る事を考えたい。（68 歳/男性/身体） 

 少しの補助（48 歳/男性/精神） 

 足の負担があまりかからない様な運動があればやってみたい。（45 歳/男性/身体,知的,難病） 

 精神や身体に障がいがあることから適度な運動は、心身ともに良い影響を与えるが、場所がない。
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障がいを持つ人との交流等も含めて、運動できる場所やきっかけがあると良い息抜きや日々の活

力につながると思う。（31 歳/女性/知的,精神） 

 山崎町内にもプールが欲しい。（36 歳/女性/精神,発達障がい） 

 障がいに理解のある指導者が必要だと思う。（9 歳/男性/発達障がい） 

 気軽に行ける運動・スポーツの施設などがちかくにあるといいなと思います。（21 歳/女性/精神,

発達障がい） 

 スイミングを頑張っていますが、一宮まで通うのが遠いなと感じています。週２回行っています

が、学校からのバス送迎などがあればもっと気軽に通えるのに、と思っています。民間学童もあ

ればと思いますが、放課後デイサービスの様に放課後の居場所の１つになればと思います。（7歳

/男性/発達障がい） 
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問 11 あなたの芸術文化活動（絵画、音楽、演劇、短歌など）の取組についておたずねし

ます。 

（１）あなたは、芸術文化活動（絵画、音楽、演劇、短歌など）をどのくらい行いますか。

（あてはまる番号１つに○印） 

全体では「ほとんどしない」が 70.0％と最も高く、次いで「月に１回～３回くらい」が 6.0％、

「週に１回～２回くらい」が 5.0％となっています。 

障がい種別でみると、すべての障がいで全体と同様は「ほとんどしない」が最も高い点は同じ

ですが、知的では芸術文化活動に取り組んでいる人の割合は３割弱おり、他の障がいよりも比較

的高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.6 

1.2 

5.4 

3.6 

6.0 

0.9 

3.7 

2.6 

1.2 

5.4 

4.2 

4.3 

0.0 

1.2 

5.0 

3.5 

9.9 

9.6 

6.9 

0.9 

2.5 

6.0 

6.8 

8.1 

3.0 

5.2 

2.8 

6.2 

70.0 

73.1 

61.9 

71.9 

72.4 

77.6 

67.3 

13.8 

14.2 

9.4 

7.8 

5.2 

17.8 

19.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=156)

身体(n=739)

知的(発達障がい

を除く)(n=223)

精神(n=167)

発達障がい(n=116)

難病(n=107)

その他障がい(n=162)

ほとんど毎日

(週に5日以上)

週に3回～4回

くらい

週に1回～2回

くらい

月に1回～3回

くらい

ほとんど

しない

無回答
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20.3 

10.3 

2.4 

8.1 

19.1 

6.9 

2.6 

12.6 

13.2 

11.9 

41.8 

9.1 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80%

できる種目がない

施設が近くにない

設備が不十分

仲間がいない

きっかけがない

適切な情報がない

指導者がいない

移動が困難

疲れやすい

お金がかかる

興味がない

その他

無回答

全体(n=930)

19.6 

9.8 

2.2 

7.8 

17.8 

7.2 

2.0 

16.5 

15.2 

10.6 

40.0 

10.9 

4.6 

0% 20% 40% 60% 80%

身体(n=540)

15.8 

15.0 

0.8 

14.2 

25.0 

8.3 

3.3 

5.8 

14.2 

21.7 

49.2 

6.7 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80%

精神(n=120)

22.5 

14.5 

3.6 

9.4 

13.0 

7.2 

2.2 

8.7 

2.2 

11.6 

47.8 

5.8 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80%

知的（発達障がい除く）
(n=138)

芸術文化活動（絵画、音楽、演劇、短歌など）を「ほとんどしない」（問 11（１）で「５．ほとんど

しない」と答えた方）におたずねします。 

（２）あなたが芸術文化活動をしない理由は何ですか。（あてはまる番号３つまでに○印） 

全体では「興味がない」が 41.8％と最も高く、次いで「できる種類がない」が 20.3％、「きっ

かけがない」が 19.1％となっています。 

障がい種別でみると、身体・知的・精神では全体と同様の傾向がみられます。 

発達障がいでは「施設が近くにない」と「きっかけがない」が、難病では「移動が困難」と「疲

れやすい」が比較的高くなっています。 
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26.2 

16.7 

3.6 

6.0 

26.2 

10.7 

3.6 

6.0 

3.6 

15.5 

42.9 

6.0 

8.3 

0% 20% 40% 60% 80%

できる種目がない

施設が近くにない

設備が不十分

仲間がいない

きっかけがない

適切な情報がない

指導者がいない

移動が困難

疲れやすい

お金がかかる

興味がない

その他

無回答

発達障がい(n=84)

16.9 

18.1 

3.6 

8.4 

14.5 

9.6 

6.0 

20.5 

20.5 

19.3 

34.9 

7.2 

8.4 

0% 20% 40% 60% 80%

難病(n=83)

23.9 

11.9 

0.9 

14.7 

18.3 

10.1 

2.8 

10.1 

15.6 

11.0 

34.9 

16.5 

5.5 

0% 20% 40% 60% 80%

その他障がい(n=109)
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（３）芸術文化活動（絵画、音楽、演劇、短歌など）について、ご意見がありましたら、

次の欄にご記入ください。 

 

 合唱を趣味でしていますが、会場が安く借りればよいなと思います。（74 歳/女性/身体） 

 ピアノを習っているものの、あまりやる気がない。（7 歳/女性/発達障がい） 

 活動って言う程でなくても中間に合える場所があっても良いのでは？あそこに行けば人に合え

る！！というのは、すごく心のよりどころに成るのではないでしょうか？（78 歳/女性/身体,そ

の他の障がい） 

 興味ある事がある場合は、連れていけますが、そうではない場合はむずかしい。（32 歳/男性/発

達障がい） 

 近くにゆめい人を入れてほしい（64 歳/男性/精神） 

 各種音楽教室の行なわれている日時、場所、団体、楽器名を市役所掲示板で知らせて（60 歳/男

性/難病） 

 ナツメロ合奏（85 歳/男性/その他の障がい） 

 歌が好きでカラオケ喫茶へ行き楽しみ、ストレス発散しています。頭の体操に健康でいられます。

又、友人も出来るので良いです。（78 歳/女性/身体） 

 ６０代頃までは俳句をしてましたが、今は移動が無理なので２０年余りしておりません。（83 歳

/女性/身体） 

 近くで土日など出来る所が欲しい。（86 歳/女性/難病） 

 自分は歌う事が好きで歌謡曲等をよく歌う。たまにカラオケに行く事がある。（61 歳/男性/身体,

精神,難病） 

 コロナの為に無理です（69 歳/男性/身体,難病） 

 施設でカラオケのビデオは観ているかも？（80 歳/男性/身体,その他の障がい） 

 私も以前は音楽の部（主にカラオケ）によく行ってましたが、最近は高齢になったり 1 人世帯の

事がありあまり行ってません。（78 歳/男性/精神） 

 年のせいでほとんど行ってない。（83 歳/女性/-） 

 音楽が好き（68 歳/女性/身体） 

 音楽を聞いたり演劇を観たりするのは好きだが、あまり機会がないように思う。やはり田舎なの

でしょうがないと諦めてはいる。（7 歳/男性/発達障がい） 

 いわゆる「街」の中に住んでいる人と田舎（兼業農家）の住人とは、余暇（土日）の使い方が全

然違う。農地の管理、手入れ作業に手一杯でとても芸術文化活動に向きあう暇（余裕）がない…

のが実情（80 歳/男性/その他の障がい） 

 映画も文化センターで上映してほしい。最新映画を見ようとすると、姫路まで行かないと見られ

ないが、車やバスで行くのが難しい。（70 歳/女性/精神） 

 演劇や映画（日本映画）に字幕があればうれしい。テレビのドラマなどは、字幕のスイッチがあ

るのでいい。ニュースなどは生放送なので即時通訳なので最後は不明になるので内容が詳しく知

れない（わからない）（71 歳/女性/身体,難病） 

 ますます発展した文化と芸術が広まる事に期待します。（47 歳/男性/精神） 

 自閉症・こだわりが非常に強いため、参加を拒否される。（20 歳/男性/発達障がい） 

 情報があれば（74 歳/男性/身体） 

 音楽（演歌）が好きです。テレビで見ています。三山ひろしさんと握手をしたこともあります。

演劇もテレビを見ています。（必殺仕事人など）俳句も新聞と週刊誌（円応誌生長の家誌）等拝見
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しています。（85 歳/男性/身体） 

 奈良たんぽぽの家が、各地で行なっている「わたぼうし音楽祭」を宍粟市で行なってほしいと思

います。障がいを持った人が作詞をしています。その中で私が好きな唄は、「わたぼうし」、「絆」、

「夢」です。（61 歳/男性/精神） 

 運動、スポーツと同じでたまに親が文化会館の催しがある時連れて行ってやるくらいです。施設

では時々、音楽療法・カラオケなどに参加する機会を受けています。（44 歳/男性/知的） 

 どこか習い事など情報があればいいなと思います。（4 歳/男性/知的,精神,発達障がい） 

 毎日 YouTube で音楽聞いています。カラオケも大好きで月 1 回くらい家族でカラオケ Box に行き

ます。（16 歳/男性/知的） 

 川柳、短歌佛画写経切り絵袋作り将棋等々参考書などを手引きとして結構やっています。しかし、

教室へ参加して仲間づくりやレクリエーションなどもしたいと思いますが、移動の手段がありま

せん。検討してほしいです。（75 歳/女性/身体,難病,その他の障がい） 

 障がい者が行ける所を作ってほしい。（42 歳/女性/知的） 

 演歌クラブを希望する。（87 歳/男性/身体） 

 それぞれの趣味や特技を生かして活動する場や機会が従来の今までのような形で行なわれるこ

とにはかなり抵抗や批判を感じる。（73 歳/男性/その他の障がい） 

 音楽には興味はあります。（49 歳/女性/身体,難病） 

 〇今どき古く感じるから。〇したくてもする時間がない。しているとつかれるときがあるから。

（24 歳/男性/身体） 

 とにかくお金がないのでこれ以上は無理です。（73 歳/女性/身体） 

 病院の検診日が決まっている為に日、時が問題です。（84 歳/男性/難病） 

 同じ様な仲間がいない（69 歳/男性/身体,知的,精神） 

 なかなか病気の為に、出来ない（今）（52 歳/女性/知的,精神） 

 何かしたいと思っても対応してもらえる指導者や情報が全くない。（22 歳/男性/知的,発達障が

い） 

 小さな子どもも一緒に行けるとうれしい（40 歳/女性/身体） 

 音楽を聴くことは好きです。（8 歳/男性/身体,知的,難病,その他の障がい） 

 英会話、外国人との交流がさかんになればいいと思う（48 歳/男性/発達障がい） 

 今はまだ仕事があるので、やめたら考えたい。（68 歳/男性/身体） 

 アウトドア派（48 歳/男性/精神） 

 自宅でも楽しめる活動があればと思う。（83 歳/女性/身体） 

 観光地等で車イスを利用しやすくしてほしい（スロープ等の設置）（63 歳/男性/身体） 

 絵をかくことや音楽に興味はあるが、場所やきっかけがない。（31 歳/女性/知的,精神） 

 色鉛筆画のコンクールを開催してほしい。（21 歳/女性/精神,発達障がい） 
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※問 12 から問 20 までは、障がいのある児童で就学前（学校へ通う前）の方及び学校へ通っている

方と、障がいのある方（学校を卒業している方）に分けておたずねします。 

 

問 12 と問 13 は、障がいのある児童で就学前（学校へ通う前）の方におたずねします。 

【学校へ通っている方は、問 14 から問 16 へお進みください。学校を卒業している方は、問 17 から

問 20 へお進みください。】 

問 12 あなたは、昼間を主にどこで過ごしていますか。【現状についてお答えください】 

（あてはまる番号すべてに○印） 

全体では「保育所」が 11 人と最も多く、次いで「児童発達支援施設」が５人となっています。 

障がい種別でみると、身体では「保育所」が１人、「自宅」が１人、知的では「保育所」が４人、

「認定こども園」と「児童発達支援施設」がともに２人、「自宅」が１人となっています。 

発達障がいでは「保育所」が６人と最も多く、次いで「児童発達支援施設」が４人、「認定こど

も園」と「自宅」がともに３人となっています。 

＜サンプル数が少ないため、構成比（％）ではなく人数（人）で分析＞ 

 

 

 保育所 幼稚園 
認定こど

も園 

特別支援

学校の幼

稚部 

児童発達

支援施設 

障がいの

ある児童

の入所施

設 

自宅 その他 

全体（n=17） 11 1 4 - 5 - 4 - 

身体障がい（n=2） 1 - - - - - 1 - 

知的障がい（発達

障がいを除く）

（n=7） 

4 - 2 - 2 - 1 - 

精神障がい（n=1） 1 - - - - - - - 

発達障がい（n=9） 6 - 3 - 4 - 3 - 

難病（n=2） 1 - - - - - 1 - 

その他の障がい

（n=3） 
1 1 1 - - - - - 
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問 13 あなたは、昼間を主にどこで過ごしたいと思いますか。【今後の希望をお答えくだ

さい】（あてはまる番号すべてに○印） 

全体では「保育所」が 17 人と最も多く、次いで「幼稚園」が９人、「障がいのある児童の入所

施設」が６人となっています。 

障がい種別でみると、身体では「保育所」が２人、「幼稚園」と「特別支援学校（通学）」「その

他」がそれぞれ１人、知的では「保育所」が７人、「特別支援学校（通学）」「特別支援学校（訪問

教育）」がそれぞれ４人となっています。 

発達障がいでは「保育所」が９人と最も多く、次いで「幼稚園」「障がいのある児童の入所施設」

がともに５人となっています。 

＜サンプル数が少ないため、構成比（％）ではなく人数（人）で分析＞ 

 

 

 

 保育所 幼稚園 
認定こ

ども園 

特別支

援学校

の幼稚

部 

児童発

達支援

施設 

障がい

のある

児童の

入所施

設 

小学校

の通常

学級 

小学校

の特別

支援学

級 

特別

支援

学校

（通

学） 

特別

支援

学校

（訪

問教

育） 

自宅 
その

他 

全体（n=17） 17 9 1 4 - 6 - - 5 5 - 5 
身体障がい

（n=2） 
2 1 - - - - - - 1 - - 1 

知的障がい

（発達障がい

を除く）

（n=7） 

7 2 - 2 - 2 - - 4 4 - 1 

精神障がい

（n=1） 
1 1 - - - - - - - - - - 

発達障がい

（n=9） 
9 5 - 3 - 5 - - 3 4 - 3 

難病（n=2） 2 1 - - - - - - 1 - - 1 
その他の障が

い（n=3） 
3 1 1 1 - 1 - - - - - 1 
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【学校へ通っている方におたずねします】 

問 14 あなたは、昼間を主にどこで過ごしていますか。【現状についてお答えください】 

（あてはまる番号すべてに○印） 

全体では「小・中学校の特別支援学級」が 29 人と最も多く、次いで「小・中学校の通常学級」

が 27 人、「特別支援学校（通学）」が 15 人となっています。 

障がい種別でみると、身体では「小・中学校の特別支援学級」が、知的では「特別支援学校（通

学）」が最も多くなっています。精神では「小・中学校の特別支援学級」「高等学校」「特別支援学

校（訪問教育）」がともに１人となっています。 

発達障がいでは「小・中学校の特別支援学級」が 22 人と最も多くなっています。 

＜サンプル数が少ないため、構成比（％）ではなく人数（人）で分析＞ 

 

 小・中学校

の通常学級 

小・中学校

の特別支援

学級 

高等学校 
特別支援学

校（通学） 

特別支援学

校（訪問教

育） 

大学・専門

学校 
その他 その他 

全体

（n=86） 
27 29 4 15 1 3 1 1 

身体障がい

（n=12） 
5 6 1 1 - 1 - - 

知的障がい

（発達障が

いを除く）

（n=27） 

3 6 1 8 - 1 - - 

精神障がい

（n=4） 
- 1 1 - 1 - - - 

発達障がい

（n=59） 
19 22 3 10 1 1 1 1 

難病（n=5） 1 2 - 1 - - - - 
その他の障

がい（n=8） 
3 3 - 2 - - - - 

放課後はどのようにお過ごしですか 

 
放課後等デ

イサービス

を利用 

学童保育を

利用 
自宅 その他 

全体

（n=63） 
26 12 32 5 

身体障がい

（n=9） 
2 - 8 2 

知的障がい

（発達障が

いを除く）

（n=17） 

10 2 7 1 

精神障がい

（n=2） 
2 - 1 - 

発達障がい

（n=47） 
19 10 23 3 

難病（n=3） - - 3 1 
その他の障

がい（n=6） 
3 1 5 1 
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問 15 あなたは、昼間を主にどこで過ごしたいと思いますか。【今後の希望をお答えくだ

さい】（あてはまる番号すべてに○印） 

全体では「小・中学校の通常学級」が 28 人と最も多く、次いで「小・中学校の特別支援学級」

が 23 人、「特別支援学校（通学）」が 16 人となっています。 

障がい種別でみると、身体では「小・中学校の通常学級」と「小・中学校の特別支援学級」が、

知的では「特別支援学校（通学）」が最も多くなっています。精神では「小・中学校の特別支援学

級」「高等学校」「特別支援学校（通学）」がともに１人となっています。 

発達障がいでは「小・中学校の通常学級」が 20 人と最も多くなっています。 

＜サンプル数が少ないため、構成比（％）ではなく人数（人）で分析＞ 

 

 小・中学校

の通常学級 

小・中学校

の特別支援

学級 

高等学校 
特別支援学

校（通学） 

特別支援学

校（訪問教

育） 

大学・専門

学校 
その他 

全体（n=86） 28 23 5 16 2 4 3 
身体障がい

（n=12） 
5 5 1 1 - 1 - 

知的障がい（発達

障がいを除く）

（n=27） 

3 5 1 8 1 1 2 

精神障がい（n=4） - 1 1 1 - - - 
発達障がい

（n=59） 
20 18 4 9 2 2 2 

難病（n=5） 1 2 - 1 - - - 
その他の障がい

（n=8） 
3 2 - 2 - - - 

放課後はどのようにお過ごしですか 

 
放課後等デ

イサービス

を利用 

学童保育を

利用 
自宅 その他 

全体（n=63） 22 7 32 4 
身体障がい（n=9） 2 - 8 2 
知的障がい（発達

障がいを除く）

（n=17） 

8 1 8 1 

精神障がい（n=2） 2 - 1 - 
発達障がい

（n=47） 
17 7 21 2 

難病（n=3） - - 3 1 
その他の障がい

（n=6） 
1 1 5 1 
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問 16 中学校・高等学校（特別支援学校を含む）・大学・専門学校を卒業後、働くことに

ついてあなたの今後の希望をおたずねします。あなたは、今後どのような形で働き

たいですか。（もっともあてはまる番号１つに○印） 

（注１）「特例子会社とは、企業が障がいのある人の雇用を促進する目的でつくる子会社のことです。 

 

全体では「特例子会社など障がいのある人の雇用に配慮した一般企業で働きたい」「一般企業

などで、正社員として働きたい」が 10 人と最も多く、次いで「家の仕事を手伝いたい」「自宅で

仕事をしたい」が７人となっています。 

障がい種別でみると、身体では「一般企業などで、正社員として働きたい」と「自宅で仕事を

したい」が、知的では「特例子会社など障がいのある人の雇用に配慮した一般企業で働きたい」

と「家の仕事を手伝いたい」が最も多くなっています。精神では「一般企業などで、正社員とし

て働きたい」が３人と最も高くなっています。 

発達障がいでは「特例子会社など障がいのある人の雇用に配慮した一般企業で働きたい」が最

も多くなっています。 

＜サンプル数が少ないため、構成比（％）ではなく人数（人）で分析＞ 

 

 

就労継続

支援Ｂ型

施設・地

域活動支

援センタ

ーなどで

働きたい

（雇用契

約なし） 

就労継続

支援Ａ型

施設で働

きたい

（雇用契

約あり） 

特例子会

社など障

がいのあ

る人の雇

用に配慮

した一般

企業で働

きたい 

一般企業

などで、

正社員と

して働き

たい 

一般企業

で、パー

ト・アル

バイトと

して働き

たい 

自分で事

業をした

い 

家の仕事

を手伝い

たい 

自宅で

仕事を

したい 

その他 

全体（n=86） 4 4 10 10 1 1 7 7 7 
身体障がい

（n=12） 
1 - 1 4 - 1 3 4 3 

知的障がい（発

達障がいを除

く）（n=27） 

- 3 4 1 1 - 4 - 2 

精神障がい

（n=4） 
2 1 1 3 - - 2 - 2 

発達障がい

（n=59） 
2 1 5 4 - - 1 - 1 

難病（n=5） - - 1 - - - - 1 - 
その他の障がい

（n=8） 
1 - 1 - - - - 4 1 
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18.8 

25.0 

15.7 

7.0 

6.8 

42.1 

1.6 

0% 25% 50% 75% 100%

会社（一般企業など）

通所施設

入所施設（老人福祉施

設などを除く）

老人福祉施設など

病院・診療所に長期の

通院・入院

自宅

その他

全体(n=560)

21.7 

20.0 

14.8 

9.7 

8.6 

45.2 

1.0 

0% 25% 50% 75% 100%

身体(n=290)

10.1 

44.6 

31.7 

5.0 

2.9 

14.4 

2.2 

0% 25% 50% 75% 100%

知的（発達障がい除く）
(n=139)

16.7 

22.5 

10.8 

2.0 

11.8 

51.0 

2.9 

0% 25% 50% 75% 100%

精神(n=102)

28.6

30.6

12.2

2

4.1

36.7

2

0% 25% 50% 75% 100%

会社（一般企業など）

通所施設

入所施設（老人福祉施

設などを除く）

老人福祉施設など

病院・診療所に長期の

通院・入院

自宅

その他

発達障がい(n=49)

12.8 

25.5 

10.6 

6.4 

21.3 

51.1 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

難病(n=47)

13.9 

21.2 

73.7 

56.9 

10.9 

13.1 

19.7 

0% 25% 50% 75% 100%

その他障がい(n=58)

【学校を卒業している方におたずねします】 

問 17 あなたは、昼間を主にどこで過ごしていますか。【現状についてお答えください】 

（あてはまる番号すべてに○印） 

全体では「自宅」が 42.1％と最も高く、次いで「通所施設」が 25.0％、「会社（一般企業など）」

が 18.8％となっています。 

障がい種別でみると、身体では全体と同様の傾向がみられますが、知的では「通所施設」が、

精神では「自宅」が最も高くなっています。 

発達障がいと難病では「自宅」が最も高くなっています。 
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50.0 

8.6 

17.1 

15.0 

0% 25% 50% 75% 100%

主に働いている、職業

訓練をしている

主に機能訓練や生活訓

練をしている

主に創作活動・交流・

レクリエーションなど

をしている

主に入浴・トイレ・食

事などの介護を受けて

いる

全体(n=140)

29.3 

12.1 

19.0 

32.8 

0% 25% 50% 75% 100%

身体(n=58)

56.5 

6.5 

21.0 

4.8 

0% 25% 50% 75% 100%

知的（発達障がい除く）
(n=62)

60.9 

13.0 

8.7 

13.0 

0% 25% 50% 75% 100%

精神(n=23)

66.7 

0.0 

13.3 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

主に働いている、職業

訓練をしている

主に機能訓練や生活訓

練をしている

主に創作活動・交流・

レクリエーションなど

をしている

主に入浴・トイレ・食

事などの介護を受けて

いる

発達障がい(n=15)

33.3 

16.7 

8.3 

41.7 

0% 25% 50% 75% 100%

難病(n=12)

28.6 

14.3 

14.3 

35.7 

0% 25% 50% 75% 100%

その他障がい(n=14)

通所施設に通っている方（問 17 で「２．通所施設」に○をつけた方） 

通所施設では主にどんな活動をしていますか。（もっともあてはまる番号１つに○印） 

全体では「主に働いたり職業訓練をしている」が 50.0％と最も高く、次いで「主に創作活動・

交流・レクリエーションなどをしている」が 17.1％、「主に入浴・トイレ・食事などの介護を受

けている」がともに 15.0％となっています。 

障がい種別でみると、身体では全体と比べて「主に入浴・トイレ・食事などの介護を受けてい

る」が高くなっています。「主に働いたり職業訓練をしている」が、知的で５割、精神では６割を

超えています。 

発達障がいと難病はサンプル数が少ないため、参考として掲載しています。 
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19.3 

6.8 

18.2 

48.9 

0% 25% 50% 75% 100%

主に働いている、職業

訓練をしている

主に機能訓練や生活訓

練をしている

主に創作活動・交流・

レクリエーションなど

をしている

主に入浴・トイレ・食

事などの介護を受けて

いる

全体(n=88)

11.6 

9.3 

14.0 

60.5 

0% 25% 50% 75% 100%

身体(n=43)

13.6 

2.3 

29.5 

50.0 

0% 25% 50% 75% 100%

知的（発達障がい除く）
(n=44)

36.4 

9.1 

0.0 

36.4 

0% 25% 50% 75% 100%

精神(n=11)

33.3 

0.0 

0.0 

33.3 

0% 25% 50% 75% 100%

主に働いている、職業

訓練をしている

主に機能訓練や生活訓

練をしている

主に創作活動・交流・

レクリエーションなど

をしている

主に入浴・トイレ・食

事などの介護を受けて

いる

発達障がい(n=6)

0.0 

0.0 

0.0 

80.0 

0% 25% 50% 75% 100%

難病(n=5)

33.3 

22.2 

0.0 

44.4 

0% 25% 50% 75% 100%

その他障がい(n=9)

入所施設で過ごしている方（問 17 で「３．入所施設」に○をつけた方） 

入所施設では主にどんな活動をしていますか。（もっともあてはまる番号１つに○印） 

全体では「主に入浴・トイレ・食事などの介護を受けている」が 48.9％と最も高く、次いで「主

に働いたり職業訓練をしている」が 19.3％、「主に創作活動・交流・レクリエーションなどをし

ている」が 18.2％となっています。 

障がい種別でみると、身体では「主に入浴・トイレ・食事などの介護を受けている」が６割強

となっており、知的では全体と同様の傾向がみられますが、「主に創作活動・交流・レクリエーシ

ョンなどをしている」は知的の方が 10 ポイントほど高くなっています。精神では「主に働いた

り職業訓練をしている」と「主に入浴・トイレ・食事などの介護を受けている」が最も高くなっ

ています。 

発達障がいと難病はともにサンプル数が少ないため、参考として掲載しています。 
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20.8 

24.3 

13.9 

5.8 

5.1 

46.0 

2.7 

0% 25% 50% 75% 100%

会社（一般企業など）

通所施設

入所施設（老人福祉施

設などを除く）

老人福祉施設など

病院・診療所に長期の

通院・入院

自宅

その他

全体(n=560)

19.9 

16.7 

12.4 

8.2 

6.4 

54.3 

2.1 

0% 25% 50% 75% 100%

身体(n=290)

11.7 

44.5 

29.9 

3.6 

2.2 

16.8 

0.7 

0% 25% 50% 75% 100%

知的（発達障がい除く）
(n=139)

28.7 

27.7 

10.9 

4.0 

8.9 

42.6 

5.9 

0% 25% 50% 75% 100%

精神(n=102)

43.8

33.3

8.3

2.1

2.1

31.3

6.3

0% 25% 50% 75% 100%

会社（一般企業など）

通所施設

入所施設（老人福祉施

設などを除く）

老人福祉施設など

病院・診療所に長期の

通院・入院

自宅

その他

発達障がい(n=49)

15.6 

28.9 

13.3 

2.2 

13.3 

55.6 

2.2 

0% 25% 50% 75% 100%

難病(n=47)

12.3 

24.6 

10.5 

8.8 

7.0 

64.9 

3.5 

0% 25% 50% 75% 100%

その他障がい(n=58)

問 18 あなたは、昼間を主にどこで過ごしたいと思いますか。【今後の希望をお答えくだ

さい】（あてはまる番号すべてに○印） 

全体では「自宅」が 46.0％と最も高く、次いで「通所施設」が 24.3％、「会社（一般企業など）」

が 20.8％となっています。 

障がい種別でみると、身体では全体と同様の傾向がみられますが、知的では「通所施設」が最

も高くなっています。精神では「自宅」が４割を超えています。 

発達障がいでは「会社」が４割強となっており、難病では「自宅」が５割を超えています。 
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45.9 

9.0 

18.0 

12.0 

0% 25% 50% 75% 100%

主に働きたい、職業

訓練をしたい

主に機能訓練や生活

訓練をしたい

主に創作活動・交流・

レクリエーションなど

をしたい

主に入浴・トイレ・食

事などの介護を受けた

い

全体(n=133)

36.2 

8.5 

12.8 

29.8 

0% 25% 50% 75% 100%

身体(n=47)

55.7 

9.8 

19.7 

1.6 

0% 25% 50% 75% 100%

知的（発達障がい除く）
(n=61)

53.6 

3.6 

17.9 

14.3 

0% 25% 50% 75% 100%

精神(n=28)

37.5 

6.3 

31.3 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

主に働きたい、職業

訓練をしたい

主に機能訓練や生活

訓練をしたい

主に創作活動・交流・

レクリエーションなど

をしたい

主に入浴・トイレ・食

事などの介護を受けた

い

発達障がい(n=16)

23.1 

15.4 

23.1 

15.4 

0% 25% 50% 75% 100%

難病(n=13)

28.6 

7.1 

28.6 

28.6 

0% 25% 50% 75% 100%

その他障がい(n=14)

通所施設で過ごしたい方（問 18 で「２．通所施設」に○をつけた方） 

通所施設では主にどんな活動をしたいですか。（もっともあてはまる番号１つに○印） 

全体では「主に働きたい、職業訓練をしたい」が 45.9％と最も高く、次いで「主に創作活動・

交流・レクリエーションなどをしたい」が 18.0％、「主に入浴・トイレ・食事などの介護を受け

たい」が 12.0％となっています。 

障がい種別でみると、身体は「主に入浴・トイレ・食事などの介護を受けたい」が比較的高く

なっています。「主に働きたい、職業訓練をしたい」が知的と精神で５割強となっています。 

発達障がいと難病はサンプル数が少ないため、参考として掲載しています。 
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17.1 

6.6 

31.6 

39.5 

0% 25% 50% 75% 100%

主に働きたい、

職業訓練をしたい

主に機能訓練や生活訓

練をしたい

主に創作活動・交流・

レクリエーションなど

をしたい

主に入浴・トイレ・食

事などの介護を受けた

い

全体(n=76)

5.7 

11.4 

25.7 

54.3 

0% 25% 50% 75% 100%

身体(n=35)

14.6 

4.9 

36.6 

39.0 

0% 25% 50% 75% 100%

知的（発達障がい除く）
(n=41)

27.3 

0.0 

27.3 

27.3 

0% 25% 50% 75% 100%

精神(n=11)

50.0 

0.0 

0.0 

25.0 

0% 25% 50% 75% 100%

主に働きたい、

職業訓練をしたい

主に機能訓練や生活訓

練をしたい

主に創作活動・交流・

レクリエーションなど

をしたい

主に入浴・トイレ・食

事などの介護を受けた

い

発達障がい(n=4)

16.7 

16.7 

16.7 

50.0 

0% 25% 50% 75% 100%

難病(n=6)

0.0 

16.7 

50.0 

33.3 

0% 25% 50% 75% 100%

その他障がい(n=6)

入所施設で過ごしたい方（問 18 で「３．入所施設」に○をつけた方） 

入所施設では主にどんな活動をしたいですか。（もっともあてはまる番号１つに○印） 

全体では「主に入浴・トイレ・食事などの介護を受けたい」が 39.5％と最も高く、次いで「主

に創作活動・交流・レクリエーションなどをしたい」が 31.6％、「働きたい、職業訓練をしたい」

が 17.1％となっています。 

障がい種別でみると、身体は全体と同様の傾向がみられますが、「主に入浴・トイレ・食事など

の介護を受けたい」が比較的高くなっています。知的は「主に入浴・トイレ・食事などの介護を

受けたい」が４割弱で最も高くなっています。 

精神、発達障がい、難病はサンプル数が少ないため、参考として掲載しています。 
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45.2 

1.7 

13.8 

2.0 

1.7 

12.1 

8.8 

3.1 

2.8 

2.3 

6.5 

0% 20% 40% 60% 80%

働いていない（訓練作業・職場実

習や就職活動もしていない）

一般企業などでの就労をめざし、

就労移行支援事業所に通ったり、

訓練作業・職場実習や就職活動を

している

就労継続支援Ｂ型施設・地域活動

支援センターなどで働いている

（雇用契約なし）

就労継続支援Ａ型施設で働いてい

る（雇用契約あり）

特例子会社など障がいのある人の

雇用に配慮した一般企業で働いて

いる

一般企業で、正社員として働いて

いる

一般企業で、パート・アルバイト

として働いている

自分で事業をしている

家の仕事を手伝っている

自宅で仕事をしている

その他の形で働いている

全体(n=354)

53.2 

0.6 

4.1 

0.0 

0.6 

16.4 

9.4 

4.1 

3.5 

4.1 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80%

身体(n=171)

41.6 

2.0 

27.7 

4.0 

4.0 

3.0 

9.9 

0.0 

2.0 

1.0 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80%

知的（発達障がい除く）
(n=101)

48.6 

2.9 

12.9 

4.3 

0.0 

8.6 

7.1 

1.4 

5.7 

0.0 

8.6 

0% 20% 40% 60% 80%

精神(n=70)

問 19 中学校・高等学校（特別支援学校を含む）・大学・専門学校を卒業後の方に、今働

いている状況についておたずねします。 

（１）あなたは、現在働いていますか。働いている場合はどんな形で働いていますか。

（あてはまる番号１つに○印） 

 

全体では「働いていない」が 45.2％と最も高く、次いで「就労継続支援Ｂ型施設・地域活動支

援センターなどで働いている」が 13.8％、「一般企業で、正社員として働いている」が 12.1％と

なっています。 

障がい種別でみると、身体と精神、難病では全体と同様の傾向がみられますが、知的では「就

労継続支援Ｂ型施設・地域活動支援センターなどで働いている」が比較的高くなっています。 

発達障がいでは「働いていない」が比較的低くなっています。 
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23.5 

2.9 

23.5 

2.9 

2.9 

14.7 

8.8 

2.9 

0.0 

2.9 

14.7 

0% 20% 40% 60% 80%

働いていない（訓練作業・職場実

習や就職活動もしていない）

一般企業などでの就労をめざし、

就労移行支援事業所に通ったり、

訓練作業・職場実習や就職活動を

している

就労継続支援Ｂ型施設・地域活動

支援センターなどで働いている

（雇用契約なし）

就労継続支援Ａ型施設で働いてい

る（雇用契約あり）

特例子会社など障がいのある人の

雇用に配慮した一般企業で働いて

いる

一般企業で、正社員として働いて

いる

一般企業で、パート・アルバイト

として働いている

自分で事業をしている

家の仕事を手伝っている

自宅で仕事をしている

その他の形で働いている

発達障がい(n=34)

60.9 

0.0 

13.0 

0.0 

0.0 

4.3 

8.7 

8.7 

0.0 

0.0 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80%

難病(n=23)

44.4 

3.7 

11.1 

0.0 

0.0 

11.1 

7.4 

3.7 

3.7 

0.0 

14.8 

0% 20% 40% 60% 80%

その他の障がい(n=27)
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5.9 

3.5 

11.8 

21.2 

15.3 

31.8 

4.7 

0% 25% 50% 75% 100%

５万円まで

８万円まで

10万円まで

15万円まで

20万円まで

20万円より多い

わからない

全体

(n=85)

8.4 

9.6 

19.3 

20.5 

7.2 

26.5 

1.2 

0% 25% 50% 75% 100%

５万円まで

８万円まで

10万円まで

15万円まで

20万円まで

20万円より多い

わからない

全体

(n=83)

0.0 

7.1 

1.8 

3.6 

21.4 

17.9 

14.3 

10.7 

5.4 

7.1 

0% 25% 50% 75% 100%

収入なし

３千円まで

５千円まで

８千円まで

１万円まで

２万円まで

３万円まで

５万円まで

５万円より多い

わからない

全体

(n=56)

2.9 

23.5 

13.2 

5.9 

26.5 

16.2 

7.4 

0.0 

0.0 

2.9 

0% 25% 50% 75% 100%

収入なし

３千円まで

５千円まで

８千円まで

１万円まで

２万円まで

３万円まで

５万円まで

５万円より多い

わからない

全体

(n=68)

（２）一般企業で働いている方や、自分で事業をしている方におたずねします。 

１か月の給料（手取り）は、どれくらいですか。（あてはまる番号１つに○印） 

 

全体では「20 万円より多い」が 31.8％と最も高く、次いで「15 万円まで」が 21.2％、「20 万

円まで」が 15.3％となっています。 

 

〔今回調査〕                〔前回調査〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）「就労継続支援Ｂ型施設・地域活動支援センター」「就労継続支援Ａ型施設」で働い

ている方におたずねします。 

１か月の工賃は、どれくらいですか。（あてはまる番号１つに○印） 

 

全体では「１万円まで」が 21.4％と最も高く、次いで「２万円まで」が 17.9％、「３万円まで」

が 14.3％となっています。 

 

〔今回調査〕                〔前回調査〕 
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16.3 

13.1 

8.8 

6.3 

10.0 

17.5 

45.0 

22.5 

2.5 

13.1 

6.3 

7.5 

0% 20% 40% 60% 80%

働く場がない

自分にあった職種・業務

がない

自分にあった勤務条件・

職場環境がない

職場の人間関係に不安が

ある

働くために必要な知識・

技術がない

体力・気力の面で不安が

ある

高齢・病気のため

障がいが重いため

家事などに専念するため

働く必要がない・働きた

くない

以前働いていたがうまく

いかなかった

その他

全体(n=160)

9.9 

8.8 

5.5 

2.2 

4.4 

13.2 

59.3 

22.0 

3.3 

13.2 

3.3 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80%

身体(n=91)

14.3 

11.9 

11.9 

7.1 

23.8 

9.5 

23.8 

42.9 

0.0 

14.3 

9.5 

7.1 

0% 20% 40% 60% 80%

知的（発達障がい除く）
(n=42)

20.6 

20.6 

14.7 

20.6 

5.9 

29.4 

38.2 

14.7 

2.9 

5.9 

17.6 

11.8 

0% 20% 40% 60% 80%

精神(n=34)

（４）現在働いていない方におたずねします。 

働いていない理由は、次のうちどれですか。 

（もっともあてはまる番号３つまでに○印） 

全体では「高齢・病気のため」が 45.0％と最も高く、次いで「障がいが重いため」が 22.5％、

「体力・気力の面で不安がある」が 17.5％となっています。 

障がい種別でみると、身体では全体と同様の傾向がみられますが、知的では「障がいが重いた

め」が最も高く、精神では「高齢・病気のため」に次いで「体力・気力の面で不安がある」が高

くなっています。 

発達障がいと難病ではサンプル数が少ないため、参考として掲載しています。 
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25.0 

0.0 

12.5 

37.5 

37.5 

37.5 

25.0 

25.0 

0.0 

0.0 

25.0 

12.5 

0% 20% 40% 60% 80%

働く場がない

自分にあった職種・業務

がない

自分にあった勤務条件・

職場環境がない

職場の人間関係に不安が

ある

働くために必要な知識・

技術がない

体力・気力の面で不安が

ある

高齢・病気のため

障がいが重いため

家事などに専念するため

働く必要がない・働きた

くない

以前働いていたがうまく

いかなかった

その他

発達障がい(n=8)

7.1 

14.3 

0.0 

0.0 

0.0 

21.4 

28.6 

0.0 

7.1 

7.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

難病(n=14)

50.0 

25.0 

16.7 

8.3 

8.3 

0.0 

25.0 

8.3 

8.3 

41.7 

16.7 

8.3 

0% 20% 40% 60% 80%

その他の障がい(n=12)
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14.4 

3.8 

2.5 

20.0 

4.4 

1.3 

17.5 

3.1 

3.1 

4.4 

2.5 

2.5 

5.6 

5.6 

5.6 

0.0 

13.1 

2.5 

11.9 

0% 20% 40% 60% 80%

仕事さがしの相談・情報提供を充

実してほしい

職業訓練の機会を増やしてほしい

就労に役立つ資格取得の機会を増

やしてほしい

障がいにあった職種・業務を増や

してほしい

一般企業などでの雇用枠を増やし

てほしい

住み込みで働けるようにしてほし

い

短時間でも働けるようにしてほし

い

職場で、通院・リハビリテーショ

ンの時間をとれるようにしてほし

い

職場で、コミュニケーション支援

が受けられるようにしてほしい

職場に、困ったこと・分からない

ことを相談できる人がいてほしい

職場以外で、職場での悩み・困り

ごとを相談できる場がほしい

職場に、障がい者用設備（トイ

レ、エレベーターなど）を設けて

ほしい

通勤に必要な支援を充実してほし

い

事業者・従業員の障がいのある人

への理解を深めてほしい

給料・工賃を保障してほしい

もっと多くの人に自分たちの作っ

た商品やサービスを利用してほし

い

自宅でできる仕事を増やしてほし

い

資格取得の支援を充実してほしい

その他

全体(n=160)

7.7 

1.1 

2.2 

15.4 

1.1 

1.1 

6.6 

2.2 

1.1 

1.1 

0.0 

1.1 

1.1 

3.3 

1.1 

0.0 

6.6 

2.2 

14.3 

0% 20% 40% 60% 80%

身体(n=91)

14.3 

2.4 

0.0 

28.6 

4.8 

2.4 

19.0 

4.8 

7.1 

7.1 

2.4 

2.4 

7.1 

7.1 

9.5 

0.0 

7.1 

0.0 

9.5 

0% 20% 40% 60% 80%

知的（発達障がい除く）
(n=42)

23.5 

5.9 

2.9 

23.5 

8.8 

0.0 

41.2 

5.9 

8.8 

2.9 

5.9 

2.9 

11.8 

5.9 

14.7 

0.0 

26.5 

2.9 

11.8 

0% 20% 40% 60% 80%

精神(n=34)

問 20 あなたが、今後働き始めるためには［または、もっとたくさん働くためには]、ど

んなことが必要ですか。（もっともあてはまる番号５つまでに○印） 

全体では「障がいにあった職種・業務を増やしてほしい」が 20.0％と最も高く、次いで「短時

間でも働けるようにしてほしい」が 17.5％、「仕事さがしの相談・情報提供を充実してほしい」

が 14.4％となっています。 

障がい種別でみると、身体では全体と同様の傾向がみられますが、知的と精神では「障がいに

あった職種・業務を増やしてほしい」が比較的高くなっています。 

発達障がいと難病はサンプル数が少ないため、参考として掲載しています。 
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12.5 

0.0 

0.0 

37.5 

0.0 

0.0 

50.0 

12.5 

25.0 

37.5 

12.5 

0.0 

25.0 

25.0 

25.0 

0.0 

25.0 

12.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

仕事さがしの相談・情報提供を充

実してほしい

職業訓練の機会を増やしてほしい

就労に役立つ資格取得の機会を増

やしてほしい

障がいにあった職種・業務を増や

してほしい

一般企業などでの雇用枠を増やし

てほしい

住み込みで働けるようにしてほし

い

短時間でも働けるようにしてほし

い

職場で、通院・リハビリテーショ

ンの時間をとれるようにしてほし

い

職場で、コミュニケーション支援

が受けられるようにしてほしい

職場に、困ったこと・分からない

ことを相談できる人がいてほしい

職場以外で、職場での悩み・困り

ごとを相談できる場がほしい

職場に、障がい者用設備（トイ

レ、エレベーターなど）を設けて

ほしい

通勤に必要な支援を充実してほし

い

事業者・従業員の障がいのある人

への理解を深めてほしい

給料・工賃を保障してほしい

もっと多くの人に自分たちの作っ

た商品やサービスを利用してほし

い

自宅でできる仕事を増やしてほし

い

資格取得の支援を充実してほしい

その他

発達障がい(n=8)

7.1 

7.1 

0.0 

7.1 

0.0 

0.0 

14.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

7.1 

0.0 

7.1 

0.0 

0.0 

14.3 

0.0 

7.1 

0% 20% 40% 60% 80%

難病(n=14)

33.3 

16.7 

8.3 

16.7 

16.7 

0.0 

25.0 

8.3 

0.0 

16.7 

8.3 

8.3 

8.3 

8.3 

8.3 

0.0 

16.7 

8.3 

16.7 

0% 20% 40% 60% 80%

その他の障がい(n=12)
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問 21 学校のことや働くことについて、ご意見がありましたら、次の欄に記入ください。 

 

 要免許の仕事が多く、運転できない私には選択肢が少ない（37 歳/女性/精神） 

 求職時、ハローワークより案内されたときに企業の方が、本気で障がいの人を採用する気がある

のか？と思う事がありました。（54 歳/男性/身体） 

 他人は苦手。日常生活音を遮断してもよい職場環境があれば良い。イヤホンでＢＧＭ聴いて作業

する方が集中する。（42 歳/女性/その他の障がい） 

 送迎サービスやホームページでの情報が充実していると働きやすくなるのかなと思います。（一

般企業では難しいと思いますので、せめて就労支援や継続支援の施設で…。）（23 歳/女性/精神） 

 私は、一般企業に働きたいと思っているので私なりに頑張ります。（44 歳/女性/その他の障がい） 

 しーたんバスの曜日と時間が限られていて以前は夜遅くなるので自転車だった。子供もてんかん

があり車の免許をとっていないので通勤に不便を感じている。（60 歳/男性/精神） 

 もっと就職できる（障害者雇用）企業が増えるよう、企業への市からの助成や支援をして頂き、

障害者が働きやすい市を作ってほしい！！障害者は通勤への不安（自動車にのれない）、交通費が

かかるなど金銭面でも不安です。通勤費、交通費の助成免除が希望です。（17 歳/男性/知的,発達

障がい,難病） 

 地元の一般企業の障害者雇用枠を増やしてほしい。（28 歳/男性/知的） 

 高齢と身体的な面で働くことはできません。（69 歳/男性/身体） 

 体調が悪い時にテレワーク等ができやすい環境つくりパソコン購入などの補助など（54 歳/男性

/身体） 

 家庭と企業のパイプ役になってくれる人が欲しい。（定期的な面談等）（24 歳/男性/発達障がい） 

 働く中で困り事がでた際、相談できる場の情報があれば良い。（37 歳/女性/身体,難病） 

 市内には多数のブラック企業があるので撲滅してほしい（50 歳/男性/精神） 

 自分の体調が良い日、時間だけ行って働ける職場が欲しい。（54 歳/女性/身体,難病） 

 高齢のため動くことが出来ない。（92 歳/男性/身体） 

 宍粟市は障害をもつ人にとても手厚く支援のある所だと思います。ただ、交通の便が悪いので家

族の自家用車の支援なしでは生活が難しいと思います。介護タクシーは利用した事ないですが利

用してみたいです。（16 歳/男性/知的） 

 気力、体力無し。週 3 回透析（5～6 時間）、働けない（76 歳/男性/その他の障がい） 

 はたらきたくない（70 歳/女性/知的） 

 何でも自宅で仕事出来る事を教えてもらいたい。左半身不随なのですが出来る仕事がもしあれば

したい（49 歳/女性/身体,難病） 

 もう少しお給料をふやしてほしい。新卒から１０年働いていますが、能力が低いことを理由に最

低賃金より２０％カットされています。基準法ではＯＫと理解しているのですが…。（30 歳/女性

/知的,発達障がい） 

 80 才なのでこれ以上働きません。（80 歳/女性/身体,精神） 

 通所施設内で、本人が誰かの役に立ったり、手伝ったりすることがあればさせてやってほしいと、

お願いしています。本当に働くということとはほど遠いとはわかっていますが、本人なりにやり

がいを感じているならそれでもいいかなと思います。（28 歳/男性/知的） 

 交通手段がない為、移動できる範囲での通所施設がない。自宅までの送迎など、障がいを持つ人

が安心して通える移動手段を考えてほしい。宍粟市は、障害支援をしている施設、サービスが少

ない。ふやしてほしい（31 歳/女性/知的,精神） 



 

76 

 フルタイムで働きたいが、休みがちになってしまうので困難。でも、お金が足りないので支援欲

しいです。（36 歳/女性/精神,発達障がい） 

 今後成長していく中でどの程度まで支援が受けられるのか知りたい。（9 歳/男性/発達障がい） 

 働く場がないので困っています。（30 歳/男性/身体） 

 障害の特性を理解して配慮してほしい。学校で発達障害についての授業をしてほしい。（21 歳/女

性/精神,発達障がい） 

 ある程度、仕事に就いて働くことは出来るが、今の短時間での勤務が助かる。しかし、収入が少

なく生活が大変。（34 歳/女性/-） 

 一般企業や就労支援 A 型に移行してもう少し給料を上げたい。（21 歳/女性/知的） 
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67.4 

14.2 

23.0 

7.8 

2.9 

3.3 

2.3 

15.6 

1.8 

0.7 

5.2 

6.6 

20.9 

0.2 

2.8 

2.9 

0.2 

3.0 

2.4 

10.5 

0% 20% 40% 60% 80%

家族・親戚

友人・知人

通所施設・入所施設

の職員

ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ・訪問看護師

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑなどの世話人

学校の教師・職員

会社の上司・同僚

市の福祉・保健・

医療の窓口

県の福祉・保健・

医療の窓口

障がい者支援団体

相談支援事業者

社会福祉協議会

病院・診療所

ボランティア

障がい者相談員

民生委員・児童委員

障がい者ほっと

ﾗｲﾝ相談

特にない

その他

無回答

全体(n=1,328)

69.6 

14.6 

19.2 

10.0 

2.2 

0.8 

1.8 

17.5 

2.0 

0.5 

3.2 

8.8 

20.3 

0.3 

2.6 

2.8 

0.3 

2.7 

2.7 

10.6 

0% 20% 40% 60% 80%

身体(n=739)

63.2 

10.3 

52.5 

4.9 

7.6 

5.4 

4.0 

8.1 

1.8 

2.2 

16.1 

4.5 

11.7 

0.0 

3.6 

1.3 

0.0 

1.3 

2.7 

5.8 

0% 20% 40% 60% 80%

知的（発達障がい除…

67.7 

15.6 

23.4 

10.8 

4.2 

2.4 

3.6 

15.0 

1.8 

0.0 

7.8 

3.6 

34.7 

0.6 

4.8 

4.2 

0.0 

3.0 

3.0 

6.0 

0% 20% 40% 60% 80%

精神(n=167)

５ 相談や福祉の情報について 

問 22 あなたが困った時の相談についておたずねします。 

（１）あなたが困った時の主な相談先は、次のうちどこですか。 

（もっともあてはまる番号３つまでに○印） 

全体では「家族・親戚」が 67.4％と最も高く、次いで「通所施設・入所施設の職員」が 23.0％、

「病院・診療所」が 20.9％となっています。 

障がい種別でみると、身体では全体と同様の傾向がみられますが、知的では「通所施設・入所

施設の職員」が、精神では「病院・診療所」が比較的高くなっています。 

発達障がいでは「通所施設・入所施設の職員」「学校の教師」が３割近くとなっています。難病

では「病院・診療所」が３割強となっています。 
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70.7 

13.8 

28.4 

0.9 

0.9 

28.4 

6.0 

14.7 

1.7 

0.0 

11.2 

0.9 

26.7 

0.0 

5.2 

1.7 

0.0 

2.6 

5.2 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80%

家族・親戚

友人・知人

通所施設・入所施設

の職員

ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ・訪問看護師

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑなどの世話人

学校の教師・職員

会社の上司・同僚

市の福祉・保健・

医療の窓口

県の福祉・保健・

医療の窓口

障がい者支援団体

相談支援事業者

社会福祉協議会

病院・診療所

ボランティア

障がい者相談員

民生委員・児童委員

障がい者ほっと

ﾗｲﾝ相談

特にない

その他

無回答

発達障がい(n=116)

64.5 

7.5 

13.1 

12.1 

1.9 

0.9 

0.0 

24.3 

1.9 

1.9 

3.7 

5.6 

33.6 

0.0 

6.5 

3.7 

0.0 

1.9 

2.8 

14.0 

0% 20% 40% 60% 80%

難病(n=107)

63.0 

11.1 

13.0 

6.8 

3.7 

1.2 

0.6 

20.4 

2.5 

0.0 

3.1 

9.3 

21.0 

0.6 

1.9 

4.9 

0.6 

6.2 

2.5 

16.0 

0% 20% 40% 60% 80%

その他障がい(n=162)
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35.6 

15.2 

17.4 

5.3 

10.4 

8.7 

5.5 

16.6 

4.7 

8.9 

3.7 

3.8 

32.2 

0% 20% 40% 60% 80%

どんな時にどこに相談
したらいいかわかる
ようにしてほしい

休日・夜間でもすぐに
相談できるように

してほしい

身近な地域で気軽に相談
できるようにしてほしい

電話・ﾌｧｯｸｽ・ﾒｰﾙでの
相談を受け付けてほしい

専門家による相談を
充実してほしい

同じ障がいを持つ人が
相談に応じてくれる

しくみを充実してほしい

相談員の対応、態度、
面接技術、制度に関する
知識を向上させてほしい

1か所でいろいろな問題
について相談できる
ようにしてほしい

施設入所者の相談に対応
できるよう、定期的な訪
問相談を実施してほしい

個人情報が他に伝わら
ないよう十分に配慮して

ほしい

福祉サービスに関する
苦情解決に向けた相談

を充実してほしい

その他

無回答

全体(n=1,328)

35.5 

15.3 

16.8 

6.0 

8.0 

6.4 

5.5 

18.0 

3.7 

8.0 

3.9 

3.5 

34.5 

0% 20% 40% 60% 80%

身体(n=739)

32.3 

14.3 

18.8 

2.7 

14.8 

12.6 

6.7 

15.7 

10.8 

9.9 

4.5 

5.4 

24.2 

0% 20% 40% 60% 80%

知的（発達障がい除く）
(n=223)

38.9 

20.4 

19.8 

9.0 

17.4 

11.4 

8.4 

15.0 

4.2 

10.8 

4.2 

5.4 

23.4 

0% 20% 40% 60% 80%

精神(n=167)

（２）あなたは、福祉・生活に関する相談に、どんなことを希望しますか。 

（もっともあてはまる番号３つまでに○印） 

全体では「どんな時にどこに相談したらいいかわかるようにしてほしい」が 35.6％と最も高く、

次いで「身近な地域で気軽に相談できるようにしてほしい」が 17.4％、「１か所でいろいろな問

題について相談できるようにしてほしい」が 16.6％となっています。 

障がい種別でみると、身体・知的・精神ともに全体と同様の傾向がみられます。 

発達障がいでは「どんな時にどこに相談したらいいかわかるようにしてほしい」が４割強、「同

じ障がいを持つ人が相談に応じてくれるしくみを充実してほしい」も比較的高くなっています。

難病では「専門家による相談を充実してほしい」が比較的高くなっています。 
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42.2 

18.1 

23.3 

4.3 

22.4 

26.7 

8.6 

16.4 

6.9 

12.9 

0.9 

3.4 

15.5 

0% 20% 40% 60% 80%

どんな時にどこに相談
したらいいかわかる
ようにしてほしい

休日・夜間でもすぐに
相談できるように

してほしい

身近な地域で気軽に相談
できるようにしてほしい

電話・ﾌｧｯｸｽ・ﾒｰﾙでの
相談を受け付けてほしい

専門家による相談を
充実してほしい

同じ障がいを持つ人が
相談に応じてくれる

しくみを充実してほしい

相談員の対応、態度、
面接技術、制度に関する
知識を向上させてほしい

1か所でいろいろな問題
について相談できる
ようにしてほしい

施設入所者の相談に対応
できるよう、定期的な訪
問相談を実施してほしい

個人情報が他に伝わら
ないよう十分に配慮して

ほしい

福祉サービスに関する
苦情解決に向けた相談

を充実してほしい

その他

無回答

発達障がい(n=116)

37.4 

20.6 

12.1 

3.7 

15.0 

9.3 

8.4 

17.8 

4.7 

10.3 

1.9 

1.9 

31.8 

0% 20% 40% 60% 80%

難病(n=107)

35.2 

16.0 

18.5 

2.5 

14.8 

9.9 

6.2 

16.0 

3.7 

6.2 

6.2 

5.6 

32.7 

0% 20% 40% 60% 80%

その他障がい(n=162)
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（３）福祉・生活に関する相談について、ご意見がありましたら、次の欄に記入くださ

い。 

 

 家族と言うだけで何もしてもらったことのない姑の世話をしなくていい世の中にして欲しい。

（75 歳/女性/知的,精神） 

 福祉生活等の件につき相談した要件等利用者の相談事につき他言しない様に気を付けてほしい

（84 歳/女性/身体,その他の障がい） 

 食事と排泄しかできない状態ですから。（79 歳/女性/知的,その他の障がい） 

 差別やいじめに関して、偏見がないようにしてほしいです（44 歳/女性/その他の障がい） 

 通所施設の方の知識が乏しい。もっと専門的な知識のある人を増やしてほしい。（相談ができな

い）（10 歳/男性/発達障がい,その他の障がい） 

 一応相談員に頼っていますが、こちらの我ままの様にとられる事もあり、減らした方が無難かと

思えるこの頃です。しっかり伝わらないのが悔しい事もあります。相手も人間なのかな？（82 歳

/女性/身体） 

 自分から相談することができないので、定期的に施設へ来て調べてほしい（30 歳/男性/知的） 

 今は、家族と一緒なので相談もできるが、今後 1 人で生活するようになった時の事を考えると、

分からない事がたくさんあって困る。相談できる所をたくさん作っておいてほしい。（17 歳/女性

/知的,発達障がい） 

 ケアマネージャーさんが対応して下さるので助かってます。（82 歳/女性/身体） 

 事務的な対応はダメ。その人の立場になって（70 歳/男性/身体） 

 精神科が、総合病院しかなく、主治医によっては月 2 回しか（午前）診察がありません。院内で

のメンタルケアもありません。カウンセリングのある病院、クリニックは遠く、予約も難しいで

す。精神障がい者には非常に住みにくい土地です。（引越し予定です）自分が看護師なのである程

度大丈夫ですが、せめて午後や土曜日の診察のあるこころの相談窓口も基本つながりません。ク

リニックがほしいですね。（25 歳/女性/精神） 

 就学前の療育など、保健師を通してでないと、療育施設に通えないわりには、いざ就学となると、

「教育委員会になるんで…、ちょっと分かんないです」みたいな対応になる。人生は続いていく

ので、障がい児に対して責任のあるシステムにしてほしい。どういう生活か現状か聞くだけ聞い

て書類作って終わり、のような気がします。療育→就学への移行のケア、もう少し知識があって

ほしいです。（6 歳/男性/知的,発達障がい） 

 人格を否定するような民生委員には絶対に世話にはならない（69 歳/男性/身体,難病） 

 市役所内にカウンセリングルームを作ってほしい（50 歳/男性/精神） 

 生活について、現在の居住地は生活道がないものと同様です。将来の生活に不安があります。ま

して独居です。日ごとに生活力が弱まっています。買物は言うに及ばない。緊急の時の救急車も

入りません。近隣に人間も少なく心配です。何かよい手段を教えて下さい。（78 歳/男性/精神） 

 福祉施設の責任者の意識の向上。生活弱者への生活費への補助の助成の充実。年金の減額をこれ

以上下げない。（47 歳/男性/精神） 

 LINE の宍粟市公式で自由に相談できるようにメニューを作ってほしい。（70 歳/女性/精神） 

 市の職員に相談しても話が通じない事が多かったり、すぐに対応してくれないことが多いので、

必ず話の分かる人をきちんと常備してほしい。知識がないのに適当な返答をされ、後でお金のこ

とで話が違っていたことが何度かある。税金で給料をもらっているなら、勉強するなどして、き

ちんとしてほしい。（7 歳/男性/発達障がい） 
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 自閉症の為他者と関わる事が難しいので、相談することが困難である。（20 歳/男性/発達障がい） 

 高齢になった時、妹も同じように高齢になっていく。介護も受けられ、1 人の時間も持てるよう

な施設がたくさんあってほしい。料金も年金で支払いできる様な。（59 歳/男性/知的） 

 高齢で仕事が出来ない。（92 歳/男性/身体） 

 LINE や SNSやネットなどで情報交換ができると嬉しいかも。（4歳/男性/知的,精神,発達障がい） 

 それぞれの障がい者にあったそれぞれの福祉があれば良いと思います。（2）7 について、よく訓

練、勉強をされていると思いました。（63 歳/女性/精神） 

 現在、レスパイト入院をしているが、以前、入院時に個室に入れられて、個室料金を取られた。

（個室しか空いてないと言われたが、病院の都合で高い個室料金を取られるのは納得できない。）

（69 歳/女性/身体,難病） 

 冬の間だけでも電気代少しでも補助してもらえたら助かります。夏に比べて 5 倍くらいかかって

いるので。（49 歳/女性/身体,難病） 

 市役所等の相談員の方は、もっと勉強して、キチンと対応して欲しい。・地域を巡回している相談

員の方はもっと対応態度に気をつけて欲しい。（73 歳/女性/身体） 

 土、日の対応（食事等）（69 歳/男性/身体,知的,精神） 

 認定されているのは自分なのに生活保護は父親の口座に振り込むのはおかしい（55 歳/男性/身体,

精神） 

 レスパイト等頼む時、相談事業所さんに「そういう事は早く言ってください」と怒られる。もっ

と気軽に、レスパイトとか短期入所を利用したい。（22 歳/女性/身体,知的,難病） 

 相談内容を秘密にしてほしい（63 歳/男性/身体） 

 適する相談先が本当に少ない。どこに相談しても解決しない。障がい者によるトラブルや生活に

おいての困りごとについて知ってもらい、専門職につなげるなどして、解決できる仕組みを作っ

て欲しい。（31 歳/女性/知的,精神） 

 支援内容を全く把握してない人を窓口で対応させないでほしい。普通ならすぐに出来る手続きを

数ヶ月待たされ困りました。（12 歳/男性/身体,難病） 

 市役所に行けなくても相談出来るようにしてほしい。（30 歳/男性/身体） 

 福祉庁舎に自分の身体の不便を聞いてもらいたくて行き色々伝えたかったのに 2、3 分で終わり

以後 2 年、両足に装具、右手親指にバンドを付けての生活です。（79 歳/女性/身体,難病,その他

の障がい） 

 悩みごとを長時間相談出来て、気軽に通える施設があったらいいと思う。きょうだい児だと相談

や支援の施設がかぶってしまい、トラブルになりそうなので困っている。（どちらとも発達障がい

で家族の事を相談したいけど支援者や施設がかぶってしまうと家族には直接言いにくいことが

ばれてしまいそうでケンカになったりしそう）（21 歳/女性/精神,発達障がい） 

 理解者が少ない。収入が少なく、自立がむずかしい。市の福祉の対する情報発信が少なく、情報

収集が大変。（34 歳/女性/-）  
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13.0 

12.9 

1.8 

15.7 

22.7 

1.2 

11.9 

4.8 

11.7 

1.3 

18.8 

7.0 

8.5 

5.8 

0.1 

2.3 

2.6 

2.3 

12.8 

16.3 

0% 20% 40% 60% 80%

新聞・雑誌

テレビ・ラジオ

所属している団体の

会合・会報

広報紙・ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ

(県・市)

市の福祉・保健・

医療の窓口

県の保健福祉の窓口

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ・ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ

学校・会社・施設

病院・診療所・

薬局など

障がい者支援団体

家族・親戚・

友人・知人

ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ・訪問看護師

社会福祉協議会

相談支援事業者

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

民生委員・児童委員

障がい者相談員

その他

特にない

無回答

全体(n=1,328)

13.4 

12.4 

1.9 

17.3 

25.0 

1.4 

11.0 

1.8 

12.0 

1.2 

21.1 

9.2 

11.2 

3.9 

0.1 

3.1 

1.8 

2.0 

10.7 

16.5 

0% 20% 40% 60% 80%

身体(n=739)

9.0 

11.2 

1.3 

12.1 

15.7 

0.9 

9.0 

13.5 

4.9 

2.2 

11.7 

3.1 

7.2 

17.0 

0.0 

0.0 

6.3 

3.1 

22.9 

11.2 

0% 20% 40% 60% 80%

知的（発達障がい除く）
(n=223)

11.4 

15.0 

0.6 

13.8 

21.6 

0.6 

18.0 

7.2 

18.0 

1.8 

18.6 

7.8 

7.8 

7.2 

0.0 

1.2 

2.4 

4.8 

13.8 

9.0 

0% 20% 40% 60% 80%

精神(n=167)

問 23 情報の入手方法についておたずねします。 

（１）あなたは、福祉サービスなどに関する情報を、主にどこから得ていますか。 

（もっともあてはまる番号３つまでに○印） 

全体では「市の福祉・保健・医療の窓口」が 22.7％と最も高く、次いで「家族・友人・知人」

が 18.8％、「広報紙・パンフレット（県・市）」が 15.7％となっています。 

障がい種別でみると、身体・知的・精神ともに全体と同様の傾向がみられますが、知的では「相

談支援事業者」が、精神では「病院・診療所・薬局など」が比較的高くなっています。 

発達障がいでは「市の福祉・保健・医療の窓口」と「インターネット」「学校・会社・施設」が

比較的高く、難病では「市の福祉・保健・医療の窓口」が比較的高くなっています。 
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5.2 

6.0 

2.6 

8.6 

31.9 

2.6 

22.4 

21.6 

12.9 

2.6 

17.2 

0.0 

3.4 

15.5 

0.0 

0.9 

1.7 

1.7 

19.0 

6.9 

0% 20% 40% 60% 80%

新聞・雑誌

テレビ・ラジオ

所属している団体の

会合・会報

広報紙・ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ

(県・市)

市の福祉・保健・

医療の窓口

県の保健福祉の窓口

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ・ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ

学校・会社・施設

病院・診療所・

薬局など

障がい者支援団体

家族・親戚・

友人・知人

ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ・訪問看護師

社会福祉協議会

相談支援事業者

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

民生委員・児童委員

障がい者相談員

その他

特にない

無回答

発達障がい(n=116)

13.1 

8.4 

2.8 

18.7 

29.0 

3.7 

12.1 

2.8 

20.6 

0.9 

18.7 

9.3 

10.3 

3.7 

0.0 

1.9 

2.8 

2.8 

9.3 

16.8 

0% 20% 40% 60% 80%

難病(n=107)

17.9 

15.4 

1.9 

16.7 

22.8 

2.5 

8.0 

1.2 

11.7 

0.0 

21.0 

6.8 

8.6 

4.3 

0.0 

2.5 

1.2 

2.5 

11.1 

21.6 

0% 20% 40% 60% 80%

その他障がい(n=162)
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44.1

12.2

3.4

9.7

16.8

11.7

17.1

6.3

6.5

3.4

32.7

0% 20% 40% 60% 80%

福祉サービスの内容・

利用方法に関する情報

事業者が行っている福祉

ｻｰﾋﾞｽの質に関する情報

就学に関する相談・情報

提供窓口に関する情報

就労に関する相談・情報

提供窓口に関する情報

住まい・暮らしに関する

相談・情報提供窓口に

関する情報

社会情勢・福祉制度の

変化に関する情報

緊急対応・災害対応に

関する情報

余暇活動・ﾚｼﾞｬｰに

関する情報

障がい者支援団体・

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体に関する

情報

その他

無回答

全体(n=1,328)

48.4 

14.3 

1.5 

4.3 

16.8 

12.4 

16.0 

4.6 

6.9 

2.6 

33.3 

0% 20% 40% 60% 80%

身体(n=739)

35.9 

12.6 

5.4 

16.1 

14.8 

6.3 

22.0 

18.8 

8.5 

5.8 

26.5 

0% 20% 40% 60% 80%

知的（発達障がい除く）
(n=223)

41.3 

13.8 

4.2 

19.2 

25.1 

11.4 

15.0 

4.8 

6.6 

7.2 

25.1 

0% 20% 40% 60% 80%

精神(n=167)

（２）あなたにとって、今後充実してほしい情報は、次のうちどれですか。 

（もっともあてはまる番号３つまでに○印） 

全体では「福祉サービスの内容・利用方法に関する情報」が 44.1％と最も高く、次いで「緊急

対応・災害対応に関する情報」が 17.1％、「住まい・暮らしに関する相談・情報提供窓口に関す

る情報」が 16.8％となっています。 

障がい種別でみると、身体・知的・精神ともに全体と同様の傾向がみられますが、知的・精神・

発達障がいでは「就労に関する相談・情報提供窓口に関する情報」が比較的高くなっています。

難病では「緊急対応・災害対応に関する情報」が比較的高くなっています。 
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44.0 

6.0 

17.2 

30.2 

23.3 

10.3 

13.8 

8.6 

6.9 

3.4 

22.4 

0% 20% 40% 60% 80%

福祉サービスの内容・

利用方法に関する情報

事業者が行っている福祉

ｻｰﾋﾞｽの質に関する情報

就学に関する相談・情報

提供窓口に関する情報

就労に関する相談・情報

提供窓口に関する情報

住まい・暮らしに関する

相談・情報提供窓口に

関する情報

社会情勢・福祉制度の

変化に関する情報

緊急対応・災害対応に

関する情報

余暇活動・ﾚｼﾞｬｰに

関する情報

障がい者支援団体・

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体に関する

情報

その他

無回答

発達障がい(n=116)

54.2 

16.8 

2.8 

7.5 

15.0 

20.6 

26.2 

2.8 

3.7 

1.9 

26.2 

0% 20% 40% 60% 80%

難病(n=107)

46.3 

14.2 

2.5 

8.0 

13.0 

11.7 

22.8 

2.5 

6.2 

4.9 

34.6 

0% 20% 40% 60% 80%

その他障がい(n=162)
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（３）福祉サービスなどに関する情報の入手について、ご意見がありましたら、次の欄

に記入ください。 

 

 もう少し積極的に情報発信をしてほしい。（36 歳/女性/身体） 

 ①どんなサービスが行われているのか知らない。②今まではほとんど興味もなかった。③福祉サ

ービスの情報をどうすれば入手できるのか？④私のような難聴者でも意志へ疎通ができる方法

があるのか？（79 歳/男性/その他の障がい） 

 新聞もよまない、テレビニュース位（50 歳/男性/知的） 

 ＳＮＳを利用した市担当課からの情報発信、メール送信。（20 歳/男性/難病） 

 的外れかもしれませんが、困りごとを相談したりお願いしたりしたい時、専門的な所が分からな

い（忘れる事もあり）一応電話で何でも案内していただけるところが有れば安心です。例えばコ

ロナの疑いの熱がある時など老夫婦２人では、検査に行く時、遠慮せず頼めるところがあるのか

…今はそういうことの心配があります。外にも出ないし、認識不足なのでしょうが…！（82 歳/

女性/身体） 

 福祉サービスの内容について知らない情報があるかもしれない。対象の方にわかるような資料や

情報提供してほしい。（17 歳/男性/知的,発達障がい,難病） 

 今は、主人（９４才）が居てくれているから、よいけれどいなくなったら…その後の事を考える

と心配です。（87 歳/女性/身体） 

 行政等から郵送等により積極的に送って欲しい（個人から情報を入手は時間がかかる）（24 歳/男

性/発達障がい） 

 情報を知りたいと思ってもどこへきけばいいのかわからぬことがあります。（93 歳/女性/身体,難

病,その他の障がい） 

 当たり前の知っている事でなく、知識を得ようとアンテナ広げてほしい。療育、児童発達支援施

設、どんな所があるのか把握すらしていなかった。（6 歳/男性/知的,発達障がい） 

 定期的に冊子等の配布（50 歳/男性/精神） 

 今の所さくあって何もない（83 歳/女性/-） 

 宍粟市ホームページでの相談、情報等。メニューに追加して欲しい。（70 歳/女性/精神） 

 決してお役所仕事にせず、障がい福祉課さんの特にグループホームなどの施設利用者の苦情や要

望を聞き取り、行政的な施設への注意喚起を行って欲しいです。（47 歳/男性/精神） 

 知的障がいのため、サービスへの理解が難しい。（20 歳/男性/発達障がい） 

 行政の福祉サービスでいつでも気軽に相談・支援が受けられる専属の相談支援員を付けてほしい。

（44 歳/男性/知的） 

 その情報をどうやって伝えるかを考えて欲しい。（13 歳/男性/知的,発達障がい） 

 現在の通所先（就労 B）というものがあると知ったのはチラシが新聞に折り込んであったからな

ので、もっと前から広報などに載っていたらもっと早く知れていられたのにと後悔しています。

福祉サービスの情報冊子は恥ずかしいじゃないのだからもっと堂々と公開して欲しい。（42 歳/女

性/-） 

 詳細に生活状況も調査され満足の行くようして頂き感謝しています。（87 歳/男性/身体） 

 それぞれの障がいに応じてダイレクトメールで送って頂けることが可能であれば嬉しいです。

（63 歳/女性/精神） 

 障がい者が自分につける用具とか、何か関係のある物は保障の手続きがほしい。（85 歳/女性/身

体,精神） 
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 昼間自分しかいない事が多いので、もし災害が昼間におきれば対応できないと思う。（49 歳/女性

/身体,難病） 

 ・福祉サービスに関する情報を私は親切な知人から得ました。この知人が言ってくれなかったら

知らないままでした。もっと他に福祉に関する公の情報を得る方法はないのですかね？（73 歳/

女性/身体） 

 民生委員とは、未だ当方に来た事もない、もっと活動して情報等をお願いしたい。（84 歳/男性/

難病） 

 もっと、福祉サービスなどの情報をくわしくおしえてもらいたいです。（52 歳/女性/知的,精神） 

 福祉サービスを統一したサイトを立上げてほしい（64 歳/男性/身体） 

 入手の仕方がわからない（22 歳/女性/身体,知的,難病） 

 福祉サービス職員がもう少し知識を身に付けてほしい。職員からの提案がまずないのでスキルア

ップをして欲しい。仕事復帰して、平日が休めないので。定期的に（土日）休日に窓口を開けて

ほしい。（48 歳/男性/精神） 

 宍粟チャンネルで字幕だけでなく読み上げもしてほしい。（63 歳/男性/身体） 

 情報が入って来ない。こちらから問合せをして初めてわかることが多い。対応も数週間～数ヶ月

かかり対応おそい。宍粟市に住む障がいをもつ人皆に平等に情報が入るように公平に対応して情

報を適切に開示してほしい。（31 歳/女性/知的,精神） 

 こちらから問い合わせたり、申請しなければ何も動かないので働きかけ（その状況ならこんなサ

ービス受けられる）をもっと簡単にして欲しい。（36 歳/女性/精神,発達障がい） 

 インターネット等に詳細な情報を掲載してほしい。（9 歳/男性/発達障がい） 

 市の放送や広報紙などでの情報を増やしてほしい。（21 歳/女性/精神,発達障がい） 

 今の所、新聞、テレビ等で福祉サービスに関する情報は自分の事のように得ています。でも 1 年

先の事は解らないくらい覚えが悪くなり心配しています。（82 歳/女性/身体） 
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６ 権利擁護について 

問 24 障がいを理由とする差別についておたずねします。 

（１）あなたは、障がいがあることで、差別を受けたり、嫌な思いをしたりしています

か。（あてはまる番号１つに○印） 

全体では「差別を受けたことはない」が 64.1％と最も高く、次いで「過去に差別を受けたこと

がある」が 15.7％、「現在、差別を受けている」が 3.2％となっています。 

障がい種別でみると、すべての障がいで「差別を受けたことはない」が最も高くなっています

が、知的・精神・発達障がいでは「現在、差別を受けている」と「過去に差別を受けたことがあ

る」の合計が３割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.2 

2.7 

1.3 

7.2 

2.6 

3.7 

0.6 

15.7 

11.1 

30.0 

29.9 

30.2 

12.1 

14.8 

64.1 

69.4 

50.7 

49.7 

59.5 

66.4 

62.3 

17.1 

16.8 

17.9 

13.2 

7.8 

17.8 

22.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,328)

身体(n=739)

知的(発達障がい

を除く)(n=223)

精神(n=167)

発達障がい(n=116)

難病(n=107)

その他障がい(n=162)

現在、差別などを

受けている

過去に差別などを

受けたことがある

差別などを受けた

ことはない

無回答
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44.1 

12.2 

3.4 

9.7 

16.8 

11.7 

17.1 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80%

学校・仕事場

仕事を探すとき

外出先

余暇を楽しむとき

病院などの医療機関

住んでいる地域

その他

無回答

全体(n=250)

42.2 

11.8 

21.6 

5.9 

14.7 

18.6 

5.9 

8.8 

0% 20% 40% 60% 80%

身体(n=102)

68.6 

10.0 

18.6 

8.6 

8.6 

24.3 

5.7 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80%

知的（発達障がい除く）
(n=70)

54.8 

12.9 

16.1 

8.1 

12.9 

32.3 

11.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

精神(n=62)

71.1 

5.3 

13.2 

7.9 

7.9 

23.7 

10.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

学校・仕事場

仕事を探すとき

外出先

余暇を楽しむとき

病院などの医療機関

住んでいる地域

その他

無回答

発達障がい(n=38)

41.2 

11.8 

23.5 

0.0 

5.9 

23.5 

5.9 

11.8 

0% 20% 40% 60% 80%

難病(n=17)

52.0 

4.0 

12.0 

4.0 

16.0 

28.0 

8.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

その他障がい(n=25)

【（１）で、「１．現在、差別などを受けている」「２．過去に差別などを受けたことがある」と回答

した方におたずねします。】 

（２）どのような場所で差別などを受けましたか。（あてはまる番号すべてに○印） 

全体では「学校・仕事場」が 44.1％と最も高く、次いで「その他」が 17.1％、「病院などの医

療機関」が 16.8％となっています。 

障がい種別でみると、身体・知的・精神では全体と同様の傾向がみられますが、ただ知的と精

神では「学校・仕事場」と「住んでいる地域」が比較的高くなっています。 

発達障がいでは「学校・仕事場」が７割となっており、難病では「外出先」と「住んでいる地

域」が比較的高くなっています。 
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（３）どのような差別などを受けましたか。（よろしければ、次の欄に記入してください） 

 

 ①の発言を無視されることがある。（発言のタイミングがズレているからかも？）（79 歳/男性/そ

の他の障がい） 

 ゆっくり仕事出来ないので上の人がおこる（50 歳/男性/知的） 

 姑のせいで地元で働けなくなった。（75 歳/女性/知的,精神） 

 普通人の言った事をうのみにしてこちらの言い分を聞かない（56 歳/男性/発達障がい） 

 病気があるから仕事をやめさせられた。病気があるから就労をことわられる。日常生活では倒れ

ることないが、運転、過度のストレス（他者からの心身共に嫌がらせ）で「倒れるおそれがある

から」という理由だけで倒れた事は過度のストレスのひどい時２回だけだったのに。（42 歳/女性

/その他の障がい） 

 学校の先生は車イス生徒は常に先生がピタッと引っ付いて先生支援してくれたが、ぼくの目の前

でからかわれようが先生見て見ぬふりされた。（25 歳/男性/発達障がい） 

 「嫌だった。」という記憶はあるが、何がどうだったかは憶えていない。（37 歳/女性/精神,発達

障がい） 

 耳がきこえないので話をしてもわらってばっかりへんじも出来ないし（83 歳/女性/その他の障が

い） 

 汚いあだ名で呼ばれたりをして、私もやられました。（44 歳/女性/その他の障がい） 

 スーパーなど買物をするとき、車イス、又は杖を使うとき、じゃま気にされる事が多い！！（65

歳/女性/身体） 

 病気がひどくなり休職することとなり、その時に上司が病気のことを伝えて入社した時の書類を

さがして、事実だったのに、その後休んでいる間に半年休むと解雇になることを家族に伝えず事

後報告でやめさせられた。（60 歳/男性/精神） 

 いいたくない（21 歳/女性/知的） 

 先輩、同級生から障がいがあることについて「害児」と言われきずついた。学校の先生からはき

ちんと状況の説明あり、対象の生徒、親に注意していただきました。（17 歳/男性/知的,発達障が

い,難病） 

 変な薬飲んでますねと言われた。（41 歳/男性/精神） 

 足が悪いため、歩いていてみぐるしい。その外も、はだかではだけて走っているそうな…と。（87

歳/女性/身体） 

 パワハラ、過剰勤務、ねもはもないうそのいやがらせ（51 歳/男性/精神,その他の障がい） 

 身体障がいがある為、他人の視線、言動で差別を受ける事が多い。（52 歳/男性/身体） 

 差別的な言葉（身体障がいなのでどうせ…）を受けた。（87 歳/女性/身体） 

 外見の違いや出来ない事を遠巻きに批判したり、真似したり…（71 歳/女性/身体） 

 耳が聞こえにくいためいろんなことを言われた。（65 歳/女性/身体） 

 バカにされた。嫌なことを言われた。（59 歳/男性/知的） 

 加配の先生がつくことになった時、「ひとり先生が取られ、みんな迷惑している。」と保護者から

言われた。近所の高齢者の方が「あの子は気をつけた方がいい」と大きな声で話していた等々。

（18 歳/男性/発達障がい） 

 多分昇格しなかったのは病気のためだと思います（64 歳/男性/精神） 

 親族でない人が勝手に言いふらして農地の手続きの時勝手に印鑑を押しに来ていた。（54 歳/男性

/-） 



 

92 

 タクシー利用時の差別（85 歳/男性/身体,難病,その他の障がい） 

 障がいを理解してもらえない発言や態度（17 歳/女性/知的,発達障がい） 

 外出先（スーパーや病院 etc…）で他者の視線を感じることはある。子供本人は言葉が出ず、あ

ーやおー等しか言えないので奇声を発しているように見えるのかもしれない。その場でよくピョ

ンピョンとジャンプしたりすることもあるので。（4 歳/男性/発達障がい） 

 暴行傷害事件（59 歳/男性/その他の障がい） 

 いじめたり、いらいらしたり、苦しい事があったり、楽しい事何か悩んだり、苦しい事考えたり、

いじめる人は地獄にいきゃえんまさんがじゅじゅみてってじゅじゅが壊れたことがあります。

（48 歳/女性/知的） 

 職場に復職させていただけなかった。（医師の許可はずっとありました）うつの克服に努力をして

と何度も言われた（25 歳/女性/精神） 

 自分で考えれるなら、自分で考えてやれと言われました。（52 歳/男性/精神） 

 なぜ文字がわからないのか、かんたんなのにできないのかと言われた。のがつらかったようだ。

（7 歳/男性/発達障がい） 

 小学校の運動会を見に行った時、小学生の親から変な目で見られた。（不審者扱いされた）（見て

いた知人が校長に苦情を言ってくれた）（79 歳/男性/知的） 

 私は見た目は元気に見えるので杖とか押し車で歩いていても体が悪いとは見えないです。もう少

し周りが気が付いてほしいです。（74 歳/女性/身体） 

 学校入学前地域の学校見学を希望していたが、保健師さんから連絡していただいても普段は見学

が行っていない。特別な行事（運動会など）の時に見れます。という返事しかされなかった。特

別支援学校の支援の先生から連絡を入れていただいても、同じ様な返事しかもらえず、結局その

先生が教育委員会に状況を説明されてからでないと見学ができない状況だった。一連の流れが非

常に残念であった。（11 歳/女性/知的,発達障がい） 

 夜は特に目が見えずらいので会合を昼にしてほしいとたのみましたが、無理と言われました。家

族に車で送ってもらうので日曜の昼にしてもらうとか、リモートで参加出来るようにしてもらう

とかしていただきたかったです。参加しないのが悪いかのように言われ辛かったです。障がいが

あっても大事な会合に出席できるようにしてほしいです。障がいがあったとしても人の役に立つ

ことはいっぱいあると思います。（69 歳/男性/身体,難病） 

 つきあい事に出席できない事について（80 歳/男性/身体,その他の障がい） 

 あまり差別は、現在受けてませんが、調査の時等戸籍と居住地の名称が異なるので時としてよく

たずねられます。今はそんな事関係なしで全部同じと思いますのに、まだ残ってるのかと思い残

念です。何か良い方法はありませんか。学習の強化等。（78 歳/男性/精神） 

 学校では、主に中学校で病気を理由に教室へ上がらせないなど先生に差別をうけた。今でも許せ

ない。（25 歳/女性/精神,発達障がい） 

 無視される（81 歳/女性/その他の障がい） 

 お前は頭がクレイジーだと面白半分に告げられた。（47 歳/男性/精神） 

 差別ではなく、いじめを受けていました。（54 歳/女性/身体,難病） 

 知的障がいの為、差別の理解が難しい。（20 歳/男性/発達障がい） 

 職場で、あなたは学習能力のない方ですねと毎日、中間管理職の人に言われました。（61 歳/男性

/精神） 

 工場内で同じ作業をしても自分は内職、他の人は時給で賃金に差がある。（41 歳/男性/身体） 

 障がいの知識のない方からの心無い言葉（無意識だと思いますが）（65 歳/男性/その他の障がい） 

 人の顔を見つめる癖があり、どなられた。（42 歳/女性/知的） 
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 横断歩道で白杖を持っていても車がとまってくれない。うろうろしていても誰も助けてくれない。

（64 歳/男性/身体） 

 通院しているので無理ですと言われた。（62 歳/女性/-） 

 書きたくないです。（61 歳/女性/難病） 

 記入すると思い出すのでかきたくない（24 歳/男性/身体） 

 あるコンサートに一緒に連れて行ってもらおうとしたら「○○さん（私）は、よう連れんワ！」

と断られた。それほど手がいるとは思わないのに…何とか良い方法はないですかね？（73 歳/女

性/身体） 

 障がいに依る体調不良時の状態がさぼっている様に思われた。（66 歳/男性/難病） 

 異常、病気、おかしいと言われた。人間として扱かわれなかった。（32 歳/男性/精神,発達障がい） 

 言い返す事が出来なかったから（30 歳/男性/精神） 

 タイムカードをかくされたり、持ち物をかくされたり（30 歳/女性/知的,発達障がい） 

 障がいが理解されず、心のない言葉をかける人がいる（57 歳/男性/身体） 

 以前していた仕事に戻れない。仕事復帰＝完治と思われていてつらいです。（48 歳/男性/精神） 

 障がいをおっており、理解力が乏しいため、金銭の貸し借りなどだまされる。信用してついてい

ってしまい、だまされる。良いようにされてしまう。（31 歳/女性/知的,精神） 

 精神障がい者と言うだけでさけられてから人間不信になっている。（44 歳/男性/精神） 

 仕事の面接で障がいがあると言ったら嫌な事を言われた。（30 歳/男性/身体） 

 学校で仲間外れにされたり、からかわれた。特性だと理解されずに性格だとしか思われずうまく

しゃべれないことをバカにされた。（21 歳/女性/精神,発達障がい） 

 健康な人よりも、動きが遅い事で差別を受ける。仕事を探す時も見た目で判断され、仕事が出来

ないだろうと決めつけられる時もあった。（55 歳/女性/身体） 

 自分を上手に主張できない事を利用され、叩かれたり嫌がらせを受けた。（11 歳/男性/発達障が

い） 

 私の家族と関わらないでほしいと家にきた。（13 歳/男性/精神,発達障がい） 

 地域の医院に受診した際、「他の患者さんの迷惑になるからじっとしていられないなら受診しな

いでほしい」と院長自らにいわれた。以後その医院は利用していない。非常に残念な思いをした。

（27 歳/女性/知的） 

 差別とは言わないまでも、小中学校の頃は勉強についていけなくても、特別な対応をしてもらえ

るわけではなく、本人の努力不足としてしかみてもらえなかった。中 2 の時に療育手帳を取得し

たとたんに「よく頑張ってますよ」と評価が 180°変わった。生身の生徒より手帳の有無で教育

が変わるのはおかしい。（30 歳/男性/知的） 

 嘘をつかれる（病院）二重人格で自分の思い通りにならないと、どなり散らしたり嘘を次々につ

いたり、暴力を振るおうとしたり、時に気を失う程の暴力をする（夫）（76 歳/女性/-） 

 バミューダ―で体を打たれたりして痛い目に合されている。（63 歳/女性/-） 

 お店に入れてもらえない（58 歳/女性/身体） 
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問 25 成年後見制度についておたずねします。 

（１）成年後見制度を知っていますか。（あてはまる番号 1つに○印） 

全体では「名前も内容も知らない」が 32.8％と最も高く、次いで「名前を聞いたことはあるが、

内容は知らない」が 29.1％、「名前も内容も知っている」が 20.3％となっています。 

障がい種別でみると、「名前も内容も知っている」が最も高かったのは難病の 28.0％で、最も

低かったのは発達障がいの 18.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.3 

20.8 

20.6 

22.2 

18.1 

28.0 

22.8 

29.1 

31.5 

23.3 

31.7 

40.5 

30.8 

23.5 

32.8 

27.2 

48.4 

37.1 

39.7 

23.4 

27.2 

17.8 

20.4 

7.6 

9.0 

1.7 

17.8 

26.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,328)

身体(n=739)

知的(発達障がい

を除く)(n=223)

精神(n=167)

発達障がい(n=116)

難病(n=107)

その他障がい(n=162)

名前も内容も

知っている

名前を聞いた

ことはあるが、

内容は知らない

名前も内容も

知らない

無回答
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（２）将来、契約や金銭(管理を任せることができる人はいますか。 

（あてはまる番号 1つに○印） 

全体では「いる」が 64.5％と最も高く、次いで「わからない」が 12.7％、「いない」が 7.8％

となっています。 

障がい種別でみると、「いる」が最も高かったのは身体の 75.2％で、最も低かったのは発達障

がいの 30.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

64.5 

75.2 

50.2 

52.7 

30.2 

72.0 

61.1 

7.8 

4.2 

10.8 

21.0 

16.4 

5.6 

8.0 

12.7 

5.4 

30.9 

16.8 

45.7 

5.6 

5.6 

15.1 

15.2 

8.1 

9.6 

7.8 

16.8 

25.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,328)

身体(n=739)

知的(発達障がい

を除く)(n=223)

精神(n=167)

発達障がい(n=116)

難病(n=107)

その他障がい(n=162)

いる いない わからない 無回答
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14.3 

29.3 

2.3 

0.5 

13.1 

3.2 

45.0 

0% 20% 40% 60% 80%

配偶者

子

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

その他

無回答

全体(n=1,328)

18.7 

40.1 

3.2 

0.8 

8.8 

2.4 

36.5 

0% 20% 40% 60% 80%

身体(n=739)

2.7 

3.1 

1.3 

0.0 

31.8 

10.3 

52.5 

0% 20% 40% 60% 80%

知的（発達障がい除く）
(n=223)

13.8 

15.6 

0.6 

0.0 

18.6 

4.2 

51.5 

0% 20% 40% 60% 80%

精神(n=167)

13.8 

15.6 

0.6 

0.0 

18.6 

4.2 

51.5 

0% 20% 40% 60% 80%

配偶者

子

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

その他

無回答

発達障がい(n=116)

4.3 

3.4 

0.0 

0.0 

17.2 

1.7 

74.1 

0% 20% 40% 60% 80%

難病(n=107)

12.3 

31.5 

1.9 

1.2 

10.5 

1.9 

50.0 

0% 20% 40% 60% 80%

その他障がい(n=162)

※問 25（２）で「１．いる」に○印をした方は、(1)～(6)の番号にも○印をつけてくだ

さい。 
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（３）成年後見制度について、相談するところを知っていますか。 

（あてはまる番号 1つに○印） 

全体では「知らない」が 65.5％と最も高く、次いで「知っている」が 16.5％となっています。 

障がい種別でみると、「知らない」が最も高かったのは発達障がいの 79.3％で、最も低かった

のはその他障がいの 59.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

16.5 

17.6 

19.7 

17.4 

13.8 

22.4 

14.2 

65.5 

63.1 

71.3 

73.1 

79.3 

59.8 

59.3 

18.0 

19.4 

9.0 

9.6 

6.9 

17.8 

26.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,328)

身体(n=739)

知的(発達障がい

を除く)(n=223)

精神(n=167)

発達障がい(n=116)

難病(n=107)

その他障がい(n=162)

知っている 知らない 無回答
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（４）成年後見制度について、ご意見がありましたら、次の欄に記入ください。 

 

 いつ制度を利用すればいいのかどんな時に利用するのか教えてほしい。（23 歳/男性/知的） 

 特にない。子供がいないので養子手続、相談できる所があればよい。親身に教えたり、プライバ

シーの守秘義務が徹底している所。（42 歳/女性/その他の障がい） 

 今身の回りに誰も兄弟もいなし、親の方も誰もいないので考えたら前へいけないぐらい心配です

けど考えてもどうしようもないのでなるようになんとか前へ生きてくのに大変。（54 歳/男性/知

的） 

 わからない（21 歳/女性/知的） 

 将来兄弟へ住まわせたいが、先のことははっきりいえなく不安です。相談窓口などわかりやすい

情報提供がほしい。制度について知りたいです。（17 歳/男性/知的,発達障がい,難病） 

 テレビで見た時に、買物などがしたくても自由にできなくなったりするというような内容で、よ

いのか悪いのか判断できません。（30 歳/男性/知的） 

 本当に信頼できるのか？（71 歳/女性/身体） 

 こういう情報はプッシュ型で行政等から情報を送って欲しい（24 歳/男性/発達障がい） 

 何時お願いしたらよいのか？迷ってる今の所は（82 歳/女性/身体） 

 制度について、大まかな事は知っていますが、まだ実兄の私が対応できておりますので。（70 歳/

男性/精神） 

 中学～高等部になる年齢ぐらいの子供の世帯に資料としてパンフレットなど郵送していただけ

たら知るきっかけになると思う。（11 歳/女性/知的,発達障がい） 

 悪いうわさばかりで絶対につけたくない。どう回避しようかと思案している。（財産に対する費用

が高すぎる。老人 80 過ぎならまだしも悪いと困る。病院等家族の希望より後見人の意向が大き

い。親身ではない）（51 歳/男性/身体） 

 今の所息子を信用するしかないので成年後見制度に関心がない。（89 歳/女性/その他の障がい） 

 地域包括支援センターで相談できるようですが、実際には家庭裁判所に申し立てなくてはならな

いようですが行けない人達はどうするのでしょうか？宍粟市役所で手続きが出来る様にならな

いでしょうか？（70 歳/女性/精神） 

 相談できる場所を教えてほしい。（25 歳/女性/精神,発達障がい） 

 高齢者にも分かるように説明できる人を置いてほしい。（73 歳/女性/身体） 

 現在成年後見制度利用中（55 歳/女性/知的,精神） 

 学校で少し話を聞きましたが、もう少しくわしくききたいです。（16 歳/男性/知的） 

 手続きがややこしいと聞いている。他人にたのむのはどうかなと。（70 歳/女性/身体） 

 全くわからないので詳しい。資料を送って欲しい。（30 歳/男性/その他の障がい） 

 成年後見制度が必要な方は、それにくまなく応じて挙げて欲しいと思います。（63 歳/女性/精神） 

 制度も内容も理解できるが、あまりにも負担が大きく利用していない。預金の引き出し等で利用

しずらい。（69 歳/女性/身体,難病） 

 もっと広めてほしい（24 歳/男性/身体） 

 制度が今の介護の現状に適合していない部分が有って、融通がきかずに不便を被っている事をよ

く聞く。（66 歳/男性/難病） 

 利用しづらい制度。制度じたいに問題があると思ってる（7 歳/女性/発達障がい） 

 利用したくない。他の代用できるサービスがあれば、そちらを利用したい。（4 歳/男性/知的,発

達障がい） 
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 よく分かりません（30 歳/女性/知的,発達障がい） 

 親・兄弟がいれば後見人はいるのかな？（47 歳/女性/知的） 

 宍粟市の中で専門の職業を作って欲しい（63 歳/男性/身体） 

 成年後見人ができる手続きなど情報が少ない。市役所の窓口など、対応してくれる人が成年後見

人について知らないことがある。もう少し、しっかり知識をもって対応して欲しい。（31 歳/女性

/知的,精神） 

 もう制度を利用中です。（80 歳/女性/身体,精神） 

 本人と親と一緒に勉強する場があればいいのですが（44 歳/男性/精神） 

 制度について分かりやすく教えてほしい。（9 歳/男性/発達障がい） 

 高等特別支援学校在籍中にその制度について勉強した。そばでサポートする人こそ知っていなけ

ればならないと思う。（30 歳/男性/知的） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

100 

66.1 

48.9 

28.8 

2.1 

32.5 

16.3 

20.2 

4.7 

9.9 

0% 20% 40% 60% 80%

テレビ・ラジオ等

しーたん通信

携帯電話のメール等

市役所からのﾌｧｯｸｽ

家族・親戚

近所の人

自主防災組織

(自治会等)

その他

無回答

全体(n=1,328)

67.3 

52.2 

26.7 

2.3 

33.2 

19.8 

23.3 

4.6 

9.5 

0% 20% 40% 60% 80%

身体(n=739)

62.3 

37.7 

28.3 

2.7 

30.9 

8.1 

13.9 

9.4 

7.6 

0% 20% 40% 60% 80%

知的（発達障がい除く）
(n=223)

70.1 

45.5 

29.3 

0.0 

33.5 

16.8 

19.8 

9.0 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80%

精神(n=167)

68.1 

51.7 

44.0 

0.9 

45.7 

8.6 

11.2 

6.9 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80%

テレビ・ラジオ等

しーたん通信

携帯電話のメール等

市役所からのﾌｧｯｸｽ

家族・親戚

近所の人

自主防災組織

(自治会等)

その他

無回答

発達障がい(n=116)

65.4 

56.1 

32.7 

0.9 

38.3 

18.7 

28.0 

3.7 

12.1 

0% 20% 40% 60% 80%

難病(n=107)

58.6 

40.1 

27.2 

1.2 

32.1 

15.4 

19.1 

4.3 

17.3 

0% 20% 40% 60% 80%

その他障がい(n=162)

７ 災害時の避難等について 

問 26 風水害や地震災害など自然災害時の対応についておたずねします。 

（１）災害の情報をどのようにして知りますか。（あてはまる番号すべてに○印） 

全体では「テレビ・ラジオ等」が 66.1％と最も高く、次いで「しーたん通信」が 48.9％、「家

族・親せき」が 32.5％となっています。 

障がい種別でみると、すべての障がいで全体と同様の傾向がみられます。 
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（２）今までに、あなたのお住まいの自主防災組織が行う防災訓練に参加したことはあ

りますか。（あてはまる番号 1つに○印） 

 

全体では「防災訓練には参加したことがない」が 44.1％、「防災訓練に参加している」が 43.9％

とほぼ均衡しています。 

障がい種別でみると、「参加している」が最も高かったのは難病の 50.5％で、「参加したことが

ない」が最も高かったのは発達障がいの 62.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

43.9 

44.9 

44.8 

37.7 

36.2 

50.5 

42.0 

44.1 

42.2 

48.9 

54.5 

62.1 

34.6 

36.4 

12.0 

12.9 

6.3 

7.8 

1.7 

15.0 

21.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,328)

身体(n=739)

知的(発達障がい

を除く)(n=223)

精神(n=167)

発達障がい(n=116)

難病(n=107)

その他障がい(n=162)

防災訓練に

参加している

防災訓練には

参加したことがない

無回答
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7.0 

26.2 

20.7 

37.6 

13.5 

7.7 

0% 20% 40% 60% 80%

訓練場所が遠い

手助けしてくれる人が

いないと参加できない

防災訓練があることを

知らなかった

参加するきっかけ

がない

その他

無回答

全体(n=585)

8.7 

37.8 

14.7 

28.2 

12.8 

9.0 

0% 20% 40% 60% 80%

身体(n=312)

7.3 

22.9 

24.8 

50.5 

5.5 

5.5 

0% 20% 40% 60% 80%

知的（発達障がい除く）
(n=109)

4.4 

17.6 

33.0 

40.7 

22.0 

5.5 

0% 20% 40% 60% 80%

精神(n=91)

6.9 

13.9 

30.6 

56.9 

9.7 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80%

訓練場所が遠い

手助けしてくれる人が

いないと参加できない

防災訓練があることを

知らなかった

参加するきっかけ

がない

その他

無回答

発達障がい(n=72)

0.0 

43.2 

13.5 

24.3 

16.2 

10.8 

0% 20% 40% 60% 80%

難病(n=37)

6.8 

28.8 

20.3 

37.3 

16.9 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80%

その他障がい(n=59)

（３）防災訓練に参加したことがない方（問 26（２）で「２．防災訓練には参加したこ

とがない」に○をつけた方）におたずねします。 

防災訓練に参加しない理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○印） 

全体では「参加するきっかけがない」が 37.6％と最も高く、次いで「手助けしてくれる人がい

ないと参加できない」が 26.2％、「防災訓練があることを知らなかった」が 20.7％となっていま

す。 

障がい種別でみると、身体では全体と同様の傾向がみられますが、知的と精神では「参加する

きっかけがない」が最も高くなっています。 

発達障がいでは「参加するきっかけがない」が、難病では「手助けしてくれる人がいないと参

加できない」が、最も高くなっています。 
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（４）あなたは、災害などの緊急時等の場合、一人で避難できると思いますか。 

（あてはまる番号１つに○印） 

全体では「できないと思う」が 42.4％と最も高く、次いで「できると思う」が 32.2％、「わか

らない」が 14.5％となっています。 

障がい種別でみると、「できると思う」が最も高かったのは精神の 38.9％で、「できないと思う」

が最も高かったのは知的の 54.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

32.2 

31.3 

17.9 

38.9 

25.9 

29.9 

32.1 

42.4 

46.8 

54.7 

36.5 

49.1 

45.8 

40.1 

14.5 

11.0 

18.4 

18.6 

22.4 

11.2 

10.5 

10.8 

11.0 

9.0 

6.0 

2.6 

13.1 

17.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,328)

身体(n=739)

知的(発達障がい

を除く)(n=223)

精神(n=167)

発達障がい(n=116)

難病(n=107)

その他障がい(n=162)

できると思う できないと思う わからない 無回答
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80.3 

17.1 

15.6 

19.4 

8.2 

6.6 

4.4 

0% 25% 50% 75% 100%

手助けしてくれる

人が必要

避難所が遠い

避難場所がわからない

どのような時が緊急時

なのかわからない

緊急時の情報が

入らない

その他

無回答

全体(n=563)

85.0 

18.5 

9.2 

12.4 

6.9 

5.5 

5.2 

0% 25% 50% 75% 100%

身体(n=346)

82.8 

17.2 

25.4 

29.5 

9.8 

4.1 

1.6 

0% 25% 50% 75% 100%

知的（発達障がい除く）
(n=122)

67.2 

11.5 

19.7 

27.9 

18.0 

19.7 

1.6 

0% 25% 50% 75% 100%

精神(n=61)

71.9 

12.3 

28.1 

33.3 

10.5 

7.0 

1.8 

0% 25% 50% 75% 100%

手助けしてくれる

人が必要

避難所が遠い

避難場所がわからない

どのような時が緊急時

なのかわからない

緊急時の情報が

入らない

その他

無回答

発達障がい(n=57)

85.7 

28.6 

8.2 

12.2 

12.2 

4.1 

4.1 

0% 25% 50% 75% 100%

難病(n=49)

76.9 

16.9 

18.5 

27.7 

13.8 

10.8 

6.2 

0% 25% 50% 75% 100%

その他障がい(n=65)

（５）一人で避難できないと思う方（問 26（４）で「２．できないと思う」に○をつけ

た方）におたずねします。 

一人で避難できない理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○印） 

全体では「手助けしてくれる人が必要」が 80.3％と最も高く、次いで「どのような時が緊急時

なのかわからない」が 19.4％、「避難場所が遠い」が 17.1％となっています。 

障がい種別でみると、身体と難病では全体と同様の傾向がみられますが、知的と精神では「ど

のような時が緊急時なのかわからない」と「避難場所がわからない」が比較的高くなっています。 

発達障がいでは「避難場所がわからない」と「どのような時が緊急時なのかわからない」が比

較的高くなっています。 
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（６）災害時の避難について、ご意見がありましたら、次の欄に記入ください。 

 

 避難場所に行っても、その場所に長く居る事は身体的に難しいので、どうしたものかと案じてい

る。（84 歳/男性/身体,難病） 

 長い距離を歩けない為。（62 歳/男性/身体） 

 日頃から病院で訓練を受けている（82 歳/男性/難病,その他の障がい） 

 わからない（88 歳/女性/身体） 

 昨年配布されたハザードマップは３７年前の地図で今の若い人達には分かりずらいと思います。

とても残念です。今後の参考にして下さい。（82 歳/男性/身体,難病） 

 トイレが洋式の所でないと、右半身麻痺と言語障がいなので車椅子も常備して欲しい。（71 歳/男

性/身体,その他の障がい） 

 公民館にみんなといっしょに避難したりして、安全を守りたいです。（44 歳/女性/その他の障が

い） 

 自治会の公民館だと思うが、災害がわからない。公民館自体が民家と変わらない建物だから、避

難所に適しているのか良くわからない。（79 歳/女性/身体） 

 自宅避難者にも救援の手を！見逃さないでほしい（71 歳/女性/身体） 

 災害時の避難等についてはテレビやしーたん通信、家族、近所の人の知らせでわかりますが、住

居が私の家は耐震化されていないので、もしも地震が起きたら、全壊になると思うので、市の方

が助成金を 50 万でなくて、制限なしにして欲しいです。（50 歳/男性/精神） 

 地域にどのくらい避難しにくい人たちがいるのか。市役所は把握できているのか。避難場所へ行

けと簡単に言うがそれが困難な人が沢山いると思う。（-歳/男性/身体） 

 高齢なので 1 人では何も出来ません。家族は勿論近所の人にもたのまないと思います。（93 歳/女

性/身体,難病,その他の障がい） 

 同じ条件下で助ける人の順位の基本決定（84 歳/女性/身体,難病,その他の障がい） 

 災害の種別によって、行動がそれぞれ変わるため詳細不明（91 歳/女性/身体） 

 オストメイトなので、装具交換やトイレに時間がかかるなどあり、避難することそのものに躊躇

する。人にも言いにくい事なので、自身で対策しておくことも大切だと思っている。（37 歳/女性

/身体,難病） 

 第一に所在確認が必要（49 歳/男性/身体） 

 避難した後の居場所作りに配慮していただけるとありがたいです。（11 歳/女性/知的,発達障が

い） 

 10 数年前に設置した一次避難所、二次避難所は今も有効ですか？避難しても食料、水、その他の

備蓄はなく、市役所の職員が配送してくれるのですか？市の職員が居ない自治会、小学校体育館

は、避難しても何もなければ避難しようとする意欲も減退します。（74 歳/男性/その他の障がい） 

 避難所のある場所が（道中も）危険な所にあるので水害の場合は水につかるおそれが大きいので

家で垂直避難をしようと思っています。（69 歳/男性/身体,難病） 

 消防団の活用、操法訓練や大会よりも避難、救護訓練を行う（50 歳/男性/精神） 

 全介助なので病院の手助けがないと無理。（51 歳/男性/身体） 

 パニックになりやすいので、そういう人に対して助けてくれる人がいたらありがたい。（25 歳/女

性/精神,発達障がい） 

 アパートの為有線放送がないので親族からの知らせしか知り得ない。（87 歳/女性/その他の障が

い） 
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 消防署、消防団活動を自分たちで盛り上げて自主防災の構築に誰もが参加出来る「強い行政」を

熱望します。私自身も消防団部長として防災に取り組みましたから、防災・減災の必要性は常に

心にあります。（47 歳/男性/精神） 

 台風で床上浸水してから、台風接近する前に避難しています。岡の家に二度お世話になりました。

それからは川を改修されてありません。（85 歳/男性/身体） 

 とても不安です。（16 歳/男性/知的） 

 86 才女。股関節骨折。障がい者手帳有。行動は介護タクシーのみ避難不可（86 歳/女性/身体） 

 私は車椅子と手押し車を使っています。もし災害が発生した時の移動手段をいつも考えますが、

行政の救急隊の動きに合わせるしか…（75 歳/女性/身体,難病,その他の障がい） 

 避難した場所で他の人と一緒に過ごせない。（41 歳/男性/知的） 

 災害予報ピンポイントできめこまかく避難所等についても（76 歳/男性/その他の障がい） 

 公民館等つかいにくい。段差、トイレ等（66 歳/男性/身体） 

 プランナーさんから直接 TEL で指示を頂けたら有難いと思います。（42 歳/女性/-） 

 近所の人の手助けを受ける。身体に自信が持てない。（87 歳/男性/身体） 

 テレビで避難の誘導をして欲しいと思います。（63 歳/女性/精神） 

 山崎断層による地震対策は、年 1 回でなく、工夫をこらして実施する必要がある。例えば季節や

時期によってとか、時間帯を変えさせるとか。とても同じ内容で実施するのでは実効性が欠ける。

（73 歳/男性/その他の障がい） 

 命を守ることが最も大切だと思うし、その時はサッサと避難することが人に迷惑をかけないこと

でもあると思っている。だが、本当にバリアだらけで…自宅が良い！（70 歳/男性/身体,難病） 

 目が悪いので災害時の避難などはむつかしい。そういった場合どうしたら良いか解らない。（73

歳/女性/身体） 

 指定場所が遠いし、道中に川があり、風水害又地震等で橋が破損した場合はどうすればよいので

しょうか？又川の水が増水した場合危険です。（84 歳/男性/難病） 

 しょうがいある人達は、準備するのが困難になる。パニックになり、何からしたらいいのかわか

らなくなる。（70 歳/女性/身体） 

 何時起こるかわからない災害は、何人も自分、家族を守ることが最優先だと思います。家人が居

る場合は、別として昼間（独り居）の場合自力で避難は無理です。近隣住人との親交に努め協力

（助け）を願っています。しかしできれば希望として、救助（安否確認等）の体制？各自治会に

防災訓練の関連項目に上げて頂きたい。（障がい者、高齢者も含め、支援の必要とする者をピック

アップして…）（89 歳/女性/難病,その他の障がい） 

 個別避難制度が機能するかどうかが非常に不安。（64 歳/男性/身体） 

 避難所等の数を増やしてほしい（67 歳/男性/身体） 

 皆が協力？支援者はどう？負担になってない？迷惑になっていないか？（56 歳/男性/-） 

 避難所にいる時、沢山の避難住民がいるので超緊張してしまいます。又コロナの影響がまだ残っ

ているのでどうなるか不透明です。（45 歳/男性/身体,知的,難病） 

 自分は、しっかり身を守って気を付けても、大きな災害だと必ず管理者の方に助けてもらいたい

と思います。（50 歳/男性/知的） 

 避難所に指定されている施設のトイレを車イスでも利用できるようにスペースがほしい。医療体

制の充実（63 歳/男性/身体） 

 障がい者は一般の人たちと一緒に行く避難所に行くのは無理があると思う。トイレも少ないし、

介護してくれるスタッフもいないし横になることもできない。安心していつでも避難できる旅館、

ホテルを確保してほしい。（69 歳/女性/身体） 
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 障がいを持つ人にもわかりやすく説明してほしい。（31 歳/女性/知的,精神） 

 災害などに慣れていないからどこに避難していいか分からない。（21 歳/女性/精神,発達障がい） 

 耳が不自由なので、ピクトグラムや文字、イラストなど大きくわかりやすい目で見てわかる表示

が欲しいです。声や放送だけでなく、ボードなど表示してほしい。（27 歳/女性/知的） 
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８ 支援について 

問 27 宍粟市の障害者計画は６年ごと、障害福祉計画、障害児福祉計画は３年ごとに見直

しを行っています。３年前と比べて福祉・教育・雇用・まちづくりなどの障がい者施策は

進んだと思いますか。（もっともあてはまる番号 1つに○印） 

全体では「わからない」が 47.6％と最も高く、次いで「ある程度進んだと思う」が 13.7％、

「あまり進んだとは思わない」が 9.5％となっています。 

障がい種別でみると、「かなり進んだと思う」と「ある程度進んだと思う」の合計が最も高かっ

たのは、難病の 27.1％で、「あまり進んだとは思わない」と「ほとんど進んだとは思わない」の

合計が最も高かったのは発達障がいの 24.1％でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.7 

5.7 

2.7 

3.6 

3.4 

7.5 

7.4 

13.7 

13.8 

10.3 

14.4 

15.5 

19.6 

14.2 

9.5 

9.9 

10.8 

13.2 

10.3 

13.1 

12.3 

7.2 

7.8 

5.4 

9.6 

13.8 

8.4 

6.8 

6.3 

5.7 

8.1 

7.2 

4.3 

7.5 

2.5 

47.6 

46.1 

55.6 

47.3 

46.6 

32.7 

40.1 

11.1 

11.0 

7.2 

4.8 

6.0 

11.2 

16.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,328)

身体(n=739)

知的(発達障がい

を除く)(n=223)

精神(n=167)

発達障がい(n=116)

難病(n=107)

その他障がい(n=162)

かなり

進んだと思う

ある程度

進んだと思う

あまり

進んだとは

思わない

ほとんど

進んだとは

思わない

どちらとも

いえない

わからない 無回答
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42.2 

23.9 

20.4 

8.3 

9.1 

16.8 

3.8 

8.1 

4.8 

5.8 

2.3 

9.6 

1.4 

15.7 

16.6 

0% 20% 40% 60% 80%

どんなサービスがあるの

かもっと情報がほしい

利用の申請・手続方法を

わかりやすくしてほしい

自分にどんなサービスが

必要かを判断するための

サポートをしてほしい

利用の条件を緩やかに

してほしい

手続きにかかる時間を

短縮してほしい

費用負担を軽くして

ほしい

ｻｰﾋﾞｽの回数・時間を

増やしてほしい

65歳を過ぎても同じ

ｻｰﾋﾞｽを受けられる

ようにしてほしい

通所サービスは身近な

場所で利用したい

関わる人材の対応・態度

や技術・知識の向上

関わる人材を当事者が

選択できるように

してほしい

身近な相談窓口を

増やしてほしい

その他

わからない

無回答

全体(n=1,328)

43.4 

24.8 

18.5 

10.1 

8.1 

19.2 

4.2 

6.1 

4.7 

5.0 

2.6 

8.5 

1.4 

13.7 

18.4 

0% 20% 40% 60% 80%

身体(n=739)

34.1 

17.9 

23.8 

5.4 

10.8 

12.6 

4.9 

14.3 

8.5 

8.5 

1.8 

9.9 

1.3 

24.7 

10.3 

0% 20% 40% 60% 80%

知的（発達障がい除く）
(n=223)

47.4 

25.9 

33.6 

4.3 

9.5 

11.2 

4.3 

6.9 

9.5 

12.1 

4.3 

10.3 

1.7 

16.4 

6.9 

0% 20% 40% 60% 80%

精神(n=167)

問 28 あなたが、福祉サービスをもっと利用しやすくなるために、どんなことが必要だと

思いますか。ただし、介護保険のサービスについては除きます。 

（もっともあてはまる番号３つまでに○印） 

全体では「どんなサービスがあるのかもっと情報がほしい」が 42.2％と最も高く、次いで「利

用の申請・手続方法をわかりやすくしてほしい」が 23.9％、「自分にどんなサービスが必要かを

判断するためのサポートをしてほしい」が 20.4％となっています。 

障がい種別でみると、発達障がいを除くすべての障がいでは全体と同様の傾向がみられます。 

発達障がいでは「自分にどんなサービスが必要かを判断するためのサポートをしてほしい」が

３割を超えており、他と比較して高い割合となっています。 
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47.4 

25.9 

33.6 

4.3 

9.5 

11.2 

4.3 

6.9 

9.5 

12.1 

4.3 

10.3 

1.7 

16.4 

6.9 

0% 20% 40% 60% 80%

どんなサービスがあるの

かもっと情報がほしい

利用の申請・手続方法を

わかりやすくしてほしい

自分にどんなサービスが

必要かを判断するための

サポートをしてほしい

利用の条件を緩やかに

してほしい

手続きにかかる時間を

短縮してほしい

費用負担を軽くして

ほしい

ｻｰﾋﾞｽの回数・時間を

増やしてほしい

65歳を過ぎても同じ

ｻｰﾋﾞｽを受けられる

ようにしてほしい

通所サービスは身近な

場所で利用したい

関わる人材の対応・態度

や技術・知識の向上

関わる人材を当事者が

選択できるように

してほしい

身近な相談窓口を

増やしてほしい

その他

わからない

無回答

発達障がい(n=116)

46.7 

31.8 

25.2 

13.1 

11.2 

24.3 

4.7 

6.5 

9.3 

4.7 

0.9 

9.3 

1.9 

8.4 

17.8 

0% 20% 40% 60% 80%

難病(n=107)

43.8 

27.2 

15.4 

8.0 

8.0 

16.7 

3.7 

8.0 

7.4 

6.8 

1.2 

13.6 

3.1 

11.1 

20.4 

0% 20% 40% 60% 80%

その他障がい(n=162)
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20.6 

11.3 

19.1 

25.7 

10.0 

9.9 

4.2 

24.2 

9.4 

7.3 

36.2 

4.4 

9.0 

7.5 

4.7 

7.0 

4.7 

4.9 

6.2 

16.6 

4.1 

7.5 

4.3 

1.7 

2.0 

11.1 

14.2 

0% 20% 40% 60%

ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟなど居宅サービスの充実

機能訓練・生活訓練の充実

生活・介護に関する

相談体制の充実

保健・医療ｻｰﾋﾞｽの充実

補助具・日常生活支援用具の充実

福祉ｻｰﾋﾞｽや暮らし・仕事に役立つ

情報提供の充実

福祉ｻｰﾋﾞｽに関する情報公開・

苦情対応の充実

障がいのある人が高齢になっても

同じｻｰﾋﾞｽが受け続けられるしくみ

緊急時の連絡手段の確保など

災害対策の充実

障がいのある人に対する虐待・差別

の防止や解消・問題解決のしくみ

年金・手当など経済的支援の充実

お金・財産を本人のかわりに

管理する制度の充実

ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞ(年齢・環境)に応じた

個別支援のしくみ

地域における理解促進や見守り体制

住宅の確保

就労相談・職業訓練の充実

多様な就労機会の確保・就労環境

の向上

情報の入手・発信の手段の確保

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(意思疎通)手段の確保

移動手段の確保

運動・ｽﾎﾟｰﾂ、芸術文化活動の

機会の充実

わかりやすい案内・段差解消など

まちのバリアフリーの充実

障がいの早期発見・療育のしくみ

学校教育を受ける機会の充実

その他

わからない

無回答

全体(n=1,328)

24.9 

13.7 

20.0 

28.6 

14.5 

9.1 

3.9 

24.2 

8.9 

4.5 

37.1 

2.6 

7.2 

5.7 

3.2 

2.6 

2.3 

3.8 

2.8 

18.8 

3.0 

9.5 

2.2 

0.5 

1.6 

9.5 

15.8 

0% 20% 40% 60%

身体(n=739)

18.4 

11.2 

17.5 

16.6 

3.6 

10.3 

2.2 

31.4 

10.8 

12.6 

28.3 

9.9 

9.9 

11.2 

5.8 

10.8 

8.1 

4.9 

10.8 

11.2 

7.6 

3.1 

3.1 

3.6 

1.8 

18.4 

8.5 

0% 20% 40% 60%

知的（発達障がい除く）
(n=223)

19.8 

9.6 

22.8 

24.6 

3.0 

13.8 

4.8 

26.9 

9.6 

11.4 

42.5 

7.8 

10.8 

6.6 

7.2 

14.4 

5.4 

4.8 

9.0 

14.4 

4.8 

4.8 

8.4 

2.4 

3.6 

13.8 

6.6 

0% 20% 40% 60%

精神(n=167)

問 29 あなたが将来もっと暮らしやすくなるために、どんなことが必要だと思いますか。 

（もっともあてはまる番号５つまでに○印） 

全体では「年金・手当など経済的支援の充実」が 36.2％と最も高く、次いで「保健・医療サー

ビスの充実」が 25.7％、「障がい者が高齢になっても同じサービスが受け続けられるしくみ」が

24.2％となっています。 

障がい種別でみると、すべての障がいで全体と同様の傾向がみられますが、精神では「年金・

手当など経済的支援の充実」が、難病では「移動手段の確保」が比較的高くなっています。 
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6.9 

13.8 

13.8 

16.4 

0.9 

14.7 

5.2 

26.7 

6.0 

16.4 

37.9 

12.9 

24.1 

13.8 

8.6 

27.6 

22.4 

7.8 

24.1 

12.9 

3.4 

4.3 

12.1 

10.3 

3.4 

11.2 

4.3 

0% 20% 40% 60%

ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟなど居宅サービスの充実

機能訓練・生活訓練の充実

生活・介護に関する

相談体制の充実

保健・医療ｻｰﾋﾞｽの充実

補助具・日常生活支援用具の充実

福祉ｻｰﾋﾞｽや暮らし・仕事に役立つ

情報提供の充実

福祉ｻｰﾋﾞｽに関する情報公開・

苦情対応の充実

障がいのある人が高齢になっても

同じｻｰﾋﾞｽが受け続けられるしくみ

緊急時の連絡手段の確保など

災害対策の充実

障がいのある人に対する虐待・差別

の防止や解消・問題解決のしくみ

年金・手当など経済的支援の充実

お金・財産を本人のかわりに

管理する制度の充実

ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞ(年齢・環境)に応じた

個別支援のしくみ

地域における理解促進や見守り体制

住宅の確保

就労相談・職業訓練の充実

多様な就労機会の確保・就労環境

の向上

情報の入手・発信の手段の確保

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(意思疎通)手段の確保

移動手段の確保

運動・ｽﾎﾟｰﾂ、芸術文化活動の

機会の充実

わかりやすい案内・段差解消など

まちのバリアフリーの充実

障がいの早期発見・療育のしくみ

学校教育を受ける機会の充実

その他

わからない

無回答

発達障がい(n=116)

26.2 

11.2 

21.5 

39.3 

15.0 

10.3 

8.4 

24.3 

15.0 

4.7 

35.5 

2.8 

10.3 

3.7 

4.7 

4.7 

4.7 

7.5 

4.7 

25.2 

3.7 

13.1 

5.6 

1.9 

0.0 

6.5 

13.1 

0% 20% 40% 60%

難病(n=107)

27.8 

13.6 

20.4 

29.0 

11.7 

6.2 

6.2 

21.6 

15.4 

4.3 

32.7 

1.2 

8.0 

8.6 

5.6 

3.1 

2.5 

9.3 

6.8 

19.1 

4.9 

8.0 

4.9 

1.9 

1.9 

11.1 

16.7 

0% 20% 40% 60%

その他障がい(n=162)
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問 30 あなたが、これまで以上にさまざまな活動を行ったり、働いたりするために、周り

の人などに特に気をつけて欲しいことがありましたら、次の欄に記入してくださ

い。 

 

 関わってほしくない（37 歳/女性/精神） 

 中学校出てから新宮のしせつに２年行きました。山崎のしせつさつきえん。（50 歳/男性/知的） 

 いろいろ迷惑を掛けるようになりますが、よろしく御願い致します。（82 歳/男性/難病,その他の

障がい） 

 社会教育の見直し、を行政に要望します。（69 歳/男性/精神） 

 家族や主治医、親身な人達以外に配慮は求めてないが、「病気だから」と嫌がらせをしたり、必要

な情報を知らせてくれない人は嫌いだと思う。（42 歳/女性/その他の障がい） 

 車に乗れないのでバスで行き帰りをもっとかいてきにしてほしい（25 歳/男性/発達障がい） 

 親や家族が必ずしも協力的であったり、理解や経済的な支援があるわけではないことを知ってほ

しいです。役所の障がい福祉課から郵便物が届いて問い詰められたり、心配されたりもします。

アンケートや資料の郵送は有り難いのですが、上記のようなことも配慮して頂けると嬉しいなと

思います。よろしくお願いします。（23 歳/女性/精神） 

 障がい扱いして欲しくない（49 歳/男性/身体） 

 身近に相談出来る人がいてほしい。お金の事も私達２人だけで他に誰もいないので、考えてもど

うしようもない生きて行くしかない。（54 歳/男性/知的） 

 作業所でよくさぼっている仲間がいるので仲間と同じように仕事ができるようにしてもらいた

いです。仲間で遅刻する人もいるので仲間と同じようにしてもらいたいです。髪の毛もきれいに

して、髪の毛をきれいに丁寧に洗う方がいいと思います。（44 歳/女性/その他の障がい） 

 発達障がいや知的障がいのある方にてんかんを持っている人はわりと多いと思うのである程度、

てんかんがどういった病気かを知ってもらいたい。（10 歳/男性/発達障がい,その他の障がい） 

 「障がい」についての理解→「いろいろな人がいる」ということが前提として考えられる様にな

ってほしい。「田舎」はまだまだその垣根が高いですネ！（64 歳/男性/身体） 

 再就職にあたり、病気がある事でハンデになりＱＯＬが低くなる事、自分で出来るはんいで仕事

があるか不安である。働けないでいる今はもっと不安である。（53 歳/女性/精神） 

 私の主人は 58 才で若年性アルツハイマーになり、早く病気が分かったのですが、早くから仕事

に行けなくなり本人は働きたかったのですが、家に居る事になり可哀想でした。どんな仕事が出

来るか分からないけれど、前向きになれる仕事があればと思いました。どんなサービスがあるか

も分からずいました。もしこんな方がおられたらこれからは少しでも前向きな仕事があればと思

います。（69 歳/男性/精神,難病） 

 障がいを持った人でも、一般企業で働ける環境であり続けて欲しいと思っております。（50 歳/男

性/精神） 

 以前に比べて障がいに対する理解は進んできたけれど、たった一度でも心無い視線や言葉で傷つ

いた心（気持ち）は一生ついてまわります。全員に…というのは難しくてももっと多くの人に、

（障がいの有無にかかわらず）共生できる社会について考えてほしい。（当たり前のこととして）

（17 歳/女性/知的,発達障がい） 

 職員申し訳ありませんけど、うそついたりした時や、嫌がらせをされたらえんまさんがしたむか

しれるさかいにと聞いています。それはうそではありません。よくわたしも家でお母さんにきき

ます。お金の神様違うところで仕事がしたい、5000 円もらいたい。3 週間行きたいけど、1 週間
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いきたいそやないでこうかいする。（48 歳/女性/知的） 

 自分の事をもっとわかってもらい、丁寧な言葉で言ってもらいたいです。自分は考え込んで夜も

ねれない事があるから。（61 歳/男性/身体,精神,難病） 

 大人になって発達障がいと診断されたので地域の人は私が障がい者だと知りません。どのように

してカミングアウトすれば良いのか分からず、どうしてもらったら良いのかが分かりません。（38

歳/男性/発達障がい） 

 目でみて分かる障がい、分かりにくい障がいなどそれぞれに良いところ・不便なところがあり難

しいなと思います。オープンにしたい人したくない人も居るので。自分の含めて、誰もがお互い

に「何かハンデがあるのかな？」と少しでも待てる・考えられるゆとりが必要だと思う。（37 歳/

女性/身体,難病） 

 避難させる人を決めておく。誰がどの人をと決めておく（96 歳/男性/その他の障がい） 

 アンケートを記入してますが、果たしてこれがどのようにいかされているのか？目にみえません

（90 歳/男性/身体） 

 衝動性、不注意などから危険回避ができない場面も多く見守りが必要です。（11 歳/男性/発達障

がい） 

 団体圧力の排除、個人の充実を第一にしてほしい。田舎特有の価値観の押し付け、画一性、をや

めてほしい（50 歳/男性/精神） 

 発達障がいをいじめをしないで貰いたい。後は理解して欲しいです。（11 歳/女性/知的） 

 それぞれの障がいをオープンにできたり、理解しようとしてくれる人がもっと増えたらなと思う。

障がい者の工賃や給料をもう少し上げて欲しい。障がい者の人の地位の向上ができたらいいなと

思う。（25 歳/女性/精神,発達障がい） 

 私は精神疾患がありますが、周りの人からなかなか理解されず、本当に病気なの？と聞かれたこ

とがありますが、身体に障がいのある方々の希望の星に自分がなれたらと思い、宍粟市消防団を

はじめ、宍粟市議会議員さんと共により良い生活を築くために頑張って参りましたがなにせ宍粟

市は働く場所が限られております。今後は雇用に力を入れて頂きたく存じます。（47 歳/男性/精

神） 

 地域包括支援センターに気にかけていただき有難い事です。周りの人達にも恵まれて幸せです。

ありがとうございました。（87 歳/女性/その他の障がい） 

 精神障がいの人に、ガンバレ、ガンバレは禁句です。ボチボチがんばれならまだ良いですが。（61

歳/男性/精神） 

 周りの人とうまくコミュニケーション、意思伝達がうまくできないのであせらずゆっくりと理解

し行動に気持ちよく移せるよう対応してほしい。（44 歳/男性/知的） 

 声を掛けて手を差し伸べて欲しいです。（74 歳/男性/身体） 

 宍粟市は障がいのある子にとても手厚く支援をして下さると 16 歳まで育ててきた中で実感し感

謝しています。これから大人になっても生きがいを感じながら幸せに生活できる場所があれば、

とてもうれしいです。それが一番の願いです。（16 歳/男性/知的） 

 見えない障がいに対してもある程度、情報、知識とかを整えて頂けると窓口にも行けるようにな

るかと思います。（65 歳/男性/その他の障がい） 

 市の障がい者計画って何がどう見直されているかわからない（70 歳/女性/身体） 

 自分のして欲しい事ばかりを申し述べました。ご容赦下さい。（75 歳/女性/身体,難病,その他の

障がい） 

 人間関係。人間関係が原因で精神が弱くなりうつになったりてんかんになる可能性があるので、

陰口とか気にするタイプなのでそういう相談を気軽に受けれる窓口を作ってほしい。（30 歳/男性
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/その他の障がい） 

 手話、要約筆記者の育成、活動、公民館、店舗等の段差等の進め方（66 歳/男性/身体） 

 目に見えない障がいを持つ（持っているかもしれない人）への配慮。障がいがある人の為の交通

手段の充実（47 歳/男性/身体,精神,発達障がい） 

 ケガをしたり、病気で倒れたりした時の適切な対応など（63 歳/女性/精神） 

 コミュニケーション。同じにしてほしくない健常者と障がい者を差別的発言（24 歳/男性/身体） 

 ・やはり障がいを持った人がコンサートなどに気軽に参加出来るようにして欲しい。そこまで（会

場まで）行く手段、連れて行ってくれる人にわずかでもお金を（報酬）さし上げる制度とか。・私

が今まで障がいを持っていなかった時には、私はボランティア等として動いていましたが、障が

いを持ったとたんに邪魔者扱いするとは…！！こういった思いをした人はきっと他にもいると

思うので書きました。（73 歳/女性/身体） 

 周囲にどこまでくわしく特性を説明すればいいのか、わかりません。また、同じ診断名でも症状

が全くちがうことが広まればいいなと思います。（7 歳/女性/発達障がい） 

 問題なし。（32 歳/男性/精神,発達障がい） 

 障がいに対する理解がうすい。※このアンケートは視力の弱い者にはわかりづらい構造です。（61

歳/男性/身体,難病） 

 ありません（55 歳/女性/身体） 

 介護職員の充実を図ってほしい。人数が不足しているため、介護サービスが滞っているようであ

る。（27 歳/女性/身体,知的） 

 ありません（30 歳/女性/知的,発達障がい） 

 障がいがあるが家にひきこもらないよう無理をして外出するようにしているが、家の外の人（隣

の住民）にはそれが理解できないようだ。”健康で歩ける人”だと思われているようで元気ならり

んぽの行事（集金ｅｔｃ）をするように依頼が来る。娘にはそんな事させたくない。私の世話の

ためにわざわざＵターンして私の世話をしてもらっている為。（娘はこれ以上、近所の草刈り、そ

うじ道路、公民館のそうじｅｔｃ）の行事を休みの日にさせられるなら大阪へ戻ると言ってい

る。・障がい者を世話する者が１人の時は”村の行事”をしなくてよいようなシステムがないです

か？・近所の人に家庭内での大変さを理解してもらえないのが非常につらい。村の行事がつらい

（辞退したい）・娘は、仕事もしていない健常者（ひまな人間たち）が、一番問題だと言っている。

（娘より）村の行事に参加を強制させられるのが本当につらいできることであれば、シルバー人

材の方などにお願いしたいと思っています。（自己負担でもかまわない）。・村の行事に土日が多

い。土日こそ、ゆっくりしたい。・平日は朝（７時出発）ー夜（９時頃帰宅）その後、翌日の用意

ｅｔｃをする。平日は毎日ほとんど眠れない。草刈り、みぞそうじ、公民館のそうじ、水道代の

集金、農会ヒの集金、集金業務だけで月に５～６回ある。しかも現金のみ。年間行事も異常に多

い。自己判断オプションとしてほしい。参加したい人だけ参加するｅｔｃ。そういう方法でもＯ

Ｋにしてほしい。そういった個人のライフスタイルを尊重してくれる（してもらうための）公式

なＩＤカードや、証明書ｅｔｃがあればよいなと思う。私は４０才を越えているし大人だがもっ

と若い世代、自分の人生を台無しにしている人も多いのではないかと思う（可能性をつぶされる）

村社会でしか生きたことのない人々への教育求む。（80 歳/男性/身体） 

 障がい者と言う理由ではなく、他の理由をわざとらしくつけ、こちらの違うと言う言い分は聞か

ず、仕事をくびにする（やめさす）のはやめてほしい。（市役所…）アンケートをとってもかわり

がなく、この紙や郵便、配送料の無駄がねを使っている。（税金）だけだと思う。もっとすみやす

い宍粟市にして欲しい。他の市の方がすみやすいときくので移住したいぐらい。（40 歳/女性/身

体） 
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 障がいのある人への理解（57 歳/男性/身体） 

 ヘルパーさんも、訪問看護さん、病院の先生、看護師さん、みなさんとっても優しくて良心的で

毎日が安心して暮らさせて頂いています。心から感謝しております。ありがとうございます。（22

歳/女性/身体,知的,難病） 

 たくさん説明されるとパニックになります。落ち込んだりしょんぼりもすることもあります。（45

歳/男性/知的,精神） 

 広報で 1 ページほどの記事を出しては？と思います。まだ高齢の方は「なまけているだけだ」と

思っている人が居ると思うので。（48 歳/男性/精神） 

 ガイドヘルパーの派遣、送り迎えをしてほしい（63 歳/男性/身体） 

 障がいを持つ人への理解と知識、情報を知って欲しい。手助けが必要な中、生活していることを

知ってもらい協力してほしい。健康な人より制限を受けて生活していること、苦労していること

を理解して欲しい。障がいの程度により、それはちがうこと、1 人 1 人の生活に合わせた援助が

必要。宍粟市は特に他の地域と比べても障がいを持つ人がすみにくい町だと感じている。（31 歳

/女性/知的,精神） 

 学校に配置される支援員さんや先生の増員。身体的な障がいのある子供には 1 人 1 人支援員さん

や先生をつけてほしい。（12 歳/男性/身体,難病） 

 極端な話、障がい者手帳が印籠、通行手形のように、持つ側もそれがお守り変わりと感じられる。

周りの側も、それを見て優しく受け入れてくれるような、偏見がなくなるといいなと思います。

あとは手帳で民間でもサービスが受けられたら（もっと身近なファーストフードや飲食店）少し

は気持ちが晴れるのにな…と思います。（36 歳/女性/精神,発達障がい） 

 暴力、暴言はやめてほしい。いじめないでほしい（16 歳/男性/発達障がい） 

 働いて、しんどい目にあってるのを理解してほしい。（45 歳/男性/精神,その他の障がい） 

 障がい者枠でなくても、健常者と同じように働きたくても面接する際に「障がい者だから」とい

う理由で採用して頂けないのが多いので、障がい者でも健常者と同じ様に働きたいです。（30 歳

/男性/身体） 

 いきなり特性のある人を頭ごなしに怒らずに「～だから気を付けよう」などと分かりやすく説明

しながら言うようにしてほしい。発達障がいがあると気付かれずに学校や職場でいじめられたり

することがあるから、障がいについての教育の場を増やして周りの人にも気付きやすくなったら

いいと思う。普通の人と何か違うなと思っても我慢して優しく接してほしい。職場や学校のカウ

ンセリングがもっと身近にあるといい。障がい児のことを知って欲しい。（21 歳/女性/精神,発達

障がい） 

 働き方（時間や内容）に幅をもたせてほしい。（34 歳/女性/-） 

 障がい者トイレがない所には行けない事を知って欲しい。障がい者トイレが少ない。親が死んだ

ら自分がしたい事が出来なくなる事を分かって欲しい。（51 歳/男性/身体） 

 周りの人に邪魔されたくない。体を痛くされているのでやめてほしい。（63 歳/女性/-） 
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問 31 あなたが、あったらいいなと思う障がい者福祉の制度がありましたら、次の欄に

記入してください。 

 

 障がいのある人の子育て支援（36 歳/女性/身体） 

 金銭の援助（37 歳/女性/精神） 

 一人暮らしになると、生活の中で出来ない事があります（例：電気交換、エアコン掃除）など、

冬は雪が降ると、買い物も困難です。１０年後が不安でたまりません。障がいがあるため、体の

負担が大きいです。障がいのある人とない人とでは、介護面では、認定の手続きは、違いがある

のでしょうか？（53 歳/女性/身体） 

 障がい者福祉制度ではないですが、里山が復活するといいと思います。（69 歳/男性/精神） 

 介護現場で働いてくれるスタッフを増やしてほしいです。（61 歳/女性/身体） 

 阪神大震災（神戸須磨区連続殺傷事件など）前後の神戸での被災経験（ストレス）により発症し

た強迫性障がいと現実感消失症。現在は姫路のクリニックに月１回の通院、（けいふう診療クリニ

ック）私一人で運転はきついです。一見すると誰にもわからなくていいような悪いような障がい

もつらいです。特に現実感消失症はほぼ研究されていないとのこと、同じような人の存在が大き

い…うまくまとめられなくてすみません。（57 歳/女性/精神） 

 何だろうな？アンケートに〇をつけたり、伝えたりした事ぐらいかな？！～その他～このアンケ

ート冊子に対し、送付されたのと同じ同封封筒だと良いのにと思った。サイズに全くあっていな

い！「折りたためば良い」とだけしか？又は経費の問題か？いらない所に税金可度投入するくら

いなら、必要な物や所に投入してほしい。手指に力がない人（サービス受けていない在宅、日中

同居）には辛い。しかも返信封筒には封テープがない。←こういう細部に配慮がなく不親切、考

えが足りない。←素直に伝え申し訳ないが…。（42 歳/女性/その他の障がい） 

 老人介護と老齢障がい者をまとめたようなサービスが欲しい。耳がきこえないことで、通常の老

人介護制度のサービスだけでは不足する点があるように感じている。（90 歳/男性/身体） 

 わからない（88 歳/女性/身体） 

 事務的にはい、はい、でなく、１人１人本当に親身になって困った事を助けて、力になってほし

い。（25 歳/男性/発達障がい） 

 障がい雇用者で働く人が通院しながら、働ける制度、有給休暇の確保。（現状フルタイムで働こう

とすると、通院日数が有給休暇の日数を上回ってしまうので、フルタイムに移行しにくい。）（37

歳/女性/精神,発達障がい） 

 介護タクシーについて、買い物など少しの時間（３０分後）などに伝えておくと迎えに来てくれ

るサービスがあれば良いのに…。もう一度電話しないといけないのが老人にはつらいとの事でし

た。（86 歳/女性/身体） 

 水道料金の免除を申請するのに自治会長に一筆書いて頂かないと申請できない仕組を見直して

欲しい。入院状況等の個人的なことを話しにいかないといけないので嫌だ。長期入院や施設入所

は費用の明細など後日提出する等で後で返還するなど。個人情報を共有したくない旨も考慮して

欲しい。福祉でないかもしれませんが困っています。（39 歳/男性/身体） 

 送迎支援、日常生活支援の無料化（20 歳/男性/難病） 

 障がい福祉制度と介護保険制度の併用が出来るのが望ましい…制限がありすぎる！（57 歳/女性

/身体,その他の障がい） 

 自分自身の事がゆっくりとしか出来ないのに家族の介護は大変です。自分自身をおろそかにして

家族の為に一生懸命です。性格にもよるのでしょうがとにかく相手に頑張ってほしい、治してあ
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げたいばかりです。ひと家族に障がい者は 1 人とは限らないです。（69 歳/女性/身体） 

 病院代減免（49 歳/男性/身体） 

 一人でいる時にときどきたおれる、そんな時に助けをよべる（ベル）とか何かわかってもらえる

ものがほしい。子供６じごろしか帰らないので一人時にこまる。〇手がふるえるので食事の用意

がしにくい。〇耳が悪いので人と話をしたくない。（83 歳/女性/その他の障がい） 

 台風等の水害の時に一人では支え切れず、避難が難しいので事前登録して、公的救援制度を希望

します。（71 歳/男性/身体,その他の障がい） 

 福祉制度とは関係ないかもしれませんが…。学校卒業し就職へとなりますが、地域とのつきあい

方例えば消防団への加入、地域自治会の役割、担当などが今後あてられると思います。親が元気

な間は支援できるかもしれませんが、ひとりとなれば困難になることは、はっきりとしており今

から不安に思っています。見た目は健常者のように見えるけれどそうではないことを理解してほ

しいです。（役割がきちんと行えないこと）地域の方に理解して頂くことはもちろん必要と思いま

すが、市としてそういう障がいのある人には免除という方針を示してほしいです。（私自身現状を

よくわからず記入させて頂いています。すみません。）障がい者がこれからも不安なく過ごせるま

ちづくりをよろしくお願いします！！（17 歳/男性/知的,発達障がい,難病） 

 障がい者というたちばいろいろと考えて頂いているのはありがたいと思います。ほうもんをもっ

と回すうをふやして頂きたいと思い書かせて頂きました。よろしくお願いします。（87 歳/男性/

知的） 

 このようなアンケートは不必要だと思います。送ってほしくありません。ＳＮＳなどでしたら、

良いかと思いますがどうでしょうか？（5 歳/男性/発達障がい） 

 親が年をとった時、本人が病気になった場合、補助してもらえる制度があればいいと思います。

（22 歳/男性/知的） 

 グループホームに看護士、夜勤の人などがいるような施設がほしいです。（30 歳/男性/知的） 

 身だしなみ。カットとかヒゲなどなど。（52 歳/男性/-） 

 身近な場所で安心しておしゃべりしたり、飲食できる機会がほしい。（71 歳/女性/身体） 

 親が亡くなった後安心して暮らせる制度（24 歳/男性/発達障がい） 

 障がい者で移動困難者支援を受けさせてもらっています。令３年迄は、ほんとにもったいなーと

感謝し乍利用させて頂いてましたが、令４から利用券がいっぺんに６５０円、タクシーのドライ

バーさん最初ドライバーさんも大変だったのか、普通に乗車しての方が…往復していると何べん

も利用させてもらっていると年金生活では、何や彼始末して医者通いのみ（ねんぴわあがるし●

理云って申し訳ありません。もう少し何とかなりませんか。歯医者さんは何べんも予約し得て伺

う）（86 歳/女性/身体） 

 神戸市福祉パス（福祉乗車証）のように、無料の交通カードがあればバスを利用しやすくなると

思います。（34 歳/女性/精神,発達障がい） 

 福祉といっても色々あるので、1 ヵ所でまとめられるように部署を設けて欲しいです。（50 歳/男

性/精神） 

 精神障がい者手帳や自立支援医療の更新手続き時の診断書料が高額で負担に感じる。障がい者理

解という面で、支援（公的支援）を検討いただけると有難いです。（28 歳/男性/精神,発達障がい） 

 通院サポート！（会話の難しい人もいるんです）自宅に通院の車で来てくれて、支払い、診察な

ど付き添ってくれるサービスが欲しい。もう付き添う家族も高齢化です。（67 歳/男性/精神） 

 障がい者も気軽に参加出来るスポーツ活動や絵画教室などがあれば参加したいです。（18 歳/男性

/発達障がい） 

 同じ部位の障がいがある人との集いの会（84 歳/女性/身体,難病,その他の障がい） 
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 人とのコミュニケーションの場。一人暮らしのさみしさ、わびしさはなってみて初めて体験する

こと（82 歳/女性/身体） 

 在宅介護に対して見守りのサービスを安価で受けられると助かります。（60 歳/女性/難病,その他

の障がい） 

 偉い人が考えちゃったのです。お金も返してほしいのと困るのです。（48 歳/女性/知的） 

 宍粟市に発達障がいの施設（療育）が 2 ヵ所程しかなく、今通っている一宮の施設の先生も 1 年

単位で変わってしまうので、子供が慣れてきた頃に変わるのはすごく困ります。放課後デイはす

ごく良い所にめぐり会えましたが、しっかり専門的な「療育施設」を作って頂けたらと思います。

（例）姫路市の「ジュネス」の様な…（8 歳/女性/発達障がい） 

 経済的支援の強化 例えば 1.携帯電話（スマホ）利用料等への助成 2.障がい者所得控除の引き

上げ 3.その他生活助成金等の強化（70 歳/男性/身体） 

 81 才過ぎて千種に長く暮らしていますが、便利が悪くて困ります。（タクシーもありません）コ

ミュニティバス（回数が少ない）がタクシーであれば良いと思います。（81 歳/女性/-） 

 通学の支援。視覚特別支援学校が遠い為、他県（祖父母在住）の学校にも通えるようにしてほし

い（5 歳/女性/身体） 

 宍粟市の中心地（山崎町）に療育施設がない。（一宮まで 40 分）支援学校は光都にしかない（ス

クールバスで 1 時間です）保健師は発達障がいの知識ゼロ。個々の先生方は頑張って頂いていま

すが、行政のシステムが、お金を支給する書類作りの延長でしかない。老人ファーストでは未来

はないですよ。（6 歳/男性/知的,発達障がい） 

 今のままでよい（92 歳/男性/身体） 

 在宅で暮らす人が通いやすいリハビリ施設を作ってほしい（36 歳/男性/身体,知的） 

 子供でも日中ショートではなくショートステイできる施設があると安心。親が病院受診などでど

うしても 17 時頃までに帰って来れないこともあるので（遠い病院だと）19 時頃までデイサービ

ス利用が延長できる仕組みなどがあれば助かります。（11 歳/女性/知的,発達障がい） 

 いつも子供の支援等、計画などして頂きありがとうございます。今はまだ車（家族の）移動して

いるが、今後 1 人で行動するにあたり、バスの時間など（行き帰り etc…）増えたらいいなと思

います。（11 歳/男性/発達障がい） 

 ある六甲アイランドに存在する企業ですが、働いている方は全て障がい者です。障がい者でない

人が行っても仕事についていけません。工場が障がい者向けに設備され頭脳優秀な人々が働いて

いるからです。身体に障がいがあっても教育次第で社会に貢献出来る良い例だと思います。（74

歳/男性/その他の障がい） 

 返信用の封筒ですが、高齢者や障がい者は小さくて入れにくいと思う。もう少しページ数を少な

くするか封筒が大きい方が出しやすい。（97 歳/女性/身体） 

 土、日、祝日早朝でも短時間在宅で見守りしていただける人が居れば助かりますが、外出出来な

いので困っています。（80 歳/男性/身体,その他の障がい） 

 無料又は低価格のカウンセリングルーム。障がい者のいわゆるかけこみ寺の設置（50 歳/男性/精

神） 

 相談する人や話し相手がほしいですね。お聞きしたい事もあるし。聞いてもらいたい事もありま

すね。少しでも誰かとお話し出来たらと思います。（88 歳/女性/身体） 

 山崎に寝たきりで 65 才以下の人を任せられる（通所出来る）施設があるのか調べてもわからな

い。相生にはあるみたいですが…。福祉を受けるにも配偶者（家族）の収入なので受けられない

ことが多過ぎる。本人のみの収入などで決めてほしい。（51 歳/男性/身体） 

 障がい者通所支援金を上げてほしい。（22 歳/男性/発達障がい） 
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 私の子供は障がいがあり、医療的ケアが必要な子供でした。保育園に入りたいと思った時、看護

師がいないということで入園することができませんでした。そのため働くこともできませんでし

た。訪問看護も信頼できるようなところがその時はなく…結局 24 時間、１人で看護している状

態でとても辛かったのを覚えています。これから医療の発達とともに医療的ケア児は増加すると

思います。保育園の数は減るようなので、それぞれの保育園に看護師を配置し、いろんなお子さ

んを受け入れるような体勢を整えてほしいです。少子化も進んでいるので１人１人に寄り添って

ほしいです。（7 歳/男性/発達障がい） 

 障がい申請するまでのサービス（独自）交通機関（48 歳/女性/精神） 

 移動手段を充実してほしい。車イスのままのれるバス（90 歳/女性/身体） 

 小 6 の現在も発語なし。ST の訓練を受けたくても、1 ヵ所はいっぱいのため、拒否。もう 1 ヵ所

は小学生まで。就学前の子供ならまだ受け入れてくれるでしょうが。年齢に関係なく、親が希望

するのであれば、ST を受けられるようにしてほしいです。（12 歳/男性/知的） 

 共同生活援助の充実 障がいのある 65 才以下の子供、障がいのある 65 才以上の親、病気の有る

65 才以上の親が一緒に生活できる家に対して包括した支援が欲しいです。一番の問題は介護する

人材が少ない事です。→宍粟市として人材を増やす方法を検討して欲しいです。（介護福祉士の講

座開設、補助員の増加、賃金の増加等）（70 歳/女性/精神） 

 自分と同じ障がいや病気の人と関わったり（交流）相談できる様な場所がほしい。（25 歳/女性/

精神,発達障がい） 

 高齢者の難聴。1 人～2 人暮らしの高齢者難聴になりコミュニケーションがとりにくい。補聴器

も高額。（補助がほしい）買ってもうまく使いこなせていない。市の専門的な知識を持った人がい

て、相談しやすいとありがたい。（71 歳/女性/身体,難病） 

 障がい者手帳の引き下げ、等級の引き下げの起こらない制度を実現して欲しいです。障がい者年

金には限りがあります。長い将来年金なしでは生活は成り立ちません。少子化の早期改善に期待

します。宍粟市民全ての人々の幸せと安全、健康を市政で必ず実現して欲しいです。自分の今は

姫路に居を構えておりますが近い将来必ず宍粟に帰郷し、永住を考えております。福本市町の末

永い御活躍を期待しております。お体を大切に。（47 歳/男性/精神） 

 身体障がい者のデイサービスを 65 才以上でも使えるようにして欲しい（65 歳/男性/身体,その他

の障がい） 

 村の中ではきっと私に障がいがある事はご存じない方が多いと思います。しかも最近からですの

で、近くに相談に行くことは知らないし、福祉の制度はわかりません。助けて欲しいばかりでな

く自分にもできる手伝いもありますから、多くの方で助け合いましょう。又、（あとはホームペー

ジでごらん下さい。お確かめください）というのが多くなっていますが、それではすまされませ

ん。使い方法もわからないからです。（77 歳/女性/その他の障がい） 

 同じ障がいのある方との意見や情報交換の気軽な場（53 歳/女性/身体） 

 急に体調をくずし、仕事を長期休まなければいけなくなった時、快く受け入れてくれる企業をた

くさん確保していただきたいです。仕事がしたくても今は躊躇してできない状況です。どうぞよ

ろしくお願い致します。（54 歳/女性/身体,難病） 

 これからはいろんな生活用品の値上がりが予想されます。そこで身体障がい者向けの食料品を 2、

3 割引きのパンフレットなどあればと思います。姫路循環器病院で心臓手術しました。そしたら

心臓機能障がいにより自己の身辺の日常生活が極度に制限される結果になりました。（85 歳/男性

/身体） 

 知的障がい者が地域で生活できる為に、ホームヘルパー、外出サービスの充実を希望します。（67

歳/男性/知的） 
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 障がい者福祉の制度というものが、どんなものなのか？全くわからないのですが…。私は保育の

仕事というか子どもたちと一緒に遊びたいのですが、首下がり障がい者になり、ずっと遊ぶこと

ができないけれど、2～3 時間でも子ども達と歌をうたったり遊んだりしたいなーと思っていま

す。毎日じゃなくていいので、又、半日だけでもいいので、障がい者が働ける保育園？こども園？

があればいいのになーと思います。（60 歳/女性/身体） 

 タクシー券の交付。（私は 3 級なのでもらえないから）JR、私鉄の割引。姫路方面（神姫バス）の

割引。（61 歳/男性/精神） 

 いつ、いかなる時も気軽に相談・支援をしてもらえる専属の相談支援員がほしい。（44 歳/男性/

知的） 

 施設の見学。ガソリンの寄付（74 歳/男性/身体） 

 車がないと生活できない地域で、親がフルタイムで働く場合の施設利用時間の設定がなく、勤務

を続けられるのか不安です。まだ下に妹もおり、生活にもお金がかかるので勤務は続けたいです。

送迎サービスのある施設も増えていますが、通所施設を利用できる時間を保育所くらいできるよ

うにして頂けたら勤務を続けられると思うので、そういった制度が出来る事を切望します。それ

と送迎のサービスも本当にありがたいのでして頂ける施設が増えると嬉しいです。安心して障が

いをもつ子も大人もその家族もすごしていける。宍粟市はそんな町だと思っています。本当にあ

りがとうございます。（16 歳/男性/知的） 

 居宅サービス。ファミサポの障がい児枠（13 歳/男性/知的,発達障がい） 

 同じ悩みを持つ、親の会（17 歳/女性/発達障がい） 

 本人は 77 才になっています。障がい者施設に通所していましたが、65 才の時に介護保険を利用

して下さいとデイサービスやショートステイに通っていましたが、今は介護施設ケアハウスに入

っていますが障がい年金では全くたりません。年金で生活できる様な施設が出来ればと願います。

（77 歳/女性/知的） 

 障がいを持つ者同士が集まって話し合える場所、外出の際の送迎、乗降の手助等があることそれ

らをリードしてくれる人、あったら生きがいとなるし、嬉しいです。実現を望みます。（75 歳/女

性/身体,難病,その他の障がい） 

 親がいなくなった時に一生住める場所を作ってほしい。（42 歳/女性/知的） 

 障がいに応じて、軽度てんかんなども働いていてもいくらか生活するうえでの補助は出して欲し

い。（30 歳/男性/その他の障がい） 

 通所施設の休みの時、家に親などの介護者がいない場合、近くに支援してくれる制度があればい

いなと思う。（41 歳/男性/知的） 

 差別解消。みぞがあると感じている。タクシーチケットが料金が上がったのが一番厳しい。他の

市で良い制度があれば、取り入れてほしい。福祉のまちとなればうれしい。（64 歳/男性/身体） 

 将来に不安しかありません。それは体が不自由で金銭的に不安だからです。現在 1 人暮らし（必

要な時は子供や知人に助けてもらいながら）出来てますが、今後、病院施設などを必要となった

時に子供や回りに迷惑をかけるのが不安です。寝たきり等になってからも長い間生き続けてる人

をたくさん見てきました。高齢になってからの入院はただ生かされてるだけの入院で長引きます。

私は本人が望めば 1 週間～1 ヶ月以内で安らかにあの世に行けるなら将来に不安はないし現在の

生活を楽しめるのですが…（65 歳/女性/身体） 

 表現が難しいですが、障がい者が安心して暮らせる制度。（47 歳/男性/身体,精神,発達障がい） 

 リハビリテーションをする施設場所（住居の近くにあれば良い）の充実など（63 歳/女性/精神） 

 訪問入浴サービス（市の）がない（69 歳/女性/身体,難病） 

 生活しやすい環境。支援や施設を増やしてほしい。（24 歳/男性/身体） 
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 入所施設の充実（69 歳/男性/身体,知的,精神） 

 いじめ。差別。虐待のないように防犯カメラをとりつけてほしい。いつも、親切で、やさしい言

葉をかけてほしい。犯罪な行為（態度、言葉、暴力）は、絶対にやめてほしい。（70 歳/女性/身

体） 

 もっと色々な利用システムがあればいいな。（52 歳/女性/知的,精神） 

 マイナンバーによる一元管理と、個別支援によるサービスの充実。マイナンバーによる一元管理

体制の確立を早く進めてほしい。・個人情報の全てを盛り込み国際的に通用するものにしてもら

いたい。マイナンバーがあれば、パスポートの代わりになるような、価値有るものにしてもらい

たい。自動車の自動運転に関するインフラ設備の推進（モデル地域への立候補含）（64 歳/男性/

身体） 

 障がい者の弁当見直しをしてほしい。（72 歳/男性/身体,難病） 

 障がい者も利用できる放課後デイサービス（4 歳/女性/身体,知的,難病） 

 現状、おおむね満足しています。ただし、これから先もっと年をとり体が動かなくなったらまた

何か、求めるものも変わってくると思います。（80 歳/男性/身体） 

 仕事も思うようにできずお金が入ってきません。物価も上がり、生活が困難。級関係なくお金の

支援して下さい。お願いします。（40 歳/女性/身体） 

 私は補聴器をしています。10 万～20 万ぐらいします。約 5 年～8 年ぐらいもちますが買い替えが

必要ですが補助金が少しでもあれば嬉しいです。ちなみに役場から指定された補聴器は、1 回も

使いませんでした。指定されている補聴器は使いにくいです。年寄りならなおさらです。一度見

直しをして下さい。（70 歳/女性/身体） 

 人には見えない障がいの人への対応（60 歳/女性/身体） 

 市外へのタクシーの利用（22 歳/女性/身体,知的,難病） 

 仕事でうつ病になり、1 年半は傷病手当が出ましたが再発して休職すると何も出ず、厚生年金を

払うのが負担で合計で 3 年間ほどマイナス給料でつらかったです。労務士に相談出来たり、復職

できるまでのサポートをして欲しいです。収入がなくなり車が移動手段が無くなると余計に、引

きこもってしまいます。（48 歳/男性/精神） 

 運動、スポーツ、芸術文化活動、絵画、音楽、演劇など（50 歳/男性/知的） 

 24 時間対応してくれるガイドヘルパー、旅行の時などに活用したい。（63 歳/男性/身体） 

 アンケート用紙が封筒に入れにくいのでなんとかしてほしい。（48 歳/男性/精神） 

 移動手段がないこと、交通手段がない。健康な人には理解できることが理解しにくく、わからな

いことも多い。日常生活における社会ルールなど障がい者にも理解出きるよう指導者支援が必要。

親や兄弟の支援を受けて生活しないと生きていけない。いつまでたっても自立した生活が難しい。

買物できるスーパーも減り、配達サービスがあるとうれしい。障がいをもつもの同士の交流や障

がいを支えている家族同士の交流できる場を作ってほしい。そこで見た意見をくみとり、住みや

すい町づくりを早急にすすめてほしい。（31 歳/女性/知的,精神） 

 在宅介護などの情報をまとめて欲しい。手続きをする時にいろいろな場所に行くのが面倒であり

分かりにくい。（12 歳/男性/身体,難病） 

 イオン内にテナントで入るなど、もっと気軽に立ち寄れる場所へ相談窓口や交流施設などの複合

施設を作ってほしい。子育て支援と両立したような広場が希望。学遊館は遠くて行きにくいので。

加西市のコワーキングスペース内にあるようなキッズスペースのある行きやすい、利用しやすい

窓口を。敷居をもっと下げて下さい。（36 歳/女性/精神,発達障がい） 

 障がい者に対する理解（45 歳/男性/精神,その他の障がい） 

 宍粟市は電車が通っていないので、その分、移動手段、交通手段の価格の安さがあったら便利だ
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と思います。（30 歳/男性/身体） 

 障がい者の家族も大変な面があるから家族も相談できる支援がほしい。障がいのある人が自力で

生活できなくなって家族もその当事者の事で精神的に疲れてしまうことがあるので一時的に当

事者を専用の施設でみてもらって家族の負担を減らせて当事者も適切な治療ができるようなと

ころがあったらいいと思う。（身近に）訪問看護などの支援が受けやすくなると良いと思う。（21

歳/女性/精神,発達障がい） 

 福祉タクシーの充実と小型バスによる買い物バス（山崎行き）（55 歳/女性/身体） 

 学校や医療機関などへの送迎サービスを充実してほしい。バス停から家など。（11 歳/男性/発達

障がい） 

 送迎サービスを充実させてほしい。バス停から自宅等、交通の空白をうめてほしい（13 歳/男性/

精神,発達障がい） 

 障がい者という診断書？という明確なものをもっていなくても困っている人がいるということ

に理解し、住居や金銭的な支援があると助かる。国の政策にのるだけでなく市独自の制度がほし

い。軽度の障がいだとすごく生活しにくい。（34 歳/女性/-） 

 障がい者のありのままを受け止め生活向上へ向けて支援して下さる「包容力」のある人々や、事

業所を手厚く支えたり育成に力を入れてほしい。（30 歳/男性/知的） 

 ガイドヘルパーの支援で市外へ出掛けられる制度。ガイドヘルパーの支援で外泊でもできる制度。

親が死んでからも気軽に外出支援が受けられるようにしてほしい（51 歳/男性/身体） 

 悪い事をする人を取り締まってほしい。（63 歳/女性/-） 
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